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			異世界エース③

			兄二

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			40　粘性のある洗礼

			41　アカデミー

			42　ファントムオペラ

			43　アンダンテ

			44　区別

			45　不通の対話

			46　Active Homing

			47　不気味な花

			48　make value

			49　紅の花弁

			50　無価値

			51　ROCK IT

			52　二番手すらいないほどに

			53　本物の空

			54　燃える紅い花

			55　いい夢を

			番外編　終戦ロールプレイ

			設定資料集

		

	
		
			　

			40　粘性のある洗礼

			　

			「ふむ……」

			　コテツは、感触を確かめるようにアインスを動かしていた。

			「少しは慣れてきた、か？」

			　一人、コックピットで呟(つぶや)く。

			　ひたすらに乗り続け、しかしいまだにこの世界の通常のＳＨは上手く動かせないが、動かせないなりに多少は慣れてきたようだった。

			　コテツを始めとする、エースと呼ばれるパイロット達は、機体の性能を限界以上に引き出すことで、同じ機体に乗っていてもそうとは思えないパフォーマンスを発揮することができる。

			　だが、性能を限界以上に引き出している以上、機体への負担は無視できないものとなる。

			　それをエース達は極めて繊(せん)細(さい)な操縦により、負荷を問題のない範囲に収めている。

			　その繊(せん)細(さい)な操縦が再現できないこの世界の通常の機体では、コテツはどうしても弱体化を余儀なくされてしまっていた。

			（徹底的にカウンターを狙っていくか？）

			　アインスは、コックピット周り、つまり、搭乗者の安全性以外の部分はあえて脆(もろ)く造られているし、操縦系統も鈍く造られている。何かあったときは上手く壊れてくれたほうが衝(しよう)撃(げき)が殺せるし、鈍ければ操作のミスが軽減される。

			だが、コテツがもしも本気で乗り回せばあっさりと自壊することになるだろう。

			　だからこそ、練習にちょうどいいのだが。

			（操縦感度の悪さはどうにもならんが、反応の鈍さであれば、こちらが予測して早く動けば緩(かん)和(わ)できるだろう）

			　剣を振る、アインスの動きがそこで止まる。

			『コテツさんよ！　調子はどうですかい？』

			　コックピットに響く声。アインスの整備に携(たずさ)わる、整備員のものだ。

			「悪くない」

			『そりゃよかった。じゃあ、どうするんで？』

			「まだ、訓練を続ける」

			　コテツが言うと、整備員の彼は呆れたような表情を見せた。

			『よくやりますね、あんたも。そういや、エリナちゃんがホワイトクレイターに乗って出てったが……』

			「ああ。彼女と訓練の予定だ」

			　エリナを城に連れて帰って以来、約束通り、コテツは彼女を鍛(きた)えていた。

			　自分が教導に向くとは思えなかったが、それでも連れてきた以上は、コテツはコテツなりに責任を取ることに決めていた。

			『ああ、やっぱり。ま、頑張ってくだせぇ。それと、あんまアインスに無茶させんでくださいよ！　昨日突(とつ)貫(かん)で手足替えたばっかりなんすからね！』

			「善処しよう」

			　コテツは呟(つぶや)いて、エリナを待った。

			　整備員の彼の言うように、コテツの乗るアインスは手足が交換されていた。

			　四肢の関節部を始めとする摩(ま)耗(もう)が原因である。乗り続ければいずれは訪れることだが、短期間で交換を余儀なくされるほどの摩(ま)耗(もう)を起こすのはコテツの操縦が原因と言えた。

			「上手く動かさなければ、またどやされてしまうな」

			　アインスが、確かめるように、自らの手を握って、開く。

			「……新しい手足は問題なし、か」

			　長らく訓練に使っているし、シュティールフランメの大剣と打ち合ったこともある。

			　無茶をさせるような機体ではないために、これでも長持ちしたほうなのかもしれない。その上で、手足を交換して、違和感なくつなげて見せた整備班の仕事はなかなかのものだろう。

			　そうして、しばらく立ち尽(つ)くしていると、白い機影が見えてきた。

			『あ、お師匠さま！』

			　確認するように、走ったり飛んだりを繰り返していたその機体は、コテツの存在を確認するなり動きを止める。

			　エリナの、ホワイトクレイターである。

			　彼女は、状況に応じてコテツを師と呼ぶようになった。彼女曰(いわ)く、そうでなければ示しがつかないのだと言う。

			「ずいぶんと、慣れては来たようだな」

			『はいです。もとより、ホワイトクレイターはピーキーな性能ではないですし』

			　確かに、ホワイトクレイターは高機動接近戦を想定してはいるが、その他のバランスが良くないというわけでもない。

			　速くはあるが重くも軽くもない機体は扱いやすいし、接近戦用以外にも、火器を積んでいる。

			　肩に積まれたグレネードランチャーや、腰のライフル、腰部アーマーに収納されたハンドガンなどは、魔術偏重の騎士や貴族達の機体の中では珍しいものだ。

			　その白い機体は過度の装(そう)甲(こう)もなく、そのスマートさには、実用一辺倒の言葉が似合う。

			「それでなのですが……」

			「なんだ？」

			「そろそろ、戦闘機動を教えてもらえないですか……？」

			　恐る恐ると言った感じで聞いてくるエリナに、コテツは呟(つぶや)きを返した。

			「ふむ、難しいな」

			　戦闘機動だが、これは人型機動兵器における技と言ってしまってもいいかもしれない。

			　ターンや急降下に急上昇、ロールなどの機動、あるいはそれらの組み合わせによって多(た)岐(き)に派生する。

			　そして、戦闘機と違い、人型機動兵器においては足捌(さば)きもまた、重要な要素となってくる。

			「それは、私がまだ未熟だから、ということなのですか？」

			「いや、そのようなことを言うつもりはないが」

			　コテツは思案の後、考えながら口にする。

			「例えば俺の、俺達の使う一般的機動の中に一度の機動で十六回推力偏(へん)向(こう)を行ない、敵の正面を外れて斜めに放物線を描くように至近距離まで接近するマニューバがある。それには弱点があり、機動終了後に攻撃を回避されると多大な隙が生まれるのだが……」

			　昔、コテツは優秀と言われた生徒達を教導する役目に就いたことがある。エースが教導することで狙ってエースを作り出すことができないかという実験だった。

			　たとえエース機に乗れずとも、その規格外の操縦能力だけ普通の人間にフィードバックできないかと。あわよくばエース機にも乗せようと。

			　結果はと言えば、だ。

			「だが、それに対する対処法はない」

			「……えっと、どういうことです？　話が、よく分からないですが……」

			「ではどうするのかとエースに問えば、エースはこう答える。〝エースなら、外さない〟」

			「えっと。それって、万に一つ外した場合は……？」

			「死ぬしかない。あるいは、そんな間抜けはエースではなかった、ということだろう」

			「……」

			　エースが教える教導。その結果は失敗だったと言えるだろう。

			「お師匠さまは、それを当てられるのですか？」

			「当たる」

			「それは、コツとか、そういうのがあって……」

			「まあ、当たる状況で放てば当たる」

			「……」

			　エース同士では共通認識である〝当たる状況〟。それは、場の風速と、予測される空気抵抗であったり、微妙な地形であったり、相手の呼吸であったり、自機の状態であったり、機動の微調整であったり。それらを総合して彼らは当たる状況となんとなく呼んでいる。

			　ただし、そのなんとなくに入っている項目がどれくらいあるのか、エース達は正確には把(は)握(あく)していない。ゆえに説明不能。

			　エースは、場を総合的に見て、勘(かん)が働く。その観測する情報はあまりに多く、その勘(かん)は予知じみて正確だ。この感覚は、エースにしか分からない。

			　一瞬にして、コックピットが気まずくなった。

			「分からないですーっ！」

			　そして、唐(とう)突(とつ)に耐え切れなくなったかのごとく、エリナが叫ぶ。

			「……まあ、そうだろう」

			　なにせ、自分でも分かっていない部分はある。むしろ、一つ一つ理解しながら動かしていては確実に機動に間に合わない。

			　状況を見て、考えながらでは遅すぎる。見て、行けると思ったら行くのだ。

			「じゃ、じゃあ、どうやったらお師匠さまみたいになれるかとか……」

			「全力のディステルガイストに乗り続ければ、あるいは……」

			「それ、死ぬです」

			　目を細めて、彼女は拗(す)ねたように言った。そこで、コテツは次の提案をする。

			「……では、聞いた話だが、人型機動兵器に良好な状態で乗っていられる年数を三十年とした場合、週に二百五十八時間の戦闘訓練を施せばエース機による矯(きよう)正(せい)なしでエースに追いつける、ないしはメニュー次第でそれ以上のものになれるとの科学的データがあるらしい」

			　どういう根拠があってそういうデータになったのかは知らん、とは言わないことにしておいた。

			「二百五十八時間ですか？　それだと、結構いけそうですけど、一日どれくらいすればいいんですか？」

			「おおむね三十七時間だ」

			「一日過ぎてるじゃないですかっ!!」

			　目を輝かせてからの一転。エリナはぎゅっと目を瞑(つむ)ると、両手で太(ふと)腿(もも)を叩いた。ぱしん、といい音が響く。

			「そうだな」

			「っていうかそれ三十年でエースになれるって言わないです!!」

			　エリナは身を乗り出して叫ぶが、あくまでコテツは冷静だった。

			「まあ、実際は四十年以上掛かることになるが、三十年以上は身体に衰(おとろ)えが見られるため、ピークを過ぎ去る前に……」

			「できませんからっ！」

			「……まあ、そうだな。前の世界で可能かどうか、とうに吟味されて現状で不可と判断された以上、今から俺達がやったとてどうしようもあるまいが」

			　挙句の果てに、コテツは元もないことを言い、エリナはため息でも吐くように口を開いた。

			「できれば、現実的な案でお願いするです……」

			「一歩踏み外してしまえば後は簡単なんだがな」

			「どうやって踏み外すですか……」

			「ディステルガイストに乗って耐えるしかないな」

			「これ、堂々巡りになるですね」

			　エリナを死なせる意思がない以上は、どうすればエースになれるかなどというのは無意味な話だ。

			「……まあ、そうだな。だが、一応君にも可能そうな機動がないか考えておこう」

			　コテツは目を瞑(つむ)って、記憶を漁(あさ)る。圧倒的な性能がなければ成立しない機動ならば無理だが、そうでもない機動ならエース機でなくても再現可能だろう。

			「あ、はい。お願いするです。でも、それとは別になのですが……、その、外さないという戦闘機動を見せてもらいたいです。できれば、こちらに乗って、間近で見せてくれると……」

			「それは構わないが。アインスでやると再び全部品交換になりかねんからな」

			　さすがに整備班に好き好んでどやされたくはない。

			　前にシュティールフランメに乗った感触からすれば、ある程度金の掛かった機体であれば、多少はコテツの意思についてくることができる。

			　ホワイトクレイターはその辺りについては十二分と言えた。

			「は、はい！」

			「そちらに乗る、ハッチを開けてくれ」

			「はいです」

			　目の前の機体に近づくと同時に、白い胸部装(そう)甲(こう)が開き、向こう側にエリナが見える。

			　コテツもまた、コックピットを開くと、ホワイトクレイターへと飛び移った。

			「あわわ、今、ちょっと退けるです」

			　エリナが、それを確認するなりシートから立ち上がり、代わりにコテツがシートに座る。

			「……動作に問題はないな」

			　コンソールをいじって呟(つぶや)きながらシートベルトを締め、ハッチを閉じると、コテツはおもむろに機体を操作した。

			「行くぞ、しっかりと掴(つか)まっていろ。舌を噛むなよ」

			「はいです！」

			　白い機体の足が、地面を離れ、同時に前へと滑るように移動したと思ったその瞬間、小刻みに、激しくブーストを行ないつつ複雑な機動で前進し、剣を大きく横に薙(な)ぎ払いながら、地を滑って着地する――。

			「これが敵機の射撃を回避しながら斬(ざん)撃(げき)を行なう操縦だが」

			　そして、地に足を着かせて静止したところで、振り向いたコテツが見たのは。

			「その……、お師匠さま……。お師匠さまって、よく人とずれてるって言われないですか……？」

			　青い顔をしたエリナだった。

			　それは、そう、新兵なら当然の洗礼でもある。

			　それを人型機動兵器乗りの多くは一度は体験して、コックピットを掃除するものだ。

			「……その意見は的を射ている」

			「……気持ち悪いです」

			　だが、彼女の胃から込み上げる洗礼は、コテツの襟(えり)首に向かって放たれた。

			　

			　再び、城の廊下をコテツは歩いていた。

			　それはあまりにいつも通りな、少し高い背と黒い髪に、精(せい)悍(かん)と呼んでも良いが、どうも表情に欠け、印象の薄い顔つき。

			　なのだが、今に限っては、上半身に何も纏(まと)っていなかった。

			　腕には、いつも着ている軍服とシャツが。要するに、エリナの仕業である。

			　ともあれ、それをリーゼロッテに渡してこねばなるまいと、コテツは自分の部屋に向かっているのであった。

			　基本的にリーゼロッテはコテツに関わる雑事をこなしていて、特に仕事のないときは何かあってもすぐ対応できるようコテツの部屋に控えている。

			　もともと仕事がないときはコテツに付いて動くこともあるのだが、今日は部屋の掃除か洗濯か、それともまた他の何かか、コテツは一人で歩いている。

			「……視線が痛いな」

			　呟(つぶや)くと、廊下にいた通行人が一斉に目を逸らした。

			　ＳＨ乗りでもある門番が相手であれば、洗礼だと言えば事情を察して苦笑を返してくれるのだが。

			　今いるのは侍女や文官。しかも彼らにとって身近なＳＨ乗りと言えば華々しくも絢(けん)爛(らん)にして流麗な騎士様だ。

			　訓練を終えたそれが半裸である理由など、脳裏を過(よぎ)ることすらないのだろう。

			　視線には慣れたとは言え、さすがに愉快というわけもなく。

			　侍女の中には顔を逸らしながらもちらちらとこちらを窺(うかが)う者もいて、なんともいえない気分になる。

			「見てしまう向こうの落ち度より、視線を集めるこちらの落ち度か」

			　この世界に来た当初、視線は侮(ぶ)蔑(べつ)に満ちていた。それが最近は変わってきている。

			　訓練の風景や、戦闘の噂が広まり、だいぶ好意的な視線が増えてきたのだが、今現在はどうにもいたたまれないような視線で一杯だ。

			（……面倒だ）

			　召(しよう)喚(かん)当初よりの無気力状態よりも少々回復してきたコテツではあるのだが、しかし召(しよう)喚(かん)以前から社交的だったわけではない。

			　ひたすらに、無言で任務をこなすほうが、彼の性には合っている。

			　逆に、政争に関してはまったく向いていないと言っていい。エースは、力でねじ伏せる側の人間だ。暴力はカードの一枚であるべきで、そうならば、エースはカードの一枚でしかない。カードを切る側の人間の器など持ち合わせていない。

			（あまり城にいないほうがいいだろうか）

			　アマルベルガとしては城の中でコテツが勝手に話しかけられて敵を作るのも味方を作るのもあまりよろしくはないだろう。

			　できることなら、コテツに話を振る前に、自分を通せ、とアマルベルガは言いたいはずだ。

			　そして、コテツとしても貴族の相手は苦手だし、面倒だ。例えば贈り物は受け取っては面倒だし、断っては角が立つ。そのように、神経を使う。

			（まあ、取り急ぎどうなるわけでもないか）

			　思いながら、コテツは自室のドアを開いた。

			　当然、いつものような部屋がそこにはあった。

			　それなりに、いい部屋ではある。

			　調度も上品に纏(まと)められたこの部屋に、特に文句はない。

			　ただ、この位置取りにある以上、貴族達から逃げきれないということだ。

			　逆にメリットと言えば、練兵場に近いことくらいだろうか。

			（金を稼いで家を建てる。有りだな。当面の目標にもなる）

			　と、そこで、ふと、コテツはリーゼロッテの姿が見えないことに気が付いた。

			「他の仕事か？」

			　例えばごみ捨てや洗濯、消(しよう)耗(もう)品(ひん)の買出し、あるいは補充など外に出なければできない仕事も多い。もうすでに、掃除は終わっているようで、ならば、掃除を終えて洗濯でもしにいったのかと、コテツが考えかけた瞬間、彼はベッドの上に何かいることに気が付いた。

			「……ふむ」

			　何、とは論ずるまでもない。その狐耳と尻尾(しつぽ)とメイド服。ここまで見てそうだと気付かぬ者はいないだろう。リーゼロッテが、丸まるようにして眠っている。すうすうと、安らかな寝息を立てて、陽だまりの中。
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			　その安らかながらも愛らしい寝顔を見て起こすことは憚(はばか)られた。

			（疲れが溜まっていたのだろう。まだ、帰ってきたばかりだからな）

			　エリナの護(ご)衛(えい)依頼。イクールまでの旅路とその帰り。

			　連れまわしたのは自分である。いかに元野生児といえども、旅をし、その中で戦闘もあり、また、ずいぶんと心配させてしまったとなれば、疲れも溜まるだろう。それからさらに帰ってきてから休みなしで働いているのだ。

			「まあ、いいか」

			　リーゼロッテを起こさぬように小さく呟(つぶや)き、コテツは彼女に布団をかけてやると再び扉を開けて外に出た。

			　そして、ちょうど良く通りかかった侍女の一人に、コテツは声を掛けた。

			「すまないが、少しいいか」

			「え、ははははい！　なんでしょう!!」

			　エトランジェに半裸で話しかけられるということに慣れていないのか……、いや、慣れているはずもなく、彼女は動揺をまったく隠し切れずに返事を返す。

			「これを頼めないだろうか。訓練中の事故で汚してしまってな」

			「え……、これ、誰かにかけられたのでしょうか……？」

			　汚れた背中から襟(えり)に掛けてを見て、侍女が呟(つぶや)き、コテツは詳しくは伏せつつ口を開いた。

			「そんなところだ。頼めるか？」

			「あ、あの……、お付きの者に何か不満でも……？」

			「いや。君がちょうど通りかかった、それだけだ」

			「は、はい、分かりました、ではすぐに!!」

			　去っていった侍女を見つめながら、コテツは少しの思案をする。

			　はたして、リーゼロッテを寝かせたままでよかったか悪かったか。

			　あまりよくはないだろう。善意で寝かせておいても、溜まった仕事ややり過ごした仕事が圧(の)し掛かってくるかもしれない。

			　そう考えれば、コテツは優しい主人とはいえないだろう。模(も)範(はん)的行動は、優しく起こしてやることだ。

			　そうしてから後に上手く調整して休みを取らせてやるのが素晴らしい上司であろう。そういう器用な真似はできないから、彼はとりあえず寝かせておくことにした。

			（……まあ、問題があれば俺の我(わが)侭(まま)ということにしておけばいい）

			　エトランジェの我(わが)侭(まま)という言葉は実に便利だ。国益を大きく損ねなければ大(たい)概(がい)のことは通るらしい。どこまでかは試していないので分からないが、リーゼロッテが寝ているくらいで国益を損ねるならば今すぐそんな国から逃げるべきだろう。

			　まあ、ともかく、それでこの件は解決だ、とコテツはそのままふらりと歩いて中庭に出た。

			　コテツが召(しよう)喚(かん)当初から、何だかんだと来ている中庭だ。忙しくなってきて、回数は減ってもなお、コテツはここに来る。

			「あれ？　ご主人様？　って何で半裸!?」

			「……そういえば、失策だったな」

			　音を立てぬようにと思ってそのまま部屋を出たのだが、服を持ってくればよかったと後悔するがもう遅い。

			「いえ、別に、まあラッキー……、もとい眼(がん)福(ぷく)……、もといやったぜ！　こいつは僥(ぎよう)倖(こう)だ!!　ですからいいんですけど……」

			「意味があまり変わっていないぞ」

			「とにかくいいんですよ。でも、どうしたんです？」

			「新兵によくあることだ」

			　通じるか分からないまま放った言葉だったが、さすがにそこはＳＨの制御を担う存在なだけあり、あざみは正確に意味を把(は)握(あく)してくれたようだった。

			「あー、なるほど……、ってもしかしてエリナと一緒に乗ったんですか!?　機体に!?」

			「そうだが」

			「ずーるーいーでーすー！」

			「君はいつも一緒に乗っているだろう」

			「あー、そうでした」

			　言葉を交わしながら、コテツは中庭に立つ巨人を見上げた。

			　ディステルガイスト。モノクロームのコテツの相棒だ。

			　これまでずいぶんと世話になったし、これからも長い付き合いになりそうである。

			　寡(か)黙(もく)な相棒は、ただ、何も言わずにコテツ達を見下ろしていた。

			　彼は、いつの日もここにいる。風雨に晒(さら)されようが、日差しに当てられようが、自らに積まれた自己修復機能のおかげでそ知らぬ顔だ。

			「ねぇ、ところでなのですけど、ご主人様？」

			「なんだ？」

			「ディステルガイストはどうですか？」

			「どう、とは」

			　質問の意味を掴(つか)めずにコテツが聞き返すと、あざみは緊張の面持ちで返す。

			「その……、実はお姉さまの、シュタルクシルトのほうが優秀だとか、そういうのは……」

			　その言葉で、いかに鈍いコテツでも、彼女が不安なのだと気付いた。

			　確かに、シュタルクシルトのほうがディステルガイストより優れている、などと言ったら彼女にとっては死活問題だろう。

			　彼女のアイデンティティの崩壊でもある。そんなシュタルクシルトとディステルガイストのその優劣。それを、コテツはこう断じた。

			「全状況適応型と、拠点防衛特化型。アレと君は別物だ」

			「私のほうがいい、とは言ってくれないんですね。まあ、ご主人様らしいですけどね」

			　そう言って、呆れたようにあざみは笑った。確かに、ここで嘘を吐けばもっと丸く収まるのかもしれないが、人型機動兵器に関しては彼はシビアだ。

			「それよりも、気になることがあるのだが」

			「なんです？」

			　だが、まあこれ以上は藪(やぶ)を突いても蛇しか出るまいと、露骨にコテツは話題を変えた。

			「ディステルガイストはよく、腕の文字が書き換えられたり、君が恣(し)意(い)的に変えたりするが、あれには何か意味があるのか？」

			　それに対して、深く追求することもなく、あざみは口を開く。

			「あれは周囲への警告ですよ。これから発進しますよーとか、でかいのぶっぱなしますよーとか。私が変えてるのは……、まあ、気分です」

			「機体の状態などを敵に知られるのはよくないのではないか？」

			「隠そうと思えば隠せますけどね。そもそも、アルトは対人用に造られたものではありませんし」

			　コテツにとって、人型機動兵器とは戦争の道具だ。

			　あざみのその言葉は少なからず予想外と言えた。

			「そうなのか」

			「通っただけで破壊をまき散らす、巨大な生きた災(さい)厄(やく)がありました。人はそれを、龍と呼びます。長らく人智の及ばぬ龍でしたが、その災害がソムニウムに迫ったとき、ついに龍と戦う力が生まれました。それが、初代エトランジェの造り上げたアルトです。龍を殺すためのアルトだったんです。他、生身で戦うのは厳しい生物諸々が本来の相手なんですよ」

			　つまり、状態を相手に知られることより、大技で味方を巻き込まないことを優先したらしい。

			「そうか」

			「まあ、機体のほうのは初代のこだわりですよ」

			「……こだわりか。この軍服もか？」

			　初代のこだわり。

			　そこから連想して、コテツは自分の着ている軍服のズボンを指差した。

			　この軍服のデザインは、代々エトランジェが着ている由緒正しいものらしい。

			「あー、それは初代のこだわりじゃなくて、国で決めただけですよ」

			　だが、そんなことはあざみにとってはどうでもよかったようだ。

			　確かにコテツにとっても少し気になっただけでどうというわけでもないのだが。

			「まあ、そんなのはどうでもいいとして。どうしたんです？　ご主人様。ここに休みに来たんですか？」

			「いや、君がいるかと思ってな」

			　これまでの話は、ただの世間話と言ってもいい。

			　一応ちゃんとした用が、あるといえばあるのだ。

			「……まじすか。これはフラグ」

			「次の仕事が決まった」

			「……仕事のお話ですか。そういうのばっかりだとモテませんよご主人様」

			「そうか」

			「あ、ちょ、ちょ、少しくらい困ってくださいよ」

			　俺に何を期待しているのだ、とコテツは誰にも分からないくらいに眉(まゆ)を顰(ひそ)め、先のアマルベルガとの会話を思い出したのだった。

			「次の仕事は――」

			　

			　アマルベルガに呼び出されたのは、つい昨日のことだ。

			「よく来たわね」

			　いつもの執務室。相も変わらずそこには書類が積みあがっており、しかし、アマルベルガは前よりも少し生き生きしているように見える。

			　その金の髪はいつになく艶(つや)やかだ。

			「今日来てもらったのは、そうね、早く貴方(あなた)にまともな機体を宛がわないとと思って」

			「俺にはディステルガイストとシュタルクシルトがあるが」

			　あの二機以上の性能の機体を造り出すことは現状の技術では不可能だろう。

			　だが、アマルベルガは首を横に振った。

			「これを見て欲しいんだけど」

			　そう言ってコテツに見せたのは一枚の紙切れ。

			「……御前試合の請求？」

			「そう。いまだに実力がはっきりしないエトランジェ殿に、一度言い訳の利かない場で試合してもらいましょう、という紙よ。またちょっと忙しくなるだろうからとりあえず断ったけど」

			「それが、どうかしたのか？」

			　アマルベルガは、紙のある部分を指さした。

			「よく読んで？　アルトを使うと性能で不公平だから、他の機体を使うこと、と書いてあるじゃない？　言ってしまえば、あなたを負かすことで、指南役というポストに入りたいのよ」

			　面倒の予感がして、コテツは心中で苦い顔をする。

			　アマルベルガは、持っていた紙を机に戻し、ため息を吐いた。

			「そういう方向性なら、抜け駆けできるからね」

			　エトランジェを取り巻く法は、酷(ひど)く曖(あい)昧(まい)で、実のないものだ。

			　エトランジェは、国益を大きく損なわない限り、行動の自由が許される。だが、その国益を判断するのは国王だ。国王が有用と判断すれば何をしても黙認され、無価値と思えば処分される。エトランジェは権力を持たず、権力と結びつくこともないとされているが、権力者と個人的に友(ゆう)誼(ぎ)を結ぶことを禁じられてはいない。

			　そして、政治的な力は一切持たず、国、軍の象徴的存在とされるが、行動が黙認されるということは、力業という点では、政治的に大きな力を発揮することになる。

			　王にお目こぼしを受けられる範囲でならば何をしても構わない。王が捨てるに惜しいと思う限りは何もかもが許される。

			「面倒だな」

			　ぽつりとコテツは呟(つぶや)いた。

			　弱いエトランジェなら、無茶をすればすぐに切り捨てられる。近づくほどの価値はない。

			　それが召(しよう)喚(かん)当初のコテツだが、今は違う。実力がはっきりしないことなど本来はどうでもいい。アルトに認められ、動かせる。それだけで十分なのだ。それだけで簡単に捨てるには惜しい逸材だ。

			「まったくよね。でも、他にもアルトを動かせない状況はあるかもしれない。強い以上に、特別な意味を持つ機体だからね」

			　エーポスの不在、あるいは誰かの恣(し)意(い)的な分断があればアルトは動かせないし、エーポスは生き物だ、不調だってないとは言い切れない。

			　今回のように政治的な思惑が絡む可能性もある。

			「だが、俺の要求に応えられる機体が造れるとは思えないぞ。それならばシュティールフランメを借りたところで、大差がない」

			「そう、そこよね。ほんとは、最初からエトランジェ用の機体の建造計画はあったの。でもあなたに合わせた機体が造れないから凍結中よ」

			「だろうな」

			「でも、試したいことがあるのよね。コテツ、ちょっといい？」

			　アマルベルガは椅子から立ち上がるとおもむろに部屋の外へと歩き出した。素直に、コテツはそれに続く。

			「試したいことか」

			「まあ、見てもらったほうが早いわ。あなたの了承が要るから、見た上で聞かせて」

			「ああ」

			　そうして、歩いていくのはコテツがあまり来たことのない場所だ。

			　外ではなく、奥へ。ただ奥へ奥へと二人は進んでいき。

			　廊下の奥の部屋、その階段から地下に降りて、大きな扉の前に立つ。

			「ここは」

			「第三宝物庫よ。といっても第三はこないだまで空っぽだったのだけどね。第一がメインで、第二はガラクタ置き場、で、ここ第三は念のための空きスペースってところなんだけど……」

			　アマルベルガが扉の前で手をかざすと同時、扉の前に魔法陣が描き出された。

			　魔術が使用されたのだろう、その大きな扉が、ひとりでに開いていく。

			「……これは」

			　その先にあったのはコテツにとって予想外のものだった。

			「Ａ－58　シバラク……」

			　右腕一本しか、四肢の残っていない機械の巨人。

			　それが仰向けになるように、石造りの宝物庫にポツリと置いてある。

			　右腕一本しかない鋼の塊(かたまり)。だが、それは元は機械の巨人であったと分かるのは当然のことであった。

			　コテツが、見間違えようはずもない。共にあり、共に戦場を駆け抜けた愛機の姿を。

			「あなたが召(しよう)喚(かん)当時に乗っていたものよ」

			「……これごと来ていたのか」

			「あなたはそのとき気絶していて、そのまま救助されたから知らないのも仕方ないわ」

			「爆発の衝(しよう)撃(げき)でさらに損傷し、だいぶガタが来ているようだが……」

			　白い、必要以上なまでに白い純白に赤のラインが引かれた機体はあちこちが煤(すす)けていた。

			　保護色などと言った戦場の基本を完全に無視したカラーリング、ゆえにシバラク。

			「この機体を、修理して使ってもいいかしら」

			「……ふむ」

			「もちろん、完全なブラックボックスでいじりようもないかもしれないし、多分元のスペックには戻らないし、満足とはいかないと思う。でも、上手く行けばまだましな程度にはなるんじゃないかしら？」

			「それは別に構わないが」

			「死蔵しておいても仕方ないしね。まあ……、勝手にいじるのもアレだしと思ってここに置いておいて、すっかり忘れてたんだけど。とりあえずこれは開発部に回すわ」

			「ああ」

			　話はまとまった、とばかりにアマルベルガは手をぽんと叩く。

			「じゃあ、これはこれでいいわね。……後は、仕事の話があるんだけど」

			　つい最近帰ってきたばかりだというのに、とは思うものの、特にコテツは文句はつけなかった。

			「あなた、国外に興味はない？」

			　続いて出たその言葉に、興味が湧(わ)いたからだ。

			「国外か？　確かに見てみたいとは思うが」

			「そ、ならちょうどいいと思うわ」

			「詳しく聞かせてもらおう」

			「まあ、そうね、まず、地理は分かる？　うちは東方が海に面していて、西南にジルエットがあるのは分かるわね？　それで、後、西と北西に一つずつ国があるわ。それで、そのうちの一つ、アンソレイエは友好国なんだけど、そこで式典があるわ」

			「それに出席しろと？」

			「そうよ。向こうからもエトランジェを送れって言ってきてるし、ちょうどいいと思うんだけど」

			　初代は今のこの世界を支えるＳＨを作り出し、歴代もまた、世界に様々な影響を残している。

			　有名人であり、代々のことを言えば、偉人の集団でもある。

			　つまり、エトランジェを呼ぶことは箔(はく)が付くということだ。

			「断る理由はないな」

			　コテツとしては国外に興味はあるし、仕事と言うなら否やもない。

			「いつだ？」

			「一月後よ。どうするの？　ディステルガイストで行くなら急げば三日掛からないかもしれないけど」

			「いや、だが、希望するならエリナも連れていって構わないか？」

			　見聞を広めたいと願うエリナだ。旅に同行したいと言う可能性は十分ある。

			　コテツの問いに、アマルベルガは笑顔で頷いた。

			「いいわよ。それと、こちらからはシャルロッテも出るわ。まあ、私が動けないから、名代みたいなものね。エトランジェを送り込んではいお終い、って言うのは世間体に問題があるわ」

			「なら、固まっていったほうがいいか。シャルロッテは馬車で行くのか？」

			「いえ、結晶持たせて現地補給ね。だからＳＨで歩くことになるわ。それだとトラブルさえなければ一週間くらいあれば着くはずよ。あなたはディステルガイストで行ってね」

			「示(し)威(い)か」

			「まあ、そこまで考えてはいないけど、アインスで行くのは格好が付かないでしょう？」

			「それもそうか」

			「それと、余裕があればソフィアも連れてってあげて。どうせだから、エーポスも二人送っておいたほうが外交的には有利に動くわ」

			　確かに、行く面(めん)子(つ)が豪華であることに越したことはないだろう。

			　国外に向けて、余裕を見せ付けておくことは悪いことではない。実情がどうであれ、だ。

			　あまりにみすぼらしいゲストでは、疲(ひ)弊(へい)弱(じやく)体(たい)を疑われてしまう。

			「ところで、何の式典だ？」

			「お姫様の十五の誕生日よ」

			「ふむ、了解した。できるだけ早くに現地入りして待機していたほうがいいな」

			　ギリギリをみて出発し、遅れました、ではまさに後の祭りとなってしまう。

			　準備ができ次第行こうとコテツは考えるが、しかしそれはアマルベルガに止められてしまった。

			「その前に、あなたはアカデミーに行ってくるべきだわ」

			「……む？」

			「忙しくてうやむやになっていた内在魔力測定と、ついでにディステルガイストの整備もしてもらいなさい」

			「なるほど、そういえばそうだったな」

			　外部の魔力素を取り込んで魔術を扱う適性はないと発覚したコテツだが、自己の体内にある魔力素に関しては未測定だ。

			　それを測るには、特殊な機材のあるアカデミーまで出向かねばならない。

			「まあ、それこそディステルガイストで飛べばすぐよ」

			「了解した」

			「準備させておくから明後日くらいには向こうから返事が来るでしょう。そしたら行って」

			「ああ」

			　と、いうのが先日行われた会話のすべて。

			　

			　つまり、これからの予定は。

			　ことのあらましを語り終えて、コテツはあざみに向かって言葉にした。

			「つまり、明日、アカデミーに行った後、その次の日は国外へ向けて出発する――」

		

	
		
			　

			41　アカデミー

			　

			『……ここは、どこですか。私は、どうして……』

			　月夜の晩。

			　暗く深い森の奥で、鋼の人が瞳(ひとみ)を黄色く光らせた。

			『主様。お返事を。主様。我々はここを死守しなければなりません』

			　

			　ふと、目を覚ますと布団の中に、いつもとは違う感触があった。それに、なんだか妙に温かい。そう思ってコテツが目を開き、その感触の正体を掴(つか)もうと思ったとき。

			　それはもぞり、とコテツの胸元から顔を出す。

			「……お、おはようございます」

			「……おはよう」

			　気まずげに、顔を赤くしてコテツを至近距離から見つめていたのは、リーゼロッテだった。

			　なぜかコテツは、リーゼロッテを抱きしめながら眠っていたのである。

			「えと……、その、私は、どうしてこんなことに……」

			「……すまない」

			　覚(かく)醒(せい)する脳の記憶を掘り起こして出てきたのは、昨日、ベッドで寝ていたリーゼロッテを最後まで起こさなかった事実だ。

			　広いベッドだったため、さほど気にならなかったのが最大の原因である。

			「君が寝ていたから起こすのもどうかと思っただけだ」

			「え……、あ、わ、私、寝て……！　ごめんなさいごめんなさい!!」

			「落ち着け。別に怒ってもいない。疲れているのだろう、大丈夫か？」

			　慌てるリーゼロッテを落ち着かせ、コテツは問う。

			「……あ、はい。だいじょぶです、ありがとうございます」

			「そうか。出発は明日だが、無理する必要はないぞ」

			　明日。国外に向けて出発する日だ。慌しくまともに休みもないが、コテツとしてはそれで構わないと思う。

			　暇(ひま)をしているだけというのも、どうにも、性に合わないところなのだ。

			　事前に、その話をアマルベルガから聞いていたらしい、リーゼロッテは、まだ寝起きの動揺から立ち直れないながらに口を開いた。

			「行けます。その……、行きたいです。えと、ご迷惑でなければ……」

			　行きたい、とリーゼロッテはおずおずと、躊躇(とまど)いがちに言った。

			「ふむ、そうなのか？」

			「えっと……、私、国の外には行ったことなくって」

			　まあ、国外の旅行自体が一般的とは言い難い節はある。むしろ、この文明レベルでは村の中だけで一生を終えることも珍しくないのではないかと思えるほどだ。

			「俺と同じだな。この世界に来てからはほとんど外に出ていないからな」

			「コテツさんと一緒、ですか……。なんだか、変な感じですね」

			　そう言って、リーゼロッテは微笑(ほほえ)んだ。

			「そうか？」

			「生まれは世界ごと違うのに、こうしてここに来たら、たまにお揃いだったりして……。なんだか、楽しいです」

			　お揃いなのが嬉しいのか、とふと疑問に思うコテツだったが、彼女の出自を思い出し、考え直す。

			　亜人である彼女は差別対象。人と違うところが、迫害の対象となる。

			　だからこそ、彼女にとって他人と一緒というのは、嬉しいところなのだろう。

			「世界が変わったくらいでは、変わらないことも無数にある」

			「そう、ですか？」

			「空の蒼(あお)さも、布団の温かさも変わりはしない」

			　そして、そこでふと、コテツは自分がリーゼロッテを抱きしめていることに気が付いた。

			　確かに、今日の朝は妙に冷え込んでいる気がする。

			　コテツはこの辺りの気候に詳しくないためなんとも言えないが、その結果、温かい彼女を抱き枕にしてしまったようだ。

			「後は、人の体温もな」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)すように言うと、なぜだか彼女は、嬉しそうだった。

			　コテツは、そのまま、その腕を離す。

			「はい、コテツさんも、あったかいです」

			　そして、彼女が離れたのを確認して、コテツは身を起こす。

			「ともかく、明日出発だ。君が来てメリットはあれど迷惑ということはない。準備をしておいてくれ」

			「はい、と言っても私が持っていくものなんてあんまりないんですけど」

			「……まあ、俺もだな」

			「えへへ、コテツさんとお揃いですね」

			「そうだな。では、俺は準備ができ次第アカデミーとやらに向かおうと思う」

			「はい、では留守はお任せください」

			「ああ」

			　

			「アカデミーとやらはどのような所だ？」

			「ご主人様の常識で言う大学ってやつですよ。キャンパスです、学生達がキャンパスライフを行なったりするわけですよ」

			「一定以上の学力が必要なのか」

			「その前の段階も附属みたいな感じでありますけどね。まあ、そういう魔術とＳＨの研究機関だと思ってくれても問題ないです」

			　王都から少し離れた空をディステルガイストを飛ばしながら、あざみとコテツは二人は会話を行なっていた。

			（対外に力を誇(こ)示(じ)と言っても、移動中は目立って仕方ないな。やはり通常の機体も欲しくはあるか）

			　心中で呟(つぶや)きながらコテツは操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を倒す。

			「ところで、ディステルガイストの整備と言われたが、王都ではいけないのか？」

			　確かに、破壊を受けても自ら修復するというディステルガイストであるが、実際、機体が完成してから、このように連続して戦闘を行なったのは初めてである。

			　気難しく、ずっと乗り手を選んでこなかった機体が突(とつ)如(じよ)乗り手を決めて連続で戦い出したのだ。実戦運用は初めてと言っても過言ではなく、様子を見ておくべきではある。

			「王都じゃダメっていうか、最低限のことは王都でできますけどね。アカデミーには専門家がいるんですよ、アルトの」

			　ただ、それをアカデミーで行なう理由として、あざみはこんなふうに言葉にした。

			「ふむ？」

			「まあ、私のお姉さまなんですけどね」

			「君の姉、と言えばエーポスか。なるほど」

			「かなり上の姉ですよ。初代の機体製作に協力したこともあったとか」

			　確かに、古くからアルトに詳しいエーポスがアルトの専門家というのは分かる話だ。

			「まあ、それでもブラックボックスが多いですけどね。分解したって元通りになるとは限りませんし。むしろ、エーポスだからこそできる研究でもありますよ」

			　アルトの、機械の巨人のパーツとして生きる代わりに、悠(ゆう)久(きゆう)の時を得た彼女らだからこそ、とあざみは言う。

			「まあ、今までいろいろと弾も撃ちましたしね。補給はしたいですし。今後百年弾切れの予定はありませんが、使用不能の武器が出てくるのは個人的にやです」

			　確かに、武器の豊富さからして、何も撃てなくなるというのはなさそうだが、一つを集中して使えば、それが使えなくなる可能性はあるだろう。

			　ある程度は口径を統一しているのだろうが、ブローバックインパクトの杭などは、どう考えても特注だ。

			　せっかくならば、余裕があるうちに補充しておけば弾切れの心配はないだろう。

			「しかし、そう考えると今まで実弾兵器ばかり撃ってきた気がするが」

			「光学系は私の魔術の分野ですからね。自然と実弾武器が多くなりますよ」

			「それもそうか」

			　言っているうちに、ディステルガイストはアカデミーの上空に到達した。

			　アカデミーの建物を中心に広がる街はまるで城下町を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる。

			　ここまで来たら、会話は中断だ。コンソールを弄(いじ)ってチャンネルを開く。

			「こちらエトランジェ、コテツ・モチヅキ。応答願う」

			『はい、こちらソムニウム国立アカデミーです。コテツ様ですね、話は聞いております。指定地点に降下をどうぞ』

			「了解した」

			　通信が入り、その途中でディステルガイストのモニタにデータ受信の文字。

			　それを操作して許可すると、モニタの左下に小さく映る半透明の青いマップに光点が表示される。

			　そのマップを指で滑らせるように動かすと、マップがモニタの中心に移動し、拡大された。

			　そして、その光点の場所にディステルガイストは辿り着くと、地面へと降りていく。

			　開けた灰色の大地。目の前の建物には大きいシャッターが見えており、その中は格納庫、あるいはそれに類するものと思われた。

			『はいはい、どもども、貴方(あなた)がコテツさんっすねー』

			　先ほどの通信士とは違う声が響く。

			　同時に、目の前のシャッターが開き始める。

			　すると、機材に向かって話しかける女性が見えた。

			『とりあえず、中入っちゃって。すぐに整備しますからー。準備はばんばんオッケーっすよー』

			　再びコテツがモニタに指を滑らせると、その通信相手が大写しにされる。

			　鮮やかな紅色の髪に、活発そうな鳶(とび)色の瞳(ひとみ)。服装は草臥(くたび)れ汚れた作業服(ツナギ)の上半身を脱いで腰に引っさげ、それにタンクトップに軍手といういかにもな出で立ちだ。

			「君が、あざみの……」

			『へい、そうさね。あざみのお姉ちゃんでっす。カーペンターって呼んで欲しいな』

			「カーペンター、エスクードの時も思ったが……」

			　人に、特に女性に付ける名前とは思えない、という言葉を放つ前に、カーペンターと名乗った女性には見透かされていたらしい。

			　したり顔で彼女は言った。

			『人名らしくないって？　その通り。早めにできたエーポスは役名で呼ばれることが多いんでさぁ。ついでに、エーポスの名前の国籍がばらばらなのは、後のエトランジェにえこひいきっぽくないようにランダムで決めました、っつっても終盤は初代の趣味だけどね！　ちなみに、貴方(あなた)の言うエスクードみたいに、私にも贈られた名前ってもんがありますよ。初期ナンバーの伝統っすね。役柄とは別に、初代や周りの人から人らしい名前を貰うの。ま、でもほら、貴方(あなた)と私、別に仲良くないんで』

			　よく喋(しやべ)る女だ、というのがコテツの最初にもれ出た感想である。

			「途中から、人名らしくなったのか？」

			『えいさー。初期のほうは用途がはっきりしてるのが多かったからね。でも、バリエ増えて途中から用途とかあやふやになるまで来たらもういいかなって』

			「……相変わらず、よく喋(しやべ)りますね、お姉さま」

			『よう！　あざ坊！　ついにご主人様が決まったんだねー。良かった良かった』

			　若(じやつ)干(かん)呆れ気味にも見えるあざみへ、笑いながらカーペンターは大きく口を開く。

			『おめでとう！』

			「……ありがとうございます」

			　そう言ったあざみの顔は若(じやつ)干(かん)赤い。

			　その会話に水をさすのもどうかと思ったが、このままではどうにもこうにも進まないので、コテツはカーペンターに声を掛けた。

			「……ふむ。とりあえず、降りてもいいのか？」

			『はいはい、おっけーおっけー。コテツさんは中で魔力測定してきてねー』

			　内部へと機体を入れたコテツは、ハッチを開けて、機体を降りる。

			　建物内部は、見た感じ格納庫と変わらない空気だが、よく分からない機材がそこかしこに置いてあった。

			　さほど広くもないその部屋は、カーペンターの研究室のようなものだろうか。

			「あ、あーちゃんは置いてってねー。いろいろ聞きたいし」

			「もとよりそのつもりだ。では、よろしく頼む」

			「おうさ。機体に誠実なのは嫌いじゃないよ。そいじゃ、頑張って！」
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			　背を向けたコテツに大きく手を振るカーペンターとつられて小さく手を振るあざみ。

			「ご主人様、お気を付けて。いい結果が出るといいですね」

			　二人に見送られ、コテツはさらに建物内部へと入っていく。

			　しばらくすると、案内板が見えたので、それに沿ってコテツは歩いた。

			「魔力測定室は二階か」

			　幸い入った場所から棟も変わらず、意外と簡単にそこに辿り着くことができた。

			「王女から話が来ていると思うが、コテツ・モチヅキだ。魔力測定をしたい」

			　部屋に入り、そう言うと、年若い男の研究員がコテツの下へとやってくる。

			「はい。エトランジェ殿の魔力測定に立ち会えること、光栄に思います。さ、ではこちらへ」

			　案内されたのは、部屋の中のさらに室内。

			　大きな鉄の箱だ。

			　中に入ると、どこかそれはコックピットに似ていて、機械的な椅子と、モニタがまず目に入った。それをコテツが確認すると同時に、ちょうどモニタに光が入る。

			『エトランジェ殿、座ってください』

			「ああ」

			　言われるがままに椅子に座る。別にシートベルトのようなものもなく、ただ肘(ひじ)掛(かけ)に腕を預け、前を見る。

			『では、魔力測定を始めます』

			「俺は何もしなくて良いのか？」

			『できるだけリラックスしていてください』

			「了解」

			　黙って椅子に座っていると、不意に、目の前のモニタが文字を映し出し始め、次第に高速に流れ始めた。

			　詳しくは分からなくても、コテツとて、測定が行なわれているのだということは分かる。

			　そして、その測定の終わりは、流れていく文字が止まったことによって示された。

			『終わりました』

			　文字が消え、研究員の顔が映し出される。

			「そうか、結果は？」

			『大変申しあげにくいのですが、適性はありません』

			「そうか」

			　あっさりと、コテツは納得した。いや、むしろ使えると言われたほうが戸惑ったことだろう。

			　もともと使えなかったものだし、使えなくとも不便だとは思わない。

			『魔力素がないのではなく、魔力素を放出することができません。まるで、サボテンのようです』

			「ふむ？」

			『ああ、分かりますか？　サボテン、砂漠の植物で……』

			「いや、仙人掌(さぼてん)は分かる。こちらの世界にもあるが……」

			『失礼しました。あなたの体は、普通勝手に漏(も)れ出す程度の魔力すら、外に出そうとしておりません。無理に引きずり出せば肉体が崩壊するでしょう。こんなのは初めてです。内在魔力である余剰生命力がない方や放出しにくい方はいても、まったく放出できない方というのは……』

			「まあ、いい。使えないなら使えないでも何とかなってきた」

			『そうですか……、それならいいのですが』

			　もういいだろうとコテツは立ち上がると、測定機を後にした。

			　

			　一方その頃、コテツがディステルガイストを残してきた研究室は。

			「……えっ、マジ？　ブロパク使ったの!?　いいなぁ、データ取りたかったなぁ……」

			「まあ、一応ブローバックインパクトの機能は一通り」

			「それは高速連射モードまで使ったってわけ？」

			「ええ、そうですよ」

			「いいなー、いいなー、見たかったなー。テストの時いなかったから一度も動いてるの見たことないんだよねー。てかそもそもそれ使わないといけない状況って相当だよね？　ブロパクで抜かないといけないような何かがあったのかぁ、おもしろいな」

			「カーペンターお姉さま」

			　カーペンターは、大きな箱のような機材に対し、何かとコンソールをいじっている。

			　その画面にはディステルガイストの状況が映されているのだろう。彼女はいちいち驚いたり関心をしたりを繰り返していた。

			「おーう、水臭いじゃないか、あざみ。カーペンターお姉さまだなんて」

			「ご主人様が貴方(あなた)を呼べないのに私だけ呼ぶなんて空気読めない子じゃないですか」

			「うーん？　そっか？　まあ、いいけどね。多分どうせあの人、すぐ私の名前呼ぶようになるだろうし」

			　そんなカーペンターの意味深な言葉に、あざみは首を傾げる。

			「どういうことでしょう？」

			「んー、だってね。あざみ、ずいぶんと丁寧に使われてるみたいじゃない」

			　からかうような悪戯(いたずら)っぽい笑みで、カーペンターは言った。満更でもなさそうにあざみは答える。

			「あー、確かにそうですけど……」

			「お姉さん的には高ポイントなのよねー。ＳＨは兵器だから手荒く使ってなんぼだろっていうの嫌いだからさー。そりゃまあ、何かと無茶も必要だけど、無駄は良くないよねー」

			「まあ、遠慮も容(よう)赦(しや)もしてくれませんよ。操作の要求は結構ギリギリですし」

			「ふーん？　やっぱりそんなに具合いいんだ」

			「え？」

			　にやけながら言ったカーペンター。思わずあざみは呆(ほう)けた顔をする。

			「いやぁ、そんなに楽しそうに言うからねー。いやあ、高慢ちきでプライド高そうに見えたあざみもやっぱりＭだったかー」

			「え、Ｍって……」

			「いやあ、気にするこたないよ？　エーポスなんて大(たい)概(がい)が支配されることに喜びを覚えるドＭだからねー。操縦巧(うま)いと舌出してへっへっへと犬みたいに尻尾(しつぽ)振りたくなるよ」

			「ま、まあ……、自分の持てる力を全力を尽(つ)くして振るえることがあんなに楽しいとは思いませんでしたが」

			「でしょでしょ？　私も昔は……、ってマジで？　鎖(くさり)鎌(がま)使ったの!?」

			　唐(とう)突(とつ)に、画面を見ながらカーペンターが言うことを変える。

			　相変わらず、ＳＨ関連に興味津々な人だとあざみは人知れず苦笑した。

			「使いましたよ？」

			「どうやって!?　えー、すごいなー、使ったんだー。あんなのどこで使えるんだって皆で言ってたのに」

			「中距離戦で投げたり巻きつけたりしてましたね。データ送りましょうか？　戦闘記録取ってありますよ？」

			「おおう、やったぜ！　……っていうかツルハシ、使用率高くない？」

			「……ノーコメントで。うう、誇りあるアルトがこんなこと……」

			「私は嫌いじゃないけどねー」

			「お姉さまは変わっています！」

			「意外と多いと思うよ、そういう子。きっちり全部使って欲しいって言うか。さっき言ってたあれだって、手荒く扱うのも用途の一つ、丁寧に扱うのも用途の一つ、せっかくなら状況に合わせて余すとこなく使って欲しいよ？」

			「だからって穴掘りはちょっと……」

			「まあ、あざみはプライド高いもんねー」

			　笑って言いながら、カーペンターは弄(いじ)っていた機材から離れる。

			　そして、ディステルガイストに向き直った。

			「メンテはいらないみたいだし、とりあえず使った弾だけ補給するってことで。ハンドガン系統はすぐできるけど、ブロパクはちょっと待ってねー」

			「はい」

			　その広い研究室を動き始め、作業をするカーペンターを見ながら、あざみは心中でコテツを思い浮かべた。

			（まあ、確かに気は合いそうですけどね……。両方、ロボット大好き人間ですし。方向性は違いますけど）

			　ディステルガイストは彼女に任せておけばまず間違いない。

			　そう考えて、彼女はコテツの帰りを待つのだった。

			　

			「君の姉は個性的な人間が多いようだ」

			「……誉(ほ)め言葉ですよね？　ね？」

			　帰りのコックピット内。すでに日は暮れ始め、オレンジ色の空をディステルガイストは飛翔する。

			「これで、明日は無事に出発できるな」

			「そうですねー。あ、そういえばこの辺は明日も通ることになりますよ」

			「そうなのか？」

			　呟(つぶや)きながら、コテツは眼下を見下ろした。付近には山と平原、それしかない。

			　ただ、それだけだ。

			　アカデミーから出てしまえば、何も見当たらない。まるで、アカデミー周辺だけ、一つの国を成しているかのようだ。

			「何もないな」

			　正直な感想を漏(も)らしたコテツに、あざみは苦笑して言葉を返した。

			「昔は、村とか、街とかあったんですけどね。戦争で一回ここまで押し込まれたことがありまして……。生き残りはいましたが、国は復興よりも移住を勧めることになりました」

			「アカデミーは？」

			「戦後できました。前身はありましたけど、ほどよく、周囲から切り離されてるのがいいんですよ。研究だとかその他諸々いろんな意味で」

			　当時を思い出すように、あざみが遠い目をする。

			　コテツは、何も言わなかった。

			「あの時代はいろいろとありましたよ。今はもう稼(か)動(どう)を確認されているのが零(ぜろ)に等しいアルトですが、あの時代は結構なアルト乗りがいましたから」

			　必要に迫られて、ということだろう。コテツの世界とて、戦争がなければエース機は開発もされなかった。

			　必要ならば人はそれを作り、それを使う。それに際して、エース機に乗って命を散らした人間は必要な犠牲だったということだ。

			　対する平時はどうだろうか。戦う相手もいないのにともすれば死ぬかもしれないような機体に乗るような人間は早々いない。

			「ここでの戦いで、敵味方、数機のアルトが消えました。アルトを失ったお姉さまもいますし、アルトと一緒に逝(い)ったお姉さまもいます」

			　アルトを破壊されたエーポス。あまり多くはないが、それは存在するらしい。

			　アルトが修復不能になってなお生きているエーポスは、基本的に国に保護される。いかにアルトを失っていたとしても彼女らは魔術の権威と言えるし、他にも、他のエーポスに顔が広いため、彼女らを保有するメリットは消えていない。

			　本人達は、アルトというアイデンティティの崩壊に絶望し世を儚(はかな)む者もいれば、何とか立ち直り、自分なりに生を送る者もいるそうだ。

			「アルトは龍と戦うためのもので、人同士で争うものではないんですけどね」

			　なんとも言えない声だった。

			　悲しむでも哀れむでもなく、ただ感情を乗せずに極めて軽く言い放つ。

			　そこに潜んだ感情は、量り知ることはできない。

			「……龍か」

			　まだ、コテツはその名を冠する魔物と出会ってはいない。

			　ただ、どこのどんな伝承であれ、それは力の象徴であり、街などまるで雑草のように刈り取っていくという。

			　国が一晩で滅んだという話すらあるほどだ。

			「戦争なんかでアルト減らしてたら、大きな龍が来たときに詰むんですけどねー」

			「エーポスは、断れないのか？」

			「無理ですよ。私だって……、ご主人様にお願いされたら戦争でもなんでも行っちゃいますから」

			「そうか。言動には気を付けることにしよう」

			「明らかにずれた道に行くなら止めますけどね」

			「……有り難い話だ」

			　柔らかな光の中をディステルガイストが飛んでいく。

			　コテツはその手の操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握り直すと、さらにその速度を上げたのだった。

			　

			　翌日、王都正門にて。

			「よし、準備は良いか？　体調が思わしくないものは先に報告してくれ。後になったほうが面倒になる」

			　シャルロッテが各員に通信を行なって、その通信に応えた全員が頷いた。

			「では、行こう」

			　ディステルガイストが、シュタルクシルトが、ホワイトクレイターが、そして、シャルロッテの駆る白銀の騎士、ラヴィーネリッターが歩き出す。

			「えと……。私はここでいいんでしょうか……」

			　そんな中、戸惑いの声を上げたのはリーゼロッテだった。

			「身長差や体格上、視界の邪魔にはならないし、操作に支障もないが」

			　リーゼロッテがいるのは、コテツの駆るディステルガイストのコックピットの中。

			　コテツの、――膝の上。

			「うー、ずるいです、ずるいですよー？」

			　あざみが後ろで何か言っているが、特に気にすることもなく、コテツはディステルガイストの歩を進めた。

			　周囲はと言えば、モニタに映るシャルロッテやエリナの顔が苦笑いになっている。ソフィアはいつものように無表情で何を考えているか分からないが。

			　さて、道中がこのようになってしまった経緯だが、複雑な事情があるわけでもない。

			　複座であるディステルガイストのコックピットが他より広かっただけだ。

			　ならば、複座を今一人乗りにしているシュタルクシルトに乗ればいい、という話だが、これをソフィアが渋った。

			　ではコテツがシュタルクシルトに乗り換えてリーゼロッテがディステルガイストに乗ると言えば、今度はあざみが渋る。

			　彼女ら曰(いわ)く、パイロットとエーポスと、ゲスト、ならいいが、有事でもないのにパイロット不在で他と二人乗りは嫌だ、と。エーポスの価値観だというのなら、それはそれで仕方ない部分もある。強要するほど余裕がないわけでもない。

			　彼女らの言う通り、今は有事ではないのだから。

			　結果が三人乗りであり、着くまで立たせておく必要もないと考えた結果が、コテツの膝の上だった。

			　戦闘でなければ操縦の邪魔になることはないし、戦闘になったとて、このままでもブランサンジュくらいなら涼しい顔で倒せる。

			　よほどのことがない限りは、このままでも問題ないと言えた。

			『……休憩を挟んだら、マスターはこっち』

			「どういうことだ？」

			『私はあざみみたいに嫌な顔、しないから』

			　そんな中、ソフィアから届く通信。

			　道中当然休憩を挟むが、その際に乗り換えろと言ってくる。

			「まあ、それがいいだろう」

			　ソフィアなら文句が出ないというのであれば、無理にあざみにストレスをかける必要もないだろう、とコテツは判断したのだが。

			「ちょ、ちょ、ちょ、待ってくださいよ！　お姉さまはご主人様と一緒に乗りたいだけでしょう!?」

			『うん、乗りたい。マスター、こっちこっち』

			　ソフィアが、モニタの向こうで手招きしている。

			『あうー、ちょっとこっちも構って欲しいです』

			　そして、今度はエリナから通信。

			『意外と荷物引きが難しくって……、なにか注意点とかないですか。うっかり中身を壊してしまいそうです』

			『安心しろ、扱いの難しいものはそちらには入れていない』

			　そんなエリナの質問には、シャルロッテが返答した。

			　エリナが今ホワイトクレイターで運んでいるのは、トラックの荷台のようなもの、つまりトレーラーだ。

			　その上には、コンテナが載っている。中身は食料など、旅の物資だが、状況によってはこのトレーラーにＳＨをせて運(うん)搬(ぱん)することもあるらしい。

			　ただ、それを引くのもまた、ＳＨなのだが。そのトレーラーは、ホワイトクレイターの腰部の両サイドにあるハードポイントにワイヤーで接続され、牽(けん)引(いん)されている。

			　同じように、シュタルクシルトにもだ。

			　トレーラーが二台であるのは、こうして輸送の難易度を分けるためでもあり、状況によってはコンテナを一つのトレーラーに載せて、空いたトレーラーにＳＨを乗せるためでもある。

			　急ぐような事態になれば、トレーラーの一つにホワイトクレイター、もしくはラヴィーネリッターを乗せ、もう片方が牽(けん)引(いん)を行ない、エネルギーが切れるごとに牽(けん)引(いん)を交代すれば休まずに移動が続けられるのである。

			　最悪の場合は、その二機をトレーラーに乗せてアルト二機で牽(けん)引(いん)、コンテナはアルトが抱え持つことになるだろう。

			『まあ、荷物運びくらいは貢献する』

			　そう言って危なげなく、ソフィアは荷物を運んでいる。

			　どうしても、車などと違って、ＳＨは歩くものであり、上下に運動してしまう。それゆえに慣れていないとトレーラーを揺らしてしまうのだが。

			「でも、そんなの異次元に叩き込めば一発ですよ。何なら私がやりますけど」

			　そして、背後から声。確かに、それは合理的ではあるが、しかしそれをシャルロッテは窘(たしな)めた。

			『有事の際は、いくらでも使ってもらうさ。だが、普段から必要以上に横着するものではない。エリナには大事な経験だ』

			『は、はいです！』

			　そう、この荷物運びはエリナ自身が経験のためにと志願したことでもあり、そして合理的な判断の元に下されたものでもある。

			　エリナはＳＨでの実戦経験は皆無、ソフィアはパイロットを乗せない状態では機体をかろうじて動かせる程度。

			　つまり、戦うならコテツとシャルロッテがいい。となれば、その二人の機体はフリーであることが推(すい)奨(しよう)される、というわけだ。

			「ふむ、山が見えてきたな」

			　そうして、そんな編成でしばらく歩くと、大きな山脈が見えてきた。　

			『最近ここで追い剥(は)ぎ、あるいは盗(とう)賊(ぞく)を見たという噂がある、気を付けろ』

			　そこで、シャルロッテから注意が入り、コテツは山のほうを注視した。

			「盗(とう)賊(ぞく)？」

			『ああ、命からがら逃げてきたという商人がいてな。確証はないが、用心にこしたことはない』

			　その言葉に、リーゼロッテがコテツの目の前で首を傾げる。

			「ここの街道はあんまり使われてないって聞きましたけど……、盗(とう)賊(ぞく)さんはそれで大丈夫なんですか？」

			『確かに儲(もう)けの件ではあまりよろしくないだろうな。その辺りは私にも分からない』

			「ふむ、あまり使われていないのか」

			　その疑問には、背後からあざみが答えた。

			「何もありませんからね。ＳＨで行くにしたって馬車で行くにしたって、中継地点が欲しいってもんです。だからここを使うのは急ぎの人だけですよ」

			　燃料に食料、それらを確保するのに村や街は通っておきたい。だが、この周辺にはそれがない。

			『我々は潤(じゆん)沢(たく)な魔力結晶を今回頂いている。ゆえにこの道を選んだわけだ』

			　魔力結晶を使えば、ＳＨのエネルギーを補給できる。食料も、十分な量をトレーラーのコンテナに積んでいる。

			　普通の冒険者ができるだけ村を渡り歩くように旅を進めることから分かるように、魔力結晶はそれなりに値が張る。

			　その点で言えばこの旅は、結構な豪華な旅と言えた。

			「国際的な式典ともなればこのようなことになるのか」

			『使った費用も示(し)威(い)の内。場合によっては騎士団丸々送ることも』

			　感心したコテツへのソフィアの言葉通り確かに、送り出したものが豪華であればあるほど、相手の国に見せ付けるものがある。

			「今回は、少数精鋭ですけどね、ビッグゲスト揃いってことで」

			「そうなのか？」

			　コテツが横目であざみを見ると、彼女は得意げに語ってくれた。

			「エトランジェとエーポス二人にアルト二機はもちろん、騎士団長シャルロッテとラヴィーネリッターはそこそこ業界では有名人。エリナ自身は無名ですが、家とホワイトクレイターは昔の功績から、かなり有名ですよ」

			『私自身は、何もないですが……、この機体につまった歴史はなかなかなのです』

			　そう言って、エリナは照れくさそうにそれを語る。

			「まあ、なかなかの英雄揃いってことですよ。舐(な)められることはないです」

			　そうして、一同は山の街道へ進入しようと歩を進め――。

			『待て。なんだアレは』

			　立ちはだかるナニかを見た。

			　草原の向こう、小さな点。

			　それを拡大すると、映し出されたのは機械の人。

			　だが、おかしい。ＳＨであるはずなのに、それは、小さい。

			　大きさは見るに三メートルほど。ゴツゴツとしたシルエットに、緋(ひ)色(いろ)の体(たい)躯(く)。
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			　アレの正体はいったいなんなのか。その答えは、エーポス二人の口から吐き出された。

			「お姉さま!?」

			『……プリマーティ』

			　二人とも、いつも無表情で無感情なソフィアからすら動揺の気配が見て取れて、コテツは状況が読めないながらも操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握り締めた。

			「どうやら友好的ではないみたいだな……！」

			　前方に立つ機体へと、緊張が走る。

			『覚悟は良いか！　貴様はすでに断頭台に立っているぞ!!』

			　今にも漲(みなぎ)る殺意。これもまた、アルトなのだろう。

			　そうコテツが理解した瞬間、戦闘は始まった。

		

	
		
			　

			42　ファントムオペラ

			　

			　襲い掛かってくる謎の機体。

			　それは果敢に接近戦を挑んできていた。

			「速いな……」

			　コテツの言葉通り、目の前の機体は弾丸がごとき速度で先ほどまで先頭を歩いていたラヴィーネリッターへと迫る。

			　武装であるランスの穂先はしっかりとコックピットを向いている。当たればただでは済むまい。

			『くっ……!?』

			　間一髪、なんとかそれをシャルロッテは剣で弾くことに成功。

			『くぅう……、あの大きさでなんてパワーだ』

			　呻(うめ)くように言いながら、シャルロッテは後ろへと跳ぶように下がる。

			「気を付けてください、アレはアルトですよ!!」

			『なぜこんなところにアルトがあるのですか！』

			　罵(ば)声(せい)のようなエリナの問いにあざみが苦々しげな顔をした。

			「私にも分かりません！　ただ、気を付けてください、クリーククライトは小型ながらもアルトとしてのスペックは十分に持っています！　ソフィアお姉さま！　そちらも応答してもらえてませんか!?」

			『……駄目。先ほどから通信が一方的』

			「……不(ま)味(ず)いか。エリナとソフィアは下がれ。俺とシャルロッテでどうにかする」

			『は、はい、すみませんです！』

			　戦闘可能なのはシャルロッテとコテツの二人だけ。エリナとソフィアは、コテツの言葉を聞いて後ろへと下がっていく。

			　そうこうしている間にも敵は二撃目に入ろうとしていた。

			「好きにはさせん」

			　しかし、ホワイトクレイターへ向かおうという敵機との間にコテツは滑り込み、ランスの穂先を腕部装(そう)甲(こう)に掠(かす)らせるように弾く。

			　甲(かん)高(だか)い音とともに、再びクリーククライトと呼ばれた小型ＳＨはディステルガイストの後方へと飛んでいく。

			　敵の武装はランス。そう大きくはないとは言え、弾丸のごときその速度で突き立てるなら、十分に致(ち)命(めい)傷(しよう)になる。

			「リーゼロッテ、君は体勢を横にするようにしてもう少し密着しろ。そうすれば邪魔にならない」

			「こ、こうですか？」

			　リーゼロッテが、コテツに抱きつくようにして姿勢を変える。

			「あー、ずるいですよ！」

			「あざみ、今は戦闘中だ」

			「まあ、それもそうですけど……」

			「それよりも結局、アレはなんなんだ」

			　さらに一撃が迫る。

			　今度はディステルガイストを狙った背後からの一撃。

			　それを、コテツは上半身を横に倒すようにして回避する。

			「あれはクリーククライト、エーポスはプリマーティお姉さま、特徴はアルトの性能をあのパワードスーツサイズに押し込んだことで、非常にすばしっこいです！　先の戦争で行方不明になっていた一機なんですよ!!」

			「先の戦争……、ソムニウム側だったのか？」

			「そうです、うちのアルトでした。操縦者はこの山にあった村の出身で、防衛戦に参加していましたが、殿として時間を稼いだ後、行方不明になっています！」

			『くっ、魔術も当たらん！　こんなものがなぜ今になって!!』

			「私にも分かりません!!」

			　速度と大きさ、その両方が相まってシャルロッテは捕まえきれずにいる。

			　こちらも、相手の攻撃を一撃とて貰ってはいないが、しかし、この均(きん)衡(こう)はいつまでも続くものではない。

			　超高速の一撃を弾く、しかも軽いものではなく、重い一撃に耐えるのは、神経をすり減らす。

			　どこかで緊張の糸が切れたら、あのランスが、コックピットに突き刺さることになるだろう。

			「お姉さま……、どうして……！」

			　このままにしておくわけにはいかない。

			　コテツは、幾度となく突撃を仕掛けるクリーククライトへと向かっていき、横合いから手を伸ばす。

			『刮(かつ)目(もく)せよ！　赤きを刻んで塵(ちり)に帰せ!!』

			　その手は空を切る――。

			　クリーククライトは突(とつ)如(じよ)として九十度方向を変えると、ディステルガイストの下へと突っ込んできたのだ。

			　直撃すれば首をもがれる。

			　だが、ディステルガイストは首を逸らしてそれを避けた。

			「速いな……。あざみ、ハンドガン」

			「あいさー！」

			　腰部バインダーから迫り出すハンドガンを手に取るなり振り向きもせず背後に射撃。

			　直撃はなし、だが、時間稼ぎ程度にはなる。

			　振り向いたそのときには、両手にハンドガンを握っており、さらなる射撃を放つ。

			『遅い！　遅きに失する!!　我を誰だと思っている!!』

			　弾丸が、次々と地面を穿(うが)つ。クリーククライトは踊るように右へ左へと激しく動き、銃口を、弾丸を振り切っていく。

			「別に君など知らん」

			『ぬぅ！　我こそが十三階段の先導なるぞ!!』

			　そして、三度目の突(とつ)貫(かん)をコテツが回避したとき、シャルロッテが大きく円を描くように動きながら、魔術を放った。

			　ディステルガイストの横合いから無数の炎が迫る。

			『遅い！』

			『くぅっ!!』

			　やはり、当たらない。速すぎる。高速で避けて、今度はシャルロッテの下に高速で迫っていく。

			「あざみ、どうするべきだ？」

			「どうする、と言われても……、ご主人様でもやばいんですか!?」

			「破壊しても構わないならどうにかしよう、だが、それでいいのか？」

			「あ……」

			　現存するアルト、それはこれ以上増えることはなく、何かあれば減る一方だ。

			　それを失ってもいいのか、悪いのか。コテツには判断が付かない。

			「壊さずに止める方法が思いつかん」

			　壊すだけなら、あざみが範囲攻撃を放てばどうにかなりそうではある。

			　いかに速くとも、あの大きさでは範囲を優先した低威力の技であろうと致(ち)命(めい)傷(しよう)になる。

			「一点読みで一時的に動きは止めて見せよう、だが……」

			　この先が思いつかない。

			　一時的に動きを止めて、説得するのか、何らかの捕(ほ)縛(ばく)ができるのか。

			「……う、どうしたら」

			　いくら呼びかけても反応はなく、ただ戦闘を続けようとする姉へ、あざみは困惑の瞳(ひとみ)を向けた。

			（そもそもアレは……、なぜ戦っているんだ……？）

			　前戦争時のアルト。それはこの国のもので、当時は防衛戦で殿を務めた。

			　まるで過去の亡霊とも言える。

			「……過去の亡霊？」

			　そんな折、ふとコテツに疑問が芽生える。

			　同時に、気にしていなかった部分からさらなる疑問が生まれ、コテツはシュタルクシルトとホワイトクレイターを見た。

			　そして、それから疑問にしたがって、コテツはディステルガイストを動かす。

			　シャルロッテの背後を通って、山側に立つ。

			『断頭台からは逃れられん!!』

			　瞬間、ディステルガイストへと、クリーククライトが迫る。

			　それを避けて、疑問が確信へと変わりだす。

			「なるほど」

			　クリーククライトの標的選択には明らかな優先順位がある。

			　まずホワイトクレイターとシュタルクシルトは狙わない。これに関しては、弱いものから倒していくか、戦力外の者は放っておくか、その二択は好みと状況判断に拠(よ)る。あまり不自然とは言えなかった。

			　しかし、ラヴィーネリッターとディステルガイストの標的選択がいかにも不自然。

			　酷(ひど)く、切り替えが激しいのだ。先ほどまでラヴィーネリッターを狙っていたのに、ふとしたタイミングでなぜかディステルガイストに向く。

			　はたして、それをどうやって判断しているのか。

			「どうやらよほど山には入れたくないと見える……！」

			　それをコテツは山への距離だと考えた。

			　山への距離がシャルロッテと入れ替わる度に、相手は標的を切り替える。

			「あざみ、魔術でデコイは出せないか？」

			「囮(デコイ)……、ですか？」

			「ディステルガイストではなく、俺達三人分だが」

			　あざみの得意分野は光。ならばできるかもしれないと考え聞き、答えは応で返ってくる。

			「あ、はい、それならできますけど……」

			　それを聞いて、コテツは山のほうへとディステルガイストを飛翔させる。

			『コテツ、なにを……!!』

			「シャルロッテ、君達はしばらく下がっていろ。そうすれば襲われることはないだろう」

			　通信を行うコテツの背後からは、やはりクリーククライト。

			　その一撃目を避け、ターンからの二撃目を弾く。

			　そして、さらに背後から迫る攻撃。

			「ご、ご主人様、どうするんですか!?」

			　叫ぶようなあざみの問いに、コテツはいつも通りの声で言い放った。

			「ディステルガイストを異空間に戻せ」

			「……え？」

			「戻せ」

			　戸惑いの声が聞こえて、短くコテツは言い直す。

			　慌てて、あざみは頷いた。

			「わ、分かりました！」

			「リーゼロッテ、君は俺にしっかり掴(つか)まっていろ」

			「は、はい！」

			　ディステルガイストが限界レベルでの低空飛行に移る。

			「では行きますよ！　せーのっ!!」

			　そして、背後のクリーククライトが今にもその穂先を突き立てんとしたその瞬間。

			　ふっとディステルガイストはその像を失い、コテツ達は地へと落下を始めた――。

			「あざみ、君は魔術でどうにかなるか？」

			「はい！　ご主人様こそ、ご自分のことを!!」

			　自由落下の中、急ぎでそれだけ交わして、山の中へとコテツ達は落ちていく。

			「来るぞ、衝(しよう)撃(げき)に備えろ」

			　ぎゅっとリーゼロッテがコテツの胸に抱きついて――、衝(しよう)撃(げき)。

			　枝を何本もへし折り、轟(ごう)音(おん)を立てて、コテツは地へと降り立った。

			　数度転がり慣性を殺して、地面を踏みしめる。

			「このままこの場を離れる、あざみはついてきてくれ」

			「はい！」

			　そしてそのまま、リーゼロッテを抱えてコテツは走る。

			『……ぬ、いったいどこへ』

			　声は聞こえるが、その姿は見えない。

			　どうやら、コテツ達は木々の間に巧(うま)く隠れられたようだった。

			「熱源センサーは人間にも有効なはずなんですが……、見失ってくれたみたいです」

			「直前までディステルガイストが熱を撒(ま)き散らしたからな。視界に関しては、木々が隠してくれる」

			　いかにレーダーやセンサーがあるとは言えど、限界はある。

			　木々の群れの中に入った者の位置をすぐさま正確に知る機器は相手には積まれていないようだった。

			「適当にデコイと念のため、フレア撒(ま)いておきますね」

			「頼む」

			　あざみが言うと同時、周囲に光の球が現れる。本来のフレアは赤外線を放ってミサイルを誘(さそ)導し誤爆させるためのものだが、この場においては、熱を放って相手の熱源センサーを欺(ぎ)瞞(まん)する魔術を便(べん)宜(ぎ)上フレアと呼んでいるだけだ。

			　そしてさらに、その光は人影を成して、囮となる。それを背後に置いて、コテツはとりあえずその場を離れようと歩き出す。

			「さて……、これから確かめたいことがあるんだが、なくなった村の方向は分かるか？　ディステルガイストで上空から見た限りでは跡地の存在を確認できたが、方向を見失ってしまった」

			「村の方向、ですか。ディステルガイストのデータと照合すれば何とかなると思いますが、少し時間が……」

			　あざみは言葉を濁すが、さらなる声は、意外なところから上がった。

			「……あの、私、分かると思います」

			　声はコテツの胸元から。リーゼロッテだ。

			「なに？」

			「向こうから、臭いがします。自然じゃない臭いです。ちょっとだけ、焦(こ)げ臭くて」

			　抱え上げたままのリーゼロッテが指差した方向。

			「どれくらいあるか分かるか？」

			「……そう遠くはないと思います」

			「では急ごう」

			　リーゼロッテを降ろす時間も惜しんでコテツは走り出ｚす。

			「えっと、その村になにがあるんですかっ？」

			　それに続くようにしてあざみも走り出した。

			「少し確かめたいことがあるのだが……、その前に、君はアレをどう思う？」

			「あれって……、お姉さまですか？」

			「そうだ。君の推測が聞きたい」

			　走りながら、二人は会話を進める。

			「私としては……、戦争で中破した後鹵(ろ)獲(かく)され、盗(とう)賊(ぞく)ないしは別の国の人間に、って所ですかね」

			「同じ人間が使っている可能性は」

			「年齢的に無理だと思います。老齢で乗れる程、クリーククライトは甘くありませんよ」

			「確かにな」

			「盗(とう)賊(ぞく)なんて乗せるほどアルトは安くないんですけどね」

			　肉体的ピークを過ぎてしまえば身体能力は下がる一方だ。その曲線を緩やかにすることはできるが、維持するのも、鍛(きた)えるのも難しいだろう。

			　となれば、あざみの言うことが最も現実的なのだが。

			「中に人が乗っていない可能性は？」

			「それはありえないです。あれはクリーククライトの本来の性能です。搭乗者がいないとスペックを出せないのは全アルト共通ですよ。ってそもそもなんでそんなこと聞くんですか？」

			「……少しな」

			　そうして、リーゼロッテを抱えたまましばらく走ると視界が開けて、木々のない空間が目に映る。

			「ここか」

			　そうして、やっとコテツはリーゼロッテを下ろすと辺りを見渡した。

			「……やはり、村は焼けている、か」

			　村の家であった焼け焦(こ)げた木が、破壊の悲惨さを切々と語りかけてくるようである。

			　葉が擦れる音以外が存在しないその場は、やけに静かであった。

			　戦後十年以上経ってなお、その村は痕跡を消すことなく、好き放題に緑で荒れてはいたが、確かに、そこが村だったということは分かった。

			「その、コテツさん、何か分かったんですか？」

			　問うてくるリーゼロッテに、コテツは思案しながら答える。

			「ディステルガイストで上空から見下ろした限りではここ以外には人の手が加えられたような場所は見当たらなかった。そして、シャルロッテの言葉から考えるに、ここにアレが現れたのはつい最近でどうも単機に思える」

			「なぜです？」

			「そもそもいまだに相手はクリーククライト一機のみ、他の気配も今のところ感じることすらできん」

			　こうなれば何か動きがあってもいいものだが、ない。

			　そして、ＳＨのような大きな人型機動兵器が山中で動けばどうしたって痕跡が残るものだがそれもない。

			　よって相手は単機、ないしは本当に少人数、ＳＨは他に保持していないということになる。

			「実に妙な状況だ。あれはいったい何を守っている？」

			　焼けた村はやはり焼けた村で、他に守れそうなところもなく。

			　その投げかけるような問いに、今まで顎に手を当てて考えるようにしていたあざみが口を開く。

			「この辺りは別に盗(とう)賊(ぞく)が根城にしたくなるような洞(どう)窟(くつ)もないですよ？」

			「ならば余計に、単機の可能性が上がる。だがしかし、いささか妙だ。ここにいても盗(とう)賊(ぞく)としてはまともな狩り場ではないだろう」

			　通行人の少ない山で盗(とう)賊(ぞく)稼業など正気ではない。

			「そりゃ、年に数人通るかなってとこですよ、ここって」

			　そのあざみの言葉を信じるなら、それで生計を立てようという盗(とう)賊(ぞく)だとは思えない。

			　しかし、かといって他国の工作というには因果関係が不(ふ)明(めい)瞭(りよう)すぎる。これをしていかようにこの国にダメージを与えるというのか。

			　もしかすると、コテツの知りえない何か秘密があるのかもしれないが、コテツの勘(かん)はそれを否定していた。

			　盗(とう)賊(ぞく)や工作員だとすれば、どうしても違和感が拭(ぬぐ)えない。

			「確証は得られなかったが……、十分か？」

			　コテツの考えの上では、消去法で二択にまで選択肢を減らすことができた。

			　それで賭けに出るべきか……、そう考えた瞬間。

			「コテツさん、あれ……」

			　リーゼロッテの視線の先に、妙なものを見た。

			「あれは……」

			　焼けた木片に、たまに壊れた農具などの品。

			　その先の山道付近に、ＳＨの物と言うには小さく、人と言うには大きい足跡が残っている。

			「これ、クリーククライトの……！」

			　あざみの声にコテツは頷く。

			「今できたばかり、というわけでもないようだな。これだとできて一週間は経っていないだろうが」

			　呟(つぶや)いて、彼は足跡に沿ってその元へと歩き出す。

			　それは山道に出て、少し登ると、再び脇道に逸れた。

			（いかに小さいと言えど、道じゃない場所を歩くと木々に当たるようだな……）

			　木々の間に入ると、通ったと思しき場所に限り、いくらか木が倒されている。

			　そんな道を進んで、ほどなくしてコテツ達はそれを見つけた。

			「あざみ、戦後に捜(そう)索(さく)はしたのか？」

			「あまり本格的には……、ですね。あの後王都まで押し込まれたわけで、余裕なんて全然ありませんでしたし。余裕ができたのは数ヵ月後で、その後一応捜(そう)索(さく)はしましたよ。飛行型ＳＨと金属探知機で空から」

			「しかし引っかからなかった、か」

			「ええ、そもそも数ヶ月経ってたわけですから、機体ごと、あるいはエーポスだけとか、みんな生き残りは帰ってきてましたからね。むしろ破壊を確認しにいったようなもんでした」

			「そうして、こちらの方面は丸ごと打ち捨てられた、か」

			　はたして大きさが問題だったのか、結局クリーククライトは発見されなかったらしい。

			「結果が、これか」

			　結局、足跡を逆走して見つけたそれは、ちょうど三メートルほどの跡。

			　地面に何かが埋もれていて、そこから取り出したかのような穴だ。

			　明らかに、そこにクリーククライトが埋まっていたのだと、分かる。

			「……なるほど」

			　それを見て、確信を得た。

			「山道に出たらディステルガイストを出してくれ」

			「いいんですか？」

			「やってみるさ。駄目なら破壊することになる」

			　再び、山道へと歩き出し、そのコテツへと、あざみが問う。

			「結局、何が分かったんです？　これで」

			「そうだな、あれは盗(とう)賊(ぞく)でも他国の人間でもない、ということか」

			「は？」

			「そもそも、あれに人は乗っていない」

			「ありえないですよっ、そんなの、どうしてそうなるんですかっ」

			「クリーククライトとの戦闘において、敵は突(とつ)貫(かん)、そして方向転換後突(とつ)貫(かん)しかしてくることはなかった。しかもコックピットのみを狙ってな」

			　違和感とは、それだ。戦闘中ずっと感じていたのだ。

			　正確にコックピット〝だけ〟を狙って突(とつ)貫(かん)〝しか〟してこない敵機。フェイントも何もあったものではない。

			　そして、いかな状況であろうと山に近い方を優先して狙う融(ゆう)通(づう)の利かなさ。

			「戦法自体はまるで粗(そ)末(まつ)だというのに、コックピットを狙う精度だけは薄気味悪いほど正確で、回避技術も教本のような機動をする」

			　さらに、通じない会話はまるで状況に合わせて録音した音声を流すかのようであり。

			「それは、エーポスが処理も操作もしていて、他に余裕がないからではないのか？」

			　あざみは、黙り込んだ。

			　彼女らエーポスは、搭乗者が乗ってさえいればスペックを引き出すことができ、あまりに搭乗者が役に立たない場合はエーポスが操縦権を取り上げて操縦することもあるらしい。

			　だが、結局スペックが出せるとはいえども、機体の制御と同時に操縦ともなればその能力が十全に活かされることはなく、戦闘はそのスペックを振り回すようなものになる。

			「でも、どうしてこんな真似を……」

			　その答えは、推測でしかないが、しかしコテツは唱えるようにして答える。

			「守っているのだろう、村を」

			「あんな、焼け跡を……!?」

			「これは推測だが、戦争時、致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けてあの地点に落下したクリーククライトは、長い年月をかけて自己修復を行なったのだと思われる」

			　山道に出て、コテツは空を見上げた。

			「そして、それはつい最近、目覚め、記憶は戦時中のまま、近づくあらゆるものから村を死守することだけを、考えている」

			　その背後へと、ディステルガイストは現れる。

			「確かに……、足跡も、埋まっていたと思しき場所も、痕跡は古くない感じでした」

			　リーゼロッテの呟(つぶや)きに頷きながら、コテツはディステルガイストに乗り込んだ。

			「後は、そこらを踏まえて呼びかけるのみだ。通じないなら破壊させてもらう」

			　ディステルガイストの目が輝きを帯びて、それは動き出し。

			　遠くにクリーククライトの姿を見る。

			『そこか!!』

			　現れたディステルガイストを見つけて、クリーククライトが山の麓(ふもと)から飛翔した。

			　先ほどと変わらず、速い。

			「でも、ご主人様、どうやって捕まえるんですかっ？」

			　今さらになって、あざみの焦(あせ)ったような声が響く。

			「ご主人様があまりにドヤ顔してたから気にしてませんでしたけど、ちょっと、これは速すぎるんじゃ……！」

			　まさに一直線。その速度は閃(せん)光(こう)がごとくであり、確かに、まともに捉えられる速度ではない。

			　牽(けん)制(せい)を行なっていない分、さらにその速度は速いことだろう。

			　彼我の距離が一キロメートルを切る。その距離は、ＳＨ戦にとってはほんの刹(せつ)那(な)と言っても過言ではない。

			　その機体を、コテツは睨(にら)み付けた。

			　そして言う。

			「簡単だ」

			「……まさか」

			　ディステルガイストを通して、あざみに考えが通じたようである。

			　説明の手間が省けて、楽でいい、とコテツは連動型操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握る。

			　操縦者の上半身の動きをトレースするその操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を動かして、ディステルガイストは両の拳を胸の前で向かい合わせるような姿勢を取った。

			『貫(つらぬ)けえええええッ!!』

			　縮まる距離。

			　迫る穂先。

			　百メートルもない。

			「相手はこちらのコックピットを正確に狙ってくる」

			　ここからは――、まさに一瞬。

			　その一瞬で距離は零(ぜろ)へと狭まり、その穂先はディステルガイストの胸を抉(えぐ)る――。

			「だが――」

			　――その寸前でそれを二つの拳が押し潰した。

			「一点読みでいいなら容易(たやす)い」

			　硬質な音を立てて、金属がぶつかり合う。みしみしと音を立てながら、それは捕(ほ)縛(ばく)された。

			「聞こえるか。……いや、聞こえてはいるだろう」

			『まだだ、まだ負けておらん！』

			　それでもなお、拳の間でクリーククライトはもがき続ける。そんな機体へと、コテツは呼びかけた。

			「もう、君の守る村はない。戦争が終わって、すでに十年以上が経っている」

			『まだ戦える！　まだ守れるのだ!!　我を誰と思っているか!!』

			　抜け出されそうになれば、このまま押しつぶさなければならない。

			　そうなる前に、この機体を……、いや、彼女を止めなければならないのだ。

			「もう終わったんだ」

			『我は、この村を！』

			　もがき続ける機体。だが、やはりディステルガイストにはパワー負けする。

			　それでも、もがく。

			　声もなく、ただもがき続ける。

			　そんな動きが、

			「もう終わっているんだ」

			『この村を……！』

			　その言葉とともに。

			「君の戦争は、すでに終わっている――」

			『まだ――』

			　不意に止まった。

			『……もう、もう、良いのですか。主様』

			　聞こえてきたのは、涼やかな、女の声。

			　その声に誰が何を応えたのか。

			　クリーククライトは、その動きを、完全に停止した。

			　

			「……開けるぞ」

			「はい」

			　焼けた村の跡地。

			　一度停止したクリーククライトを抱え、ディステルガイストは一応開けた場所のある村へと戻ってきていた。

			　捨て置くわけにもいかないので当然であり、とにかく、コックピットを開けてみようということになったのである。

			　そして、機体上部の緊急開閉パネルを開き、そこにある、スイッチへとコテツは手をかけた。

			　コテツは今片膝を突かせたクリーククライトの肩辺りに乗っていて、隣には念のためにとあざみの姿もある。

			　合流したシャルロッテ達は、機体の中で待機だ。

			『いつでもいいぞ』

			　シャルロッテの声に応えるように、コテツはそのスイッチを捻るようにして強く押し込んだ。

			　中から、空気の漏(も)れる音が響き、勢いよく、上半身が前後に割れるようにしてハッチが開く。

			　そして、その中を二人覗(のぞ)き込むと、そこには、目を瞑(つむ)った壮(そう)年(ねん)の男の姿があった。

			　体格のいい、無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)の男で、精(せい)悍(かん)な顔つきだが、どこか愛(あい)嬌(きよう)がある。

			　それが、生気のない顔で眠っていて。

			　次の瞬間。

			　それは粉になるようにして、白骨となった。

			「……これは」

			「人体を保護する、魔術ですね。でした、と言ったほうがいいんでしょうか。死体にやったら、腐らずに残せるだけです……」

			　どこか寂(さび)しげに、あざみが呟(つぶや)く。

			　そんな折、機体の中から声が響いてきた。

			『聞こえるでしょうか。私は当機、クリーククライトのエーポス、プリマーティです。機体を格納するので、降りていただけますか』

			　涼やかな、女の声。

			「ああ、分かった。しかし、乗っているわけではないのか？」

			　三メートルほどしかないこの機体に、二人の人間が乗れるスペースは見当たらない。

			　そう思っての質問だが、答えは少々予想外であった。

			『はい。スペース上乗り込めませんので、当機のみの仕様として、戦闘時は身体を変換し、機体と同化しております』

			「プリマーティお姉さまは変わってるんです。まあ、本当にＡＩみたいな感じです」

			『この形式上処理能力は落ちますが、機体サイズなどの点から通常のアルトよりも制御は容易であるため、このような仕様となりました。説明は以上でよろしいでしょうか？』

			「ああ、すまない」

			　言って、コテツは機体から飛び降りた。

			　あざみもそれに続き、地面に着いて十分な距離を取ったとき、今となっては見慣れた、機体が異空間へと格納される光景が映し出される。

			　空気が歪(ゆが)んで、機体は消えて。

			　白骨と、少女だけが残される。

			　薄紅のストレートの長い髪、どこか作り物臭い顔。耳から後頭部にかけてはヘッドセットのような機械があり、袖が独立した白い服に、濃い紅の短いスカートが風にはためいている。

			　ソフィアとはまた違った、表情の読めなさ。無表情と言うよりは無感情。

			　そんな彼女は、無表情でただ、地面に落ちた白骨を見つめていた。
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			　たった今、主と別れを迎えた彼女に掛ける言葉など、コテツは持ち合わせていない。

			　はたして、どれだけ経ったか。

			「この人を。埋(まい)葬(そう)してもいいでしょうか。この村に」

			　否、など誰も言えはせず。

			『コテツ。コンテナにシャベルがある。私も降りて手伝うから、出しておいてくれ』

			「了解」

			　応えて、コテツは歩き出す。

			『それでは、これにて。ご迷惑をお掛けしました』

			「何か応えてやれ、コテツ」

			　シャルロッテに言われて、コテツはシャルロッテへと視線を動かした。

			「俺か」

			「すまないと思うが、私はほとんど役に立てなかったのでな。私が答えるのは筋違いだろう」

			「ふむ。では問題ない」

			『あなたに感謝を。では、縁があればまたお会いしましょう』

			「ああ」

			「お姉さま、次は王都で」

			『はい』

			　クリーククライトが飛んでいく。

			　それを見送ってから、一同は自分の機体へと歩き出した。

			「どうして、死んでいるのにスペックが出せたんでしょうね……」

			　そんななか、ぽつりと、天に投げかけるようにあざみが呟(つぶや)き、コテツはあざみのいる左を向いた。

			　結局、あの声は威(い)嚇(かく)用に録音されたものだったと言う。別に、亡霊が語りかけていたなどと言うこともなく。

			「それは、そもそもいったいアルトは何を感知して操縦者としているのかという話になるだろう」

			　結局、彼女らも、自分とその半身であるアルトについて、なんでも知っているわけではないらしい。

			　むしろ、何でも知っているのならカーペンターのようなエーポスは存在しないだろう。

			　初代の組んだシステムなど、むしろ分からないことのほうが多いようだった。

			「はたして、熱で感知しているのか、心臓の鼓(こ)動(どう)でも感知しているのか、重みで感知しているのか、その複合か」

			「……多分、違うと思います」

			「だろうな。熱なら温かいものを置いておけばいい、鼓(こ)動(どう)なら脈動するものがあればいい。重みなら重石でも載せておけばいい。きっと、すでにそれらは研究者が思いつく限りのことはしただろう」

			「あー、カーペンターお姉さま辺りが喜んでやりそうですし。そういうアルトの起動は今でもあちこちで研究されてます」

			　つまり、人間らしきものを置いておけばいいのだ、コックピットに。

			　魔術でエーポスが作れるなら、人間もどきの人形などそう難しくないのではと思える。

			　だが、それが成功した様子はない。

			「それで駄目だということは、アルトが感知しているものはそういったものではなく」

			「じゃあ、なんでしょうね？」

			　答えながら、コテツは上を見上げた。

			　そこには、今日も無口な寡(か)黙(もく)な相棒が立っている。

			「それはきっと、魂(たましい)や、精神と呼ばれるような、俺には理解の及ばないものだろう――」

			　今さら、この世界に来た時点で何があっても驚きはしない、おかしくはない。

			「……魂(たましい)、ですか。残してたんですかね、あの中に」

			「そうかもしれん」

			「何ででしょうね……？」

			「さてな。村を守りたかったのか、それとも」

			「それとも？」

			「エーポスのことを想ったのか」

			　呟(つぶや)いたコテツに、不意にあざみは彼のほうを見た。

			「私達のこと、ですか……？」

			「遺して逝(い)くほうにもいろいろあるということだ」

			「じゃあ、ご主人様は、私を想って魂(たましい)を残してくれますか？」

			　その問いに、コテツは珍しく薄く笑って答える。

			「俺が死ぬとすれば、思うに、ディステルガイストごと跡形も残らんだろう」

			　似合わない、洒落(しやれ)にならない冗談とともにそのまま機体を登り、彼はシートへと納まった。

			　思わぬところで道草を食ったが、まだ旅は序盤も序盤、先はまだまだ長い。

			『お師匠さまー、コンテナの積み直し終わりましたー』

			『こちらソフィア、問題なし』

			『私もだ』

			「そうか、では行こうか。リーゼロッテ、しっかり掴(つか)まっていろ」

			「はいっ」

			　そうして、旅は再開した。

		

	
		
			　

			43　アンダンテ

			　

			「これでどれくらいの距離だ？」

			「目的地までそう遠くはない、思ったより早く着きそうだな」

			　もう日も暮れた森の中、焚(た)き火(び)の燃える音だけが響いている。

			「お尻が痛いです……」

			「右に同じです……」

			　ＳＨに乗り慣れていないリーゼロッテと、長距離行軍は初めてであるエリナは少しだけ顔色が悪そうだった。

			「だらしない」

			　そう言ったソフィアの顔はいつものように涼やかで。

			「お姉さま、むしろ年柄年中アルトのシートに座って過ごす上に元から強く創られている私達とは違うんですよ」

			「まあ、いずれ慣れるだろう。リーゼロッテも、コテツのメイドならば今後もこういう機会がある。慣れておけ」

			「は、はいっ、でも、どうすればいいんでしょうか……？」

			「日頃から、コテツの膝に乗って訓練というのは……」

			「ダメダメ、だめでーす！　そんな真似は私の眼が黒いうちは許しませーん！」

			　今日も一日機体に乗り歩き続けたというのに、あざみもまた元気なもので、シャルロッテとリーゼロッテの会話にぐいぐいと割り込んでいく。

			「むしろ私が座りたいですから！」

			「そうすると、動かせるのか？」

			　ふと気になったコテツの問いに、あざみが肩を落とす。

			「……無理です」

			「所(しよ)詮(せん)私達はできない運命……」　

			　なんだか、エーポスの二人が暗い空気を出していたが、それをコテツは黙(もく)殺(さつ)する。

			「……明日も早い。寝るとしよう」

			　そうして、コテツは座った体勢のまま目を瞑(つむ)ったのだった。

			　

			　旅も半ば、そろそろ国境を越えようかという頃。

			　困ったようなこともなく。

			　先のプリマーティ以外にトラブルも起きず、旅は進んだ。

			　大型の魔物なんてそう会うものでもなければ、小型の魔物は近づいても来なかった。

			　それゆえにただ機体を歩かせるだけで、ここまで来ることができたのである。

			　

			　翌日。

			　いつも定時に起きる身体だが、今日はいつもより早いようだった。

			「……環境程度で睡眠時間を左右されるほど柔ではないつもりだったが」

			　まだ、薄暗い森の中で、焚(た)き火(び)がほとんど残り火となって燃え尽(つ)きかかっている。

			　生活リズムをこうも簡単に崩してしまうなど惰(だ)弱(じやく)の極み、などと考えかけて、コテツは違和感に気が付いた。

			「……君達か」

			　あざみがコテツの首に腕を回し、エリナがコテツの胸に寄りかかるようにして寝息を立てている。

			　特にあざみの腕はきつくコテツの首を締め上げていた。

			（気が付かなかったのもいささか気が抜けているのか）

			　それとも、彼女らが予想以上にコテツに馴染んできているのか。

			　起こさないように腕を外し、二人を地面に横たえてコテツは立ち上がる。

			　体が凝っている自分を確認して彼はごきごきと関節を鳴らす。

			「結界とやらは便利だな」

			　そして、コテツはぼそりと呟(つぶや)いた。

			　ここに火の番寝ずの番を立てず全員が寝入っていたのはその恩恵である。

			　そもそもの侵入を防ぎ、それを破って押し入ってきたら術者が起きる。

			　それでもシャルロッテは警戒しており、眠りも浅いようだったが、それはコテツも同じ。

			　むしろどちらかと言えば、エリナやリーゼロッテなどのそういった活動に慣れていない者のための結界といってよい。

			　エリナ辺りは特に、コテツやシャルロッテが番を行なうと言えば自分もやると言い出すだろう。リーゼロッテもそうだが、彼女らは厚意に甘えることを図々しいと捉えるタイプだ。

			　だから、結界を張って皆で寝ることにしたほうが都合が良い。

			「若いうちにあまり夜更かしをするものではないからな」

			　そう言った声は焚(た)き火(び)を挟んだ向こう側、シャルロッテからのものだった。

			「起きていたのか」

			「いや、今起きた」

			「起こしてしまったか？」

			「なに、大丈夫だ。お前のせいじゃない。どうも私も、緊張しているらしくてな」

			　そう言って、焚(た)き火(び)の向こうで彼女は苦笑する。

			　コテツは、わずかに怪(け)訝(げん)そうに表情を変えた。

			「緊張？」

			「このようなメンバーで式典に参加するのは初めてでな。ここまでそうそうたる面(めん)子(つ)だと王女騎士団長という肩書きが矮(わい)小(しよう)に見えてきてならない。せめてアマルベルガ様がいれば様になったんだろうが」

			　確かに、エトランジェもエーポスも世界的に有名だ。

			　そして、エリナの家は有名らしい。ホワイトクレイターが戦争で活躍したとすれば父、祖父の世代になるので彼女は英雄の娘、ないしは孫になる。

			「騎士団長もなかなかだろう。国一番の強者と聞くが」

			「魔法も剣術もそつなくこなせるだけだ。大したことはない、というか……、お前を見ているとどんどん自信を喪失する」

			「……すまない」

			「謝らないでくれ、悲しいから」

			　再びすまないと言いかけて、コテツはその言葉を飲み込んだ。

			　その隙に、シャルロッテがさらに言葉を投げかける。

			「そういえば、コテツとこうして話すのは久しぶりだな」

			「そうだな。お互い忙しかったからな」

			　騎士団長の仕事と、コテツの旅が重なって、なかなか話す機会もない。

			　召(しよう)喚(かん)当初はそれなりに話もしたものだが。

			　不器用に、シャルロッテがコテツに問う。

			「とはいえ、話すこともなかなかないな……。趣味は？」

			　これと言ってない、と答えるわけにはいかないことはコテツにも分かった。

			　思案し、コテツは口を開く。

			「……ふむ、強いて言うなら読書か。あるいは、操縦訓練だ」

			　が、その返答はいかにも色気がないと言う外なかった。

			　男女という壁があり、口下手なコテツでは、話が弾むはずもない。

			「おお、分かるぞ。ＳＨに乗ると楽しいからなっ」

			　かと思われたが、しかしそうでもなかった。

			「機動兵器を動かしているのが一番落ち着く」

			「そうだな、たまに夢中になりすぎて朝になってしまうからな」

			　そう言ったシャルロッテの言葉には、コテツにとって心当たりがありすぎる。

			「俺だけかと思っていたが、君もだったか」

			「ほほう、お前もか。なかなかだな」

			「まともな趣味とは思えんが。それより君は、恋人や友人との付き合いといったものはないのか？」

			「う、お前はどうなんだ？」

			　彼女にしては珍しく、その声はどこか詰まるような感じがした。

			「俺に恋人はいないし、友人との付き合いもないが」

			「あ、アルベールがいるじゃないか」

			「アルと外に出ると疲れる」

			「そうなのか？」

			「女と見れば声を掛ける。正直付いていけない」

			「……そうか」

			　いたたまれなさそうにシャルロッテは言う。

			　確かに、前にアルベールに誘(さそ)われ出かけたことはあるのだが、彼の出かけるとコテツの出かけるは激しく食い違っていると、コテツは気が付いたため、それ以来アルベールとは外を出歩いていない。

			　そんな事情を軽く口にして、次にコテツはシャルロッテに矛先を向けた。

			「そちらは？」

			「……いない」

			「は？」

			「恋人も友人もいないと言ったんだ……」

			　そう言ってシャルロッテはそっぽを向いた。

			「……クラリッサは」

			「慕(した)ってくれてはいるが友人付き合いのような真似はしていない」

			「人望はあるだろう？」

			「むしろ騎士団長にもなれば、同僚や同業者が気後れしてくれるぞ」

			　コテツは、困ったように眉(み)間(けん)に指を当てる。

			　コテツのコミュニケーション能力では……、いや、誰だってこの状況でいい言葉は出てこないだろう。

			「明日がある。元気を出せ」

			　思わずコテツが不器用な慰(なぐさ)めを放つ程度にはいたたまれず。

			「……ああ……」

			　そんな不器用な慰(なぐさ)めで癒(いや)されるほど浅い傷でもなかったようで。

			「いつの間にかリーゼロッテが起きているな」

			　コテツは聞かなかったことにした。

			　そして、いつの間にやら身を起こしていたリーゼロッテにわざとらしく視線を向ける。

			　そんなふうに視線を向けられたリーゼロッテは、コテツ達に気が付いているのかいないのか、なにやら、ふにゃふにゃと上半身を左右に揺らしていた。

			「……ふにゅ」

			　さらに、寝ぼけたような、気の抜けた声も付いてきた。

			　そうして、ゆらゆらと揺れ続けるリーゼロッテをコテツとシャルロッテは見つめていたが、次第に耐えられなくなってコテツはリーゼロッテに声を掛ける。

			「リーゼロッテ？」

			「……にゅ？」

			　声を掛けられて、寝ぼけ眼が本来の光を取り戻していき、――目を見開くに至った。

			「え、あ、あああ、ごめんなさい！　すみませんすみません！　寝坊しちゃいました!!」

			「……いや、まだ早いが」

			「……え？　え、あれ……？」

			　いまだによく分かっていないリーゼロッテはきょろきょろと辺りを見回して、状況を確認する。

			　音もない森の中は薄暗く、コテツの感覚が正しければ、朝の四時と言ったところか。

			「君が身を起こして揺れているから声を掛けて見ただけだが……、亜人の習性か何かか？」

			「え、えっと、そのう」

			　コテツの素(そ)朴(ぼく)な疑問は、赤く染まった頬を以って返された。

			「私、寝起きが悪くて、ですね。一時間くらい早く起きて座りながらゆらゆらしてないと上手く起きれなくて、その」

			　言いづらそうに、言葉を連ねていくリーゼロッテに、コテツは頬を掻いて口を開く。

			「別に責める意図があったわけではない。安心してくれ」

			「は、はい」

			「少し、散歩に行ってくる。すぐ戻る」

			　どうせ、しばらく暇(ひま)だろう、とコテツは思い、その場から歩き始める。

			　それを、リーゼロッテが見送った。

			「はい、お気を付けて」

			　そうしてコテツは、そのまま歩き出して、少し開けた場所に置いてあるディステルガイストのコックピットへと入っていった。

			　現在は、シュタルクシルトも外に置いてある。

			　盗(とう)賊(ぞく)対策でもあるらしい。あえてＳＨを置いておくことで敵に規模を知らせて下手に手を出させないようにしているのだ。

			（あざみもいないのにディステルガイストに乗るのは初めてかもしれないな）

			　何も起動していないコックピットは薄暗かった。

			　コテツは、そんなコックピットに明かりを灯してみようとコンソールに指を這わせてみるが、反応は得られない。

			「やはり無理か」

			　分かってはいた。半ば確認作業のようなものである。

			　エーポスのいないアルトに乗った場合どうなるのか。

			　考えられるケースはいくらかあった。システムだけ起動する、あるいは酷(ひど)く制限された低スペックで動く、もしくは起動しない、と言ったように。

			　正解は、最後の起動しない、であった。

			　そうして、コテツはシートに座って息を吐く。

			　つまり、エーポスなしではアルトはまったく動かないということだ。

			　その事実を確認してコテツがしばらく黙り込んでいると、にわかにコックピットが明るくなった。

			『おはようございます。パイロット、コテツ』

			「……む？」

			　声はどこからか。コンソールからだ。

			　機械的な女性の声は、ＡＩを彷(ほう)彿(ふつ)とさせ、実際、ＡＩのものであろうとコテツは判断する。

			『何か、御用でしょうか』

			「いや、待って欲しい。君は何か、一応聞かせて欲しい」

			『私はディステルガイストのサブＡＩです。あなたがコックピットを離れないので何か用だと判断しました』

			「メインＡＩはあざみか」

			『はい』

			「あざみがいないから、君が起動したのか？」

			『その答えには、ノーを返します。エーポスがいても私はこれまでもずっと起動していました』

			「ではなぜ？」

			『私が、自意識を持ち、こうして会話ができるようになったのはつい最近です』

			「ふむ」

			　ここまで高度なＡＩの相手は初めてである。違和感なく、会話を繰り広げる相手はただの機械とは思えない。

			　あざみをＡＩだとするなら話は別だが、構造がどうなっているかも知れたものではないあざみは、また別だ。

			『エーポスに個性があるように、我々サブＡＩにも個性があります。その個性は、パイロットとの経験によって学習構築されていきます』

			「そして最近、会話ができるほどの経験ができた、と」

			『はい』

			　つまり、パイロットとエーポスで育てていく、ということなのだろう。

			　しかし、決まったパイロットが今までいなかったため、まっさらだったと言うことだろう。

			　とすれば、シュタルクシルトにもサブＡＩがいるのだろうか。

			　考えながらも、コテツはＡＩへと言葉を向けた。

			「なら、すまなかったな。大した用があるわけではない。一人でディステルガイストに乗った場合どうなるのか確かめたかっただけだ」

			『問題ありません。なお、その疑問については、私ではディステルガイストを稼(か)動(どう)させることはできませんので、私と会話する以上のことはできません』

			「そうか」

			『お役に立てず、申し訳ありません』

			「いや、動かないことが分かればいい」

			　結局、エーポスなしでは動かせないということがよく分かった。

			　つまり、有事の際にあざみがいないのにディステルガイストのコックピットに逃げ込んでも無駄ということだ。

			　予期せぬ出会いがあったが、知りたいことは皆知れた。

			　コテツは、コックピットから出ようとする。

			　そして、コックピットから半分出かけたコテツの背へと、声は掛かる。

			『マスターコテツ。私のエーポスは、長い時間マスターを待ち続けていました。一人で』

			「ああ」

			『どうか末永く、お付き合いを』

			「できうる限りは」

			　それだけ言って、コテツは機体を降りた。

			　皆の下に戻ると、エリナやソフィアが起き出している。

			「あざみ。あざみ、起きろ」

			　そんな中、寝こけているあざみへとコテツは声を掛けた。

			「……なんですか……ぁ、ご主人様……」

			　寝ぼけた声は、いかにも間抜けで、コテツはそんなあざみに半眼を向ける。

			「起きろ」

			「ご主人様がキスしてくれたら……、起きます……」

			「……ディステルガイストに転がしておけばいいか」

			　もしかしたら、あざみを置いてさえおけばサブＡＩのほうで動くかもしれない。

			　そんな益体もない考えがコテツの中に浮かんだ。

			「名前が必要かもしれんな」

			　サブＡＩでは呼びにくいだろう、と考えてコテツは呟(つぶや)く。

			「え？　なんのですか？」

			　あざみは不思議そうにコテツを見ていた。

			　

			　それからの旅は何か変わったこともなく、順調に進むこととなる。

			　早くも遅くもなく、彼らは適正な時間をかけて、アンソレイエに辿り着いた。

			　正確にはその首都だが、穏やかな気候に、豊富な水資源によるものか、大きいものは川ほども、小さいものは溝くらいまでで、あらゆるところに水が流れている。

			　水の都、と呼ぶべきか。その都は来るべき祭りに備えて、外から来たばかりの者にも分かるほど、活気付いていた。

			「つつがなく終わればいいが」

			　そう言った、コテツの呟(つぶや)きは喧(けん)騒(そう)の中へと溶けて消えた。

		

	
		
			　

			44　区別

			　

			　式典当日まではまだしばらく期間があるというのに、王都の活気はすさまじい。

			　人が集まれば、需要もできる。すでに開店している屋台も少なくないため、早くもお祭りムードとなっている。

			「うーん……、凄(すご)い人ですねぇ」

			　あざみがそんな街並みを見て呟(つぶや)いた。

			「酔いそうなのです……」

			　対照的に、エリナはこういう場に慣れておらず、リーゼロッテはと言えば先ほどからことあるごとに、びくりと震えている。

			「大丈夫か」

			「だ、だいじょうぶです……、田舎者ですから、びっくりして」

			　リーゼロッテに至ってはおっかなびっくりで、言っている間にも肩を跳ねさせ、完全に腰が引けていた。

			　彼女ら以外は堂々たるもので、何を気にすることもなく、そんなふうに、雑(ざつ)踏(とう)の中を一同は歩いている。

			　まずすべきは、王への謁(えつ)見(けん)だ。現地入りした旨(むね)を伝え、挨(あい)拶(さつ)しておかねばならない。

			　そのために、一同は城を目指していた。

			　そんな中、道中で唐(とう)突(とつ)に罵(ば)声(せい)と打撃音が響く。

			「喧(けん)嘩(か)ですかね、ご主人様っ。これは事件の予感です！」

			　いち早く反応したのはあざみ。

			　彼女は今にも駆け出さんとコテツを見る。

			　コテツの視線の先には、殴りあう二人の男の姿。

			「そうだな」

			　しかしコテツは気にした様子もなく。

			「いや、そうだなって……、こう、男前に止めに行ってなんかのフラグとかは」

			「挨(あい)拶(さつ)をする前に面倒ごとに巻き込まれると後の禍(か)根(こん)となりかねんからな」

			　下手な行動は慎むべきだ、時には善意にすらつけこむのが外交である、とコテツは捉えている。

			　つまり、下手に目立つと難(なん)癖(くせ)つけられるということで。駆け引きのできないコテツではその先の責任が取れない。

			「あ、はい、それもそうですね」

			　さっぱりと、あざみは納得した。

			「じゃ、さっさと行きましょうか」

			「いや、待て！　正気に戻れお前達!!　さすがに私は立場上見逃せんぞ！」

			　あっさり無視する方向で納得した二人に、しかしシャルロッテが異を唱えた。

			「あー、確かにそれもそうかもしれませんね。騎士団長が民草を見捨てたとか言われたら厄(やつ)介(かい)ですし。しかし、それもおもしろい」

			「おもしろくない。私は騎士団長の地位を失いたくはないぞ」

			「そんなちょっとしたことで落ちる評判ってどれだけ徳を積んでないんですか」

			「小さなことの積み重ねだろう。それは！」

			「ふむ、しかしそういうことなら仕方ないな」

			「あ、ご主人様、やるんですか？」

			　そうこう言っているうちに掴(つか)み合いから、一度距離を置いた男二人に、コテツはおもむろに近づいていく。

			「あの喧(けん)嘩(か)を止めればいいんだな？」

			　そして、男の背後にぬっと現れると――。

			「おい、お前何を……」

			　向かい合っていた男は無視し、唐(とう)突(とつ)に眼前の男の首に腕を回した。

			「えっ……、ぐぇ、あ……？」

			　間もなく、泡を吹いて男が締め落とされ、泡交じりの息を吐きながら地面へ落ちる。

			「この男の戦闘続行は不可能になった。お前に戦闘継続の意思はあるか？」

			　そして、相手の男に問う。

			「え？　あ、いや、うん、そこまでは……。っていうか、え？　何この人……」

			　状況も読めないまま、相手の男は戦闘の意思を否定し、コテツはシャルロッテのほうへと振り向いた。

			「終わったぞ」

			「え？　いや、ああ……、まあ、な。ああ」

			　歩き始めるコテツに、シャルロッテはしきりに首を捻りながら続いたのだった。

			「……私の思ってた仲(ちゆう)裁(さい)と違う」

			　

			「皆、よく来てくれた」

			　そう、尊大な態度で言い放ったのは、この国の王だった。

			　玉座に座り、王(おう)冠(かん)を頭に載せ。

			　白髪頭と、蓄えられた長い髭の威(い)厳(げん)はまさに王、と言うべきか。

			　そんな王を見て、コテツは自分が王というものに初めて出会ったことに気が付いた。

			「はっ、この度はお招きいただき、感謝します」

			　場には、今礼を返したシャルロッテの他、コテツとエリナ、そしてあざみとソフィアが膝を突いている。

			　リーゼロッテは、亜人と言うことで中に入れることはできず、控え室で待つことになった。

			「いやしかし、此(こ)度(たび)はなかなかの人員だな。ソムニウムも健在のようだ」

			「は、そちらも壮(そう)健(けん)のご様子でっ」

			「しかし、先ほどからエトランジェ殿が微動だにしておらんが、大丈夫か？」

			「ああ、いえ、それは、彼はこの世界の礼儀に付いて疎(うと)く……」

			「ふ、構わぬよ。外から来たエトランジェ殿に礼儀を求めるような無(ぶ)粋(すい)はしとうない。よろしく頼むぞ」

			　視線を向けられて、コテツは王と視線を合わせる。

			　立場柄、相手が王であっても必要以上に低く見られるわけにも、かといって尊大に見られるわけにも行かず、コテツは短い答えを返した。

			「了解」

			「噂はかねがね。此(こ)度(たび)のエトランジェは腕(わん)白(ぱく)なようでなにより。我もまた、貴殿に頼ることもあるだろう」

			「は」

			「さて、それでだが、貴殿らに何か要望はあるだろうか。我が招いたのだが、貴殿らに不便をかけることを我は望んでいない」

			　その問いに、シャルロッテはお前が何か言えと言わんばかりにコテツを見てくる。

			　コテツは、少しの間を置いて口を開いた。

			「滞在中、実際に式典が始まるまで外ではただの冒険者として振舞ってもいいだろうか」

			「ふむ、そんなことか、構わぬ。だが、滞在はこの城にしてもらえると助かる。滞在中に客人に何かあっては行かぬでな」

			「厚意に感謝を」

			　そう言ってコテツは頭を下げた。これで、滞在中は自由でいいということになる。

			「では、時間を取らせたな。部屋を案内させる。行くといい」

			「はっ」

			　シャルロッテが返事を返し、立ち上がる。

			　他の面(めん)子(つ)もそれに続いて立ち上がった。

			　そうして、そこにこの城のメイドが現れると、彼らを伴って歩き出す。

			「案内致します。どうぞこちらへ」

			　その際に、コテツが男だから気を使ったのか、それとも部屋の余りの問題か、コテツだけ少し部屋の位置が違うらしく、他と分かれてメイドと二人で歩くこととなる。

			　そうやって二人で歩く中、コテツはふと疑問を浮かべた。

			　そしてその疑問を、問題ないだろうとそのまま口に出す。

			「リーゼロッテは……、いや、連れのメイドだが、彼女の部屋は？」

			　その問いに返されたのは、意外な、いや、ある意味懸(け)念(ねん)通りな言葉だった。

			「亜人種に部屋が必要なのですか？」

			　その顔には悪意が感じられないからこそ性質が悪い。

			　本当に疑問に思っているかのように不思議そうに、メイドはコテツを見ている。

			「……すまないが、リーゼロッテを呼んでくれるか」

			「はい、分かりました。部屋でお待ちしますか？」

			「いや、ここで待つ」

			「分かりました、ではすぐに」

			　メイドが近くにいた使用人に話しかけると、その使用人がリーゼロッテを呼びに歩き出す。

			　それからほどなくして、リーゼロッテが歩いてきた。

			「コテツさん、何か御用ですか？」

			「いや……、とりあえず部屋に行くぞ」

			「ではこちらに」

			　メイドが再び歩き出し、コテツ達は部屋へと案内された。

			「ふむ、さすがにそれなりの部屋だな」

			　客を迎えるであろうその宿泊施設はどこを見ても豪(ごう)奢(しや)であると、コテツは心中に感想を浮かべた。

			　随(ずい)所(しよ)にちりばめられた金の輝きが嫌味にならない程度に目に入ってくる。

			　やはり、人に見られる場所には力を入れざるを得ないのだろう。張(はり)子(こ)の虎(とら)であっても面(めん)子(つ)がなくては外交どころではない。

			　だから、見えないところは手抜きでも、見られる場所には見栄を張る。

			（政治とやらはやはり面倒だな……）

			　戦時中は楽だった。否、ただの駒でいるのは非常に楽なことだった。

			　だが、自由意志が認められ、自分の裁量で動けというのは、付属した責任に比例して難しい。

			「さて、リーゼロッテ」

			　それはさておき、とリーゼロッテへと向き直ったコテツ。

			　対するリーゼロッテは、緊張と不安の混じった声を上げる。

			「は、はいっ。私、何かしてしまいましたか……!?」

			「いや、違う。すまないが、君にはここで寝泊りしてもらおうと思っている」

			「え？」

			　彼女の部屋は存在しない。ならばどこに。きっと彼女はそういった状況に慣れていることだろう。

			　だが、少しの不安もあった。

			「それと、君はできるだけ俺の傍(そば)を離れるな。一人で外出もどうかしてくれるな」

			　ここに来て、コテツは亜人差別の実態と言うものを重く受け止めることになってしまった。

			　ソムニウムでは、特に王城ではせぜいが無視される程度。アマルベルガの威光が効いていた。

			　それに、先代のエトランジェが亜人との融(ゆう)和(わ)を唱えていたと言われるだけあって、差別の具合は他の国より少し手緩い。

			　だが、こちらではこうだ。たとえ付き人であっても部屋は用意しないのが当然だと考えている。

			　それを、まさに当然だと考えているのだ。これまで、彼らの対応にまったく不備はなかった。

			　そんな完(かん)璧(ぺき)な対応であるにもかかわらず、エトランジェの不興を買いかねない真似をしてしまったのは、彼らにとってそれが少しの悪でもなく、引け目を感じることでもなく、当然のことだからだ。

			「命令だ」

			　そんな環境である。コテツの考えすぎかも知れないが、一人で街に出ては、何があるか分からない。

			　むしろ、そこら辺を歩いている亜人など捕まえて奴(ど)隷(れい)にして当然という風潮でもおかしくはない。

			　それを思うと彼女からあまり目を離したいとは思わなかった。

			「は、はい……、命令なら従います、けど」

			　話に決着が付いた。

			　素直に頷いてくれたリーゼロッテを、コテツはまじまじと見る。

			（……リーゼロッテを溺(でき)愛(あい)していると言ってもいいアマルベルガはなぜこんなところにリーゼロッテを連れてこさせたんだ？）

			　その疑問は口にしない。

			（言うほど危険ではないのか、それとも……、俺の隣にしか居場所がないとでもいうのか）

			　コテツは、言ってしまえば特異点だ。

			　庇(ひ)護(ご)できるだけの権力を持ちながらも、この世界の差別や偏(へん)見(けん)から切り離された存在。

			　そう他に見つかるものではない。ゆえに。

			（厄(やつ)介(かい)なものでも背負い込まされたか？）

			「どうかしましたか？　コテツさん」

			　だが、そう言って首を傾げる彼女を切り捨てる気にもなれない。

			「いや」

			　そもそも、捨てられるほどたくさんのものを持っているわけでもない。

			「なんでもない」

			「そうですか……？」

			「それより、少し出る。付いてきてもらえるか？」

			「あ、はいっ」

			　部屋の確認も終われば、ここでやることはなかった。

			　コテツは部屋を出て歩き出す。

			「えと、どちらへ？」

			「ギルドだ」

			　短く答えて、コテツはリーゼロッテを伴い外を目指した。

			　その途中で、廊下の向こう側からやってきた人物が、迷わずにコテツへと接近してくる。

			　誰だ、と考えるより先に、その人物、謎の少女はコテツへと声を掛けた。

			「あなたがコテツ・モチヅキ？」

			「そうだが」

			　言うと、その少女はその顔を綻(ほころ)ばせ、両手を合わせる。

			「ああ、やっぱり！　あなたがそうなのね」

			「君は？」

			　艶(つや)のある栗毛の長い髪を大きな三つ編みにして背後へと垂らし、その身を淡い黄色のドレスで包んだ可(か)憐(れん)な少女は到底庶民とは思えない。

		

	
		
			[image: p119.jpg]
		

	
		
			「私はモニカ・アリアドナ・ブルーナ・アンソレイエ。父の名前はコルネリウス・コルト・ブルーナ・アンソレイエと言います」

			　コルネリウス。それは、先ほど話していた王の名だ。

			　つまるところ、この少女は。

			「姫」

			「はい、そうです。よろしくお願いしますね、エトランジェ様」

			「こちらはコテツ・モチヅキだ。よろしく頼む」

			　今現在、この姫に用はない。

			「ではこれで。また後ほど、お話聞かせてくださいね」

			「問題ない、では」

			　そして、モニカにも用はないらしく、二人はそのまますれ違う。

			「綺(き)麗(れい)な人でしたね」

			「そうか？　いや、そうだな……」

			「国一番の至宝って言われてるらしいですよ」

			「ふむ、そうか」

			　それだけ返して、コテツは外へと歩き出したのだった。

		

	
		
			　

			45　不通の対話

			　

			　そうしてアンソレイエ滞在開始から少しの時間が経ち。

			「お疲れさんっと。じゃ、後頼みましたぜ、エトランジェ殿」

			「了解した」

			　コテツは王都のパトロールを行なっていた。

			「リーゼロッテ、何かないか？」

			「いえ……、特には。怒号とかは聞こえてきません」

			　ギルドには、通常と国際資格の二つが存在する。

			　ギルドは国ごとに別の組織として存在しており、国は、友好国に支部としてギルドを置くこととなる。

			　その支部で依頼を受けるとき、通常資格であれば、その国の認可を受けた大したことのない依頼しか受けることができない。

			　国際資格とは国の保障のようなもので、これがあると、外国で受けられる依頼の幅が広がる他、その国のギルドでもある程度の援助が受けられる恩恵がある。

			　今回の警備の仕事も他国のならず者かもしれない人間に任せるわけにもいかず、国際資格がないと請(う)けられない依頼の一つだった。

			　国際資格に関してはいくつかランクがあって、気軽に取得できるものから、国家機密に関われるようになるレベルのものまで存在するが、コテツはエトランジェという太鼓判まで存在し、スムーズにあっさりと警備の仕事を請(う)けることができたのだった。

			「俺達も後少ししたら終わりか。帰りに遅めの昼食でも買っていくか」

			「はい」

			　人が集まればトラブルも増える。

			　ここまで来れば、人手が足りないのは当然のことであり。

			　コテツとリーゼロッテは連日、喧(けん)嘩(か)に引ったくり、あるいは貧血や熱中症に至るまで、様々なトラブルに対応して日々を過ごしていた。

			「何か食べたいものはあるか？」

			「えっと……、私、こういうところで買ったことってあんまりなくって……」

			「俺もだ」

			　この世界の屋台のことなどコテツに分かるわけもなく。

			　しかし、リーゼロッテもこういう経験はないという。

			「博打(ばくち)でいいか。食べられないということはあるまい」

			　コテツは呟(つぶや)いて、上を見上げた。そこにあるのは時計台だ。

			「戻りながら買えばちょうどいいな」

			　警備中に物を食べてはいけないという決まりはない。

			　むしろ、昼休憩などを設定するのは面倒ゆえに、勝手に昼食でもなんでもしてくれといったふうだ。

			　コテツは屋台の一つに近づき、店主と言葉を交わす。

			「すまないが、それを二本貰えるか」

			「へいよ、っとお待ちどお！」

			　肉の串焼きのようなものを受け取って、コテツは歩みを再開した。

			「食べてくれ」

			「はい、ありがとうございます」

			　そして、リーゼロッテに一本手渡し、今一度辺りを見回す。

			「うちには、こういうような式典はないのか？」

			「戦争が終わったときとかに何度かやりましたけど、余裕がなかったのでそんなには……。たぶん、次があるとすればアマルベルガ様の戴(たい)冠(かん)式だと思います」

			「戴(たい)冠(かん)式か。現実的なのか？」

			「はい。アマルベルガ様の他に、直系がいないので」

			「そういえば、母はどうした？」

			「残念ですが、アマルベルガ様を生んだときに、そのまま……、だそうです。もともと体は強くない方だったそうで」

			（祖父の影響が強いのはそのせいか……）

			　父は戦争に赴(おもむ)き、母はおらず。であれば、祖父からの影響は計り知れない。

			「あ、そういえばコテツさんのかぞく……、あ、すいません、なんでもないです」

			　唐(とう)突(とつ)に、リーゼロッテがコテツに何か聞きたそうにするも、すぐさま気まずげに目を逸らしてしまう。

			「別に気を使うことでもない。意外な展開もなく明るい話にもなりはしないが」

			「はい……、ごめんなさい」

			「君だって、そう変わりはしないだろう？」

			「そ、そうですね。それよりところでコテツさん、好きな料理とかってありますか!?」

			　努めて明るくリーゼロッテはコテツに問う。

			　別に気にするほどのものでもないのだが、しかし、その厚意を無(む)下(げ)にする理由もない。

			　コテツは、少しの思案の後に応えた。

			「スープの類は嫌いじゃない。というより温かいものが好きなのか」

			「そうですか、じゃあ、シチューとかはどうでしょう？」

			「好きなほうだな」

			「じゃあ、今度作ってみますね」

			　リーゼロッテはそう言って笑う。

			　ずいぶん気を使われている、とコテツは内心で苦笑した。

			「ソムニウムに帰ったら頼む」

			　そうして、呟(つぶや)いてコテツ達は門を潜り、城内へと入っていく。

			「お疲れ様です。次は城内の警備ですか？　頑張ってください」

			　門番に見送られながら、コテツは絨(じゆう)毯(たん)を踏みしめた。

			「ああ」

			　頷いた彼は、そのまま城内を歩いて、ある扉の前に立つ。

			　その扉は、王族の部屋に続く廊下へと繋がる扉だ。

			　この扉を開ければ、廊下の両側に部屋がずらりと配置されている。

			　ここが、次の仕事場だ。今日は午前と午後で二つの仕事を請(う)けていたため、ここが二つ目の仕事場となる。

			（どういう意図の依頼か分からんが……）

			　これはギルドのほうから打診された、コテツを指名した依頼だ。

			（要人があまりちょろちょろするな、ということか？）

			　無論、依頼者は国そのもの。おいそれと断るわけにもいかなかった。

			「おっと、ここはエトランジェ殿の持ち場だったんですかい。こりゃ、家族に自慢できる」

			　先に配置についていた壮(そう)年(ねん)の兵士が、その兜(かぶと)の奥から頬を緩ませた。

			「よろしく頼む」

			　コテツが言い、リーゼロッテが頭を下げる。

			　そうして、扉を守るように立つ。

			「エトランジェ殿、この祭りはどうですかい？」

			　そんな中、コテツへと、壮(そう)年(ねん)の兵士は問うた。

			「活気があるな。この国の式典はいつもこうか？」

			「さて、どうでしょうねぇ。今回はうちの姫様を一目見たいってのが多いみたいで」

			「国の至宝、か？」

			「ええはい。そうでさぁ。見ましたか？　綺(き)麗(れい)だったでしょう？　城で働いてりゃまだしも、普通に生活してそうそう姫なんて見ませんや」

			「そうだな。しかし、賑(にぎ)やかなのはいいが、普段はどういうふうなんだ？」

			「普段ですか。そうですなぁ……、静かでいいところですよ。穏やかで、平和だ」

			「そうか。まあ、さすがにここまで人も集まれば騒がしくも賑(にぎ)やかで、どうしてもトラブルは起きるな」

			「ははは、そうですな。普段は、とても穏やかなのですが。まあ、その穏やかさは王のおかげでしょうなぁ」

			「そうなのか？」

			「常に堅実な道を行く方でな。正しく導いてくださる」

			「そうか」

			　そうして会話を行なう中、不意に背後の扉が開く。

			　コテツも兵士も、リーゼロッテもまた、同じようにそちらを振り向いた。

			　前には誰もいないので、内側から誰かが開けたことになるのだが。

			「あら、エトランジェ様」

			「む」

			　宝石のようなきらびやかな笑顔。この国の至宝、モニカ姫。

			　それが、コテツ達の背後で微笑(ほほえ)んでいた。

			「御機嫌よう」

			「ああ」

			「ところで、私、あなたとお話ししてみたいのですけれど、よろしくて？」

			「仕事中なのだが……」

			　断ろうとしたコテツに対し、兵士が横槍を入れた。

			「行ってくだせぇ。姫様の誘(さそ)いを断るほうが問題でさぁ」

			　兵士の厚意もそうだが、警備の仕事を受けた一介の冒険者という立場であれば王族の誘(さそ)いを断るわけにもいかないだろう。

			　わざわざ指名し、城の中(ちゆう)枢(すう)の警備の仕事を受けさせた理由がなんとなく分かった気がした。

			「了解した」

			「エトランジェ様、ではこちらに」

			　手を引かれるように、コテツはその場を後にした。モニカは来た道を戻り、彼は部屋へと招かれる。

			「あ、私はさっきのところで待ってますから」

			　そして、部屋の前でリーゼロッテがコテツの下を離れた。

			「すまない」

			　コテツとしてはリーゼロッテがいてくれても構わない。いや、いてくれたほうがいい。

			　だが、その場合不興を買うと、コテツではなく彼女に災(わざわ)いが降りかかるだろう。

			「いえ、いいんです、それでは」

			「ああ」

			　去っていくリーゼロッテを見届けて、コテツはモニカに向き直った。

			「どうぞこちらへ」

			「ああ、ありがとう」

			　言われるがまま、コテツは部屋の椅子に座る。

			「今、メイドにお茶を出させますから」

			　そう言って、部屋の外に控えていたメイドに一つ二つ言付けると、モニカもまた椅子へと座った。

			「まずは、招待に応えてくれてありがとうございます」

			「いや、こちらこそ。招待感謝する」

			　テーブルを挟んで向かい合うモニカは、不思議な品があった。

			「いろいろお話ししたいのですけど、そうですね……、何がいいでしょうか？」

			　考え込む仕草にすら気品を感じさせるモニカに、コテツは沈黙を返すことで、続きを促(うなが)した。

			「エトランジェ様の世界は、どんな世界だったのでしょう？」

			「どんな世界、か」

			　モニカが問うたのはいかにも漠(ばく)然(ぜん)とした答えにくい問いだった。

			「この世界より文明は進んでいたな」

			「文明が進む、ですか……？」

			　モニカにはイメージしにくいらしく、コテツは当時を思い出しながら口を開く。

			「この世界よりもずっと鉄色で、便利ではあったな。食べ物だけならどこにでも溢れ、餓(が)死(し)者だけは異常に少なかった」

			　コテツの世界では、増えた人口に対応し、一年育てることもなくすぐさま作れる人工食の製作に成功した。

			　それは配って回れるほどに安価で大量に生産できて、生きるためのハードル自体は非常に低かったと言えるだろう。

			「なら、素晴らしい世界だったのね。素敵です」

			「さて、どうだろうな」

			　良き時代だったか否か。なんとも言えない混(こん)沌(とん)とした世界だった。

			「確かに、便利で餓(が)死(し)するものはおらず、文明的な鉄色の世界だったが。そこに住む人間は、君達よりずっと野(や)蛮(ばん)だったようだ」

			　なぜこうなった、という言葉に答えるのはコテツの仕事ではない。

			　ただ、餓(が)死(し)という身近な危険が一つ取り除かれて、余計なことを考える暇(ひま)が増えてしまったのだろう、とコテツは思う。

			　多くの人間は食べていくために仕事をする。そうでなかったとしても、仕事をして食事にありつく。

			　それが意味を失ったとき、本質というものが表面化してしまったのか。

			　多くの人間が征(せい)服(ふく)欲(よく)を表面化させてしまった。

			「餓(が)死(し)者は減ったが、その分の死者は戦死者に回った。それだけだ」

			　はたして残してきた世界はどうなったか、今となっては知ることもできない。

			「生きるために必死であるということは、悪いことではないのですね……」

			「俺に答えを出すことはできそうにない」

			「では誰が？」

			「終わってみなければ誰にも分からん。時代が変わったときに、誰かが」

			　その言葉に、モニカは深く頷いた。

			「そうですね……」

			　そして、期せずして重くなった話題を振り払うように、モニカは朗らかに微笑(ほほえ)んだ。

			「あ、ところでなのですが、エトランジェ様の世界に亜人はいましたか？」

			「いや、いないだろう。少なくとも、種族としては」

			　コテツの世界の技術なら、後から人間に犬猫の耳を接続することはできるかもしれない。

			　それを亜人と呼ぶべきかはともかく、だ。

			「だが、それがどうかしたか？」

			「いえ、よく亜人種を側仕えにできるなと思いまして」

			　そう言った彼女の顔は笑み。何の悪意も感じられず、またか、とコテツは心中で呟(つぶや)く。

			「どうして、亜人種を側に置いていられるのですか？」

			「そこに問題を感じないからだが」

			「問題を感じない、ですか？」

			「能力、思想に問題がない。他に何か必要か？」

			「なるほど、よほど彼女は優秀なのですね？」

			「いや、確かに優秀だが、それだけの意味では……」

			　コテツは口下手な自覚があるが、それにしても会話が繋がらない、と言葉に詰まった。

			「なるほど、エトランジェ様の懐が広いのですね！　いかに優秀でも亜人など普通なら飼うに値しないもの」

			「飼ってるわけでもない」

			「そうなんですの？」

			　モニカとの会話に、コテツは頭痛を覚えることとなった。

			　問題がない、と言ったはずが、亜人であるという欠点を補って彼女が優秀である、ということになってしまった。

			　亜人全体が問題ないのではなく、リーゼロッテが例外的に優秀なのだ、と受け取ったのだ。

			　そして、それを訂正すると、コテツの器が広いことになってしまった。

			　亜人に特に問題がないとはどうしても受け取ってくれないのだ。

			　その辺りを上手く理解させることはできそうにない。とりあえず諦めて、今度はコテツが質問した。

			「亜人の問題点とは何だ？」

			　アマルベルガは亜人差別が嫌いだという。

			　コテツは特に思うところもないが、ここにきて不便だと考える。

			　あるなしで言えばコテツにとっては差別がないほうが便利だ。

			　では、その差別の原因はと問えば。

			「あのような野(や)蛮(ばん)な生き物、普通は側に置いておけません」

			「野(や)蛮(ばん)か？」

			「はい」

			「むしろ理性的だと思うが」

			　深く関わった亜人はリーゼロッテだけだが、街に少数存在する亜人達は、ほとんど問題を起こさない。

			　喧(けん)嘩(か)を売られてもなお、ただ殴られるだけ。彼らは、やり返したり問題を起こしたりすればするほど自分達が不利になることを分かっているのだ。

			　感情的に暴れない分、逆に人より理性的ですらある。

			「で、ですが。あの汚(けが)らわしい耳」

			「なにか実害があるのか？」

			「いえ、しかし、彼らの父母祖先がけだものとまぐわったという証ですよ？」

			「……そうか」

			　どうすることもできなさそうだ、とコテツは諦めた。

			（どうやら一筋縄ではいかないようだぞ、アマルベルガ）

			　人と動物が混ざっただけで、何が問題なのかとコテツは思うのだが、この世界に生きる人の考え方ではない。

			　遺伝子を組み替えるだとか、そういった知識がなければ自ずと獣(けもの)と交配したのだという考えに至るのだろう。

			（そういえば、俺の世界でも大昔には異種交配による原始的なハイブリッド生物や品種改良はあったな）

			　だが、通常人と動物の子は生まれない。そもそも近縁種でしか子はなし得ない。

			（とすれば何か手が加えられたのか？　遺伝子の組み換え、人工的な授精、着床……、いや、魔術がある以上こちらの常識で考えるのは無駄か）

			　それに、差別の理由は獣(けもの)と交わったという嫌(けん)悪(お)感(かん)だけではないのだろう。嫉(しつ)妬(と)や羨(せん)望(ぼう)、そう言ったものが、入り混じっているようにコテツには感じられた。

			　身体能力において、亜人は人に勝る。同じ土(ど)俵(ひよう)で戦えば、人間は亜人に勝てない。

			　だから、生まれの時点で差を付けておく。努力しても、這い上がれないように。

			　脅(おびや)かされることのないように、縛り付け、普段から牙(きば)を抜いておく。それがこの世界の人間の選択だ。

			　モニカのように、亜人から遠く、脅(おびや)かされることもない子供は教育によってか、嫌(けん)悪(お)感(かん)だけで亜人を嫌っているようだが。

			（その能力からして、冒険者は亜人を拒まない者も多い……、それとは対照的だな）

			　差別の傾向は国の中央に近づくにつれ、強くなる傾向がある、とコテツは感じた。

			　リーゼロッテを連れて歩くだけで城の中の居心地の悪さはなかなかのものだ。

			　街では、ここまで悪意に満ちた視線を向けられることはなかった。何かと割を食うし、良い生活はできていないようだが、街では普通に亜人が生活しているのだ。

			　城の空気であれば、生存すら怪しいだろう。平気で埃でも食べていろと言いかねない。

			（ソムニウムの城がそうでもなかったのは先代エトランジェの影響か、それともアマルベルガか……）

			「まあ、確かに、あの子は気が使えるようですね。私の部屋に亜人が踏み込むかと思うと、怖くなりました」

			　少なくとも、この少女は当然のようにリーゼロッテを詰ってくる。

			　コテツが従者を貶(けな)され怒るなどとは露とも思っていない顔だ。

			　つまり、相手も同じ考えだと、それが当然だと思っている。そういった考えを覆(くつがえ)すには、並々ならぬ労力が必要だろう。

			　コテツは、それ以上の話題を避けることにした。

			「そうか。ところでだが、君は国の至宝と呼ばれているそうだな」

			　コテツは、彼女の考えを覆(くつがえ)せるような言葉は持ち合わせていない。

			「恥ずかしながら、そう呼ばれてます。そして、そうあり続けたいとも」

			　コテツの言葉に、モニカは優しげに微笑(ほほえ)んだ。

			「他に取り柄もありませんから。せめて、お父様や、この国を守るすべての人達の誇りになれたらと」

			　力強さと儚(はかな)さが同居した笑み。

			　なるほど、これがあれば士気くらいは上がるのかもしれない。

			　だが、先ほど亜人への嫌悪を口にした彼女を見たコテツには、その慈(じ)愛(あい)の笑みは嘘くさく見えて仕方なかった。

			「そうか」

			　そうして、コテツが頷きだけを返したとき、部屋にノックの音が鳴り響く。

			「お茶をお持ちしました」

			　そういえば、メイドに飲み物を頼むと言っていた。それが戻ってきたのだろう。

			「入ってください」

			「……待て」

			　だが、コテツはそれが扉を開けるのを止めた。

			「どうしてですか？」

			　コテツは椅子から立ち上がりながら、油断なく扉を睨(にら)み付けた。

			「殺した息遣い……。ただのメイドが扉の前で息を殺して殺気立ったりするのか？」

			　瞬間、扉が蹴り開けられる。

			　メイドではない。メイド衣装であってもそれは、暗殺者だ。

			　ナイフを手に、エプロンドレスを翻(ひるがえ)して、その女はモニカへと迫っていった。

		

	
		
			　

			46　Active　Homing

			　

			　長剣は、鞘(さや)に収まった状態だと剣を抜いてから振る必要がある。反りのない刀身は、抜き打ちに向かない。

			　暗殺者はすぐそこまで迫っている。剣は抜かない。

			　すぐさまコテツは迫ってきていた女を蹴り飛ばし、抜剣。

			　仰け反って数歩下がった女を一歩踏み込み袈(け)裟(さ)斬(ぎ)りにして、さらに踏み込んでもう一度蹴り飛ばす。

			　今度は扉の向こうまで吹き飛び、地を転がった。

			「な、何が……!?」

			「下がっていろ、まだ来るぞ」

			　こういった戦闘では最後の抵抗が馬鹿にならない。瀕(ひん)死(し)で放った攻撃一つで護(ご)衛(えい)対象は死ぬのだから侮(あなど)れない。

			　そのため、芋(いも)虫(むし)のように血を這う暗殺者に止めを刺しておきたいのだが、そんな余裕はないらしく。

			　殺気立った息遣い、足音、衣(きぬ)擦(ず)れ。その他いろいろな要素が絡み合って、それは殺気としてコテツに伝わる。

			　それはこれで終わりではないことを指し示していた。

			　すぐさま、三人の黒装束の男達が飛び込んでくる。

			「あまり状況は良くないな……。こうもあっさり警備を抜けられるとなると、どのくらいの規模か……」

			「だ、誰か!!　誰かいませんか!!」

			　まず最初に飛び込んできた相手を、柄頭で殴り倒す。

			　三対一、剣を振りぬく動作も、突き刺して抜く動作も時間が惜しい。迫るもう一人の男を即座に裏拳で殴り飛ばす。

			　地面に倒れた男と、横に殴られ、大きく体勢を崩した男。

			　ここでやっと、余裕ができる。それを感じたコテツはすぐさま剣を振りぬいた。

			　振りぬかれた剣は、最後の男の胴を真一文字に刻む。

			「浅いか？」

			　一刀両断とは行かなかったが、しかし、十分でもあった。

			　その出血ならすぐには動けまい。一応止めを刺したいところであったが、拳で殴った男の方が優先だ。

			　柄でまともに眉(み)間(けん)を殴ったほうはぴくりとも動かないが、拳で適当に殴っただけのほうは気絶とは程遠い。

			　それが体勢を直そうとしたところで剣を突き立てる。絶命しただろう。確認している暇(ひま)はないが。

			　それよりも肝心なのはやはり最初の相手の傷が浅かったことだろう。

			　メイド服の女がすでに身を起こして姫へと駆け寄っていた。

			　速い。

			「こちらに来いっ！」

			「や、止めてください!!」

			　それを見たコテツは相手に突き刺した剣を引き抜くことを諦め柄から手を離すと、その女へと向きを変えるが。

			「……む」

			　コテツはすぐさま首を逸らし、横目で倒れた男を見た。

			　その鼻先を飛翔する氷柱が通り過ぎる。

			「魔術か」

			　先ほど斬った男も、やはり浅かったのだ。

			　朦(もう)朧(ろう)としたような目の焦(しよう)点(てん)も合っていないようなそんな表情で、それでも魔術を放ってきた。

			　簡単に回避は成功したが、そのタイムラグが致命に至る。

			　間に合うか、間に合わないか。

			　殺す気なら、有効範囲内まであと一秒もないだろう。

			　モニカは明らかに素人(しろうと)。抵抗もできまい。

			　暗殺者がモニカに辿り着くまでの一秒。それまでにコテツは暗殺者に追いついて止めることができるのか。

			　足が強く床を蹴る。

			　大きく、手を伸ばす。届くか、届かないか。

			　その刹(せつ)那(な)を切り裂いたのは、もう一つの、はためくエプロンドレスだった。

			「大丈夫ですか!?」

			　文字通り飛び込んできたリーゼロッテが、その跳躍のまま女暗殺者に跳び蹴りを放ち、それを吹き飛ばした――。

			　女暗殺者は壁へと当たり、くずおれたきり動かなくなる。

			　コテツに魔術を放った男も限界を迎え、気絶したようだ。間一髪、と言ったところで、どうにかなったらしい。

			「助かった。ありがたい」

			　中での物音を聞いて駆けつけてくれたのであろう。

			　よくできた従者だ、とコテツは感心しながら剣を引き抜いた。

			「いえ、私はコテツさんのメイドですから」

			「……さ、さすがに優秀ですね。先ほどは生きた心地がしませんでした」

			　胸を押さえてモニカが言ったとき、そこにコテツとともに扉を守っていた兵士が駆け込んでくる。

			「どうしたんですか？　エトランジェ殿の従者殿が突(とつ)如(じよ)走り出したんですが……。こ、これは!?」

			　兵士は息を切らして現れるなり、部屋の惨状に驚(きよう)愕(がく)をあらわにした。

			「暗殺だ。人を呼んでくれ」

			「りょ、了解!!」

			「あ、私が行ったほうが……」

			　確かにリーゼロッテの方が足は速いだろう。

			　だが、コテツはそれを手で制した。

			「リーゼロッテ、君は周囲の警戒を。何か気配がしたらすぐに言ってくれ」

			「は、はい！」

			　指示に従い、走り去る兵士。

			　コテツは注意深く扉を閉めて、部屋の中心へと戻る。

			「だ、大丈夫なのですか？　私達が向こうへ行ったほうが……」

			　死(し)屍(し)累(るい)々(るい)、といわんばかりの惨状が恐怖心を煽(あお)るのだろう。

			　モニカは逃げることを提案するが、しかしコテツは首を横に振った。

			「そう思わせて、敵が待ち伏せしている可能性がある。奇襲されるより襲(しゆう)撃(げき)を迎え撃つほうがいい」

			　なにせ、こうもあっさりと警備をすり抜けて現れた相手だ。

			　確かに、式典の影響で警備が手薄になっていたのだろうが、これほどの相手ならば、後一手策を弄(ろう)していてもおかしくはない。

			　逃げている最中はどこから来るか分からないのだ。

			　背後を取られるか、前から来るか、あるいは上からかもしれない。前に向かって走っている状況であれば、特に上や後ろの対応が難しくなってくる。

			　対して、この室内であれば、扉か窓かの二択である。

			「あ、あの……、窓には、強固な障壁魔術が張ってありますから……！　こちらから開けない限りは……!!」

			　ちらりと窓を見たコテツに、モニカが緊張の面持ちで言う。

			「なるほど、では一択か」

			　来るならば扉だけ、ということになった。

			　扉を開けるという余分な手間が必要である分、初動はこちらに分がある。

			　ならば扉を開けようが破ろうが、扉に構うその隙に剣を突き立てればいいのだ。複数いる場合であれ、扉からは同時に三人も四人も入ってこれない。

			　窓から来るというのは、難しいと言えるだろう。それに、やはり窓を抜けるに際し、一つ余計な手間が加わってしまう。

			　こちらには耳と鼻が利くリーゼロッテがいる。部屋に潜んでいても臭いで分かるし、近づけば足音に反応できる。

			「部屋には何もいないか」

			「……はい。足音は、大勢が近づいてくる以外は。これは救援だと思います」

			「では、モニカ姫。そこに倒れている人間に見覚えはあるか？　少し酷かもしれんが」

			「……え、い、いいえ。……見覚えはありません。うちの兵士やメイドではない……、と」

			「なるほど。では外部の人間か」

			　救援が来るまで何分も待たなければいけないわけではない。

			　ならば、それだけ耐えられれば勝ったことになるのだ。

			「ご無事ですか!!」

			　そして、ほどなくして部屋へと大勢の兵士がなだれ込む。

			「今のところは問題ない。ところで、救援の中に見覚えのない顔はないか？」

			　兵士の中に暗殺者が紛れ込んでいないか聞くが、そこで全員が顔を見合わせて、首を横に振った。

			「分かった。問題ない。護(ご)衛(えい)を頼む」

			　本物の兵士の中に裏切り者が紛れ込んでいてはコテツには見分けのつけようもなく、ここは信じる他にない。

			「了解しました。さあ姫、もう大丈夫です。こちらへ」

			　部屋の外へと向かい、モニカを囲んで歩き出す集団の後に続き、コテツとリーゼロッテも外へ。

			「周囲の警戒を怠(おこた)らないでくれ」

			「はい、任せてください」

			　内部に裏切り者がいた場合はどうすることもできないので、それは諦め、コテツはリーゼロッテに注意を促(うなが)し、自身も周囲を警戒する。

			　周囲は大量の兵士に囲まれていて、さすがにその人の壁を真正面から突破することはできないだろう。

			　近づくのであれば軽(かる)業(わざ)師(し)のように背後から現れて兵士の頭上を跳ねて接近するか、あるいは上手くするりとすり抜けて接近するか。

			　どちらにせよ、困難だ。ならば、警戒すべきは上か。

			　そう考えてコテツが上を見上げたのと、リーゼロッテが声を上げたのは同時だった。

			「待ってください！　頭上を守ってください!!　上です!!」

			　天井と壁に張り付くその姿はコテツの故郷で言う忍者か。

			　黒装束が頭上から降ってくる。

			　迅(じん)速(そく)に兵士がモニカを引き倒して覆(おお)いかぶさるようにその身体を守った。

			　上を向いていたコテツは、リーゼロッテの声によって警戒を確信に変え、思考を加速させる。

			　斬りにいく暇(ひま)はなく、混戦は避けたい。

			　ゆえにコテツは腕を引き絞り。

			　無言にしてその剣を投(とう)擲(てき)した。

			　警戒して、すでに抜(ばつ)刀(とう)済みだった剣を投げるのに、少しの猶(ゆう)予(よ)も必要ない。

			　ただ投げて、突き刺すのみ。

			　コテツの全力を以て投げられた剣は、身を捩ってかわそうとした相手の脇腹を抉(えぐ)って飛翔し地に落ちる。

			　体勢を崩した暗殺者は、目標を大きく外れて地面に墜(つい)落(らく)し。

			「取り押さえろ！」

			　兵士の誰かが叫び、数人がかりで押さえ込む。

			「とりあえずは安全地帯に抜けるぞ。どこだ？」

			「謁(えつ)見(けん)の間に。急ぎましょう」

			　続く襲(しゆう)撃(げき)はない。これが最後だったのか、それとも、この廊下から続くいくつかの部屋に潜んではいても、人垣を抜けられないと判断したか。

			　その後は襲(しゆう)撃(げき)に遭うこともなく、どうにか謁(えつ)見(けん)の間に辿り着いたのだった。

			　

			「此(こ)度(たび)は迷惑を掛けた、エトランジェよ」

			「いや、問題ない。むしろ居合わせて幸いだった」

			「そう言ってもらえると、心が軽くなる」

			　今もなお、謁(えつ)見(けん)の間でモニカは厳重な警護の中にあるものの、一応の危機は去ったとみなされ、コテツと王、コルネリウスは言葉を交わしていた。

			「しかし、なぜこのような……」

			「それなのだが、実は式典を周知させたとき、このような書状が届いておってな」

			　その言葉に応じるように、側仕えの兵士が、一枚の羊(よう)皮(ひ)紙(し)を持って現れる。

			　コテツはそれを取り、紙面を眺めた。

			「あなたの一番大切なものを奪い取る……」

			　脅(きよう)迫(はく)状(じよう)だ。紙面から視線を離して玉座を見るコテツに、王は頷きを返した。

			「そう、我が国の至宝を狙っている、ということだろう。長らく何もなかったゆえ悪戯(いたずら)かと思っていたが」

			　ここに来て、初の襲(しゆう)撃(げき)ということか。

			「しかし、聞いた話では、朝から廊下に続く扉を守っていたのはそこの兵士だと聞くが……、手引きしたのはお主か」

			「わ、私ではありません！　王よ!!　私は何も……!!」

			　コルネリウスに懐疑の視線を向けられ、兵士は狼(ろう)狽(ばい)しつつも返事を返した。

			　コテツもそれはどうかと考え、助け舟を出す。

			「もしも手引きしたのなら。俺であればすぐに逃げ出す。それに、俺の従者が見ていたはずだ」

			　コテツの言葉に、あっさりとコルネリウスは納得した。彼は、それなりに道理が通じる人間のようである。

			「……確かに。失礼した、エトランジェよ、許せ」

			「問題ない。それよりも、あの廊下に連なる部屋を探るべきだ。逆に、朝から守っていた彼が誰も通していないのなら、部屋の窓から侵入した可能性がある」

			「なるほど、慧(けい)眼(がん)恐れ入る。確認を急がせよ。あの廊下に連なる部屋の窓には障壁魔術がかかっておる。残念なことだが、内からの手引きがなければ侵入できん。あそこに入ることができるのは女中のみ。とすればその中の人間が怪しいか」

			　兵が確認へと走り、しばらくの間部屋に静寂が戻る。

			　それを見計らったかのようにコルネリウスは口を開いた。

			「我もまた貴殿に頼ることもあろうと、つい先日言ったと思う。どうやら、早くもその時が来てしまったようだ」

			　もしかすると、この状況は担がれてしまったかもしれないと、コテツは否な予感を心に留めた。

			「こういった状況の心得もあると見える。すまぬが、この件に尽(じん)力(りよく)してもらえぬだろうか」

			　そして案の定引きずり出された。

			　式典の準備でどこかしこも手が足りない状況。必要な護(ご)衛(えい)を、他国から捻出する。

			「引き受けた、善処しよう」

			　エトランジェには断りにくい理由がある。

			　例えば、他国の事情に深く踏み込むわけには、などと言おうにも、国からエトランジェには自由な裁量が認められている。

			　そして、エトランジェとは対外に見せて活用する見せ札なのだ。つまり、ある程度評判を気にしなければならない。

			　理由なしに断るのはソムニウムにとっていい影響にはなりえないのだ。

			「おお、ありがたい。では頼むぞ、エトランジェよ」

			「了解」

			　仕方がない。そしてたとえ巻き込まれたところで大きな損があるわけでもない。

			　否応なく式典までの暇(ひま)が潰れるだけだ。

			　コテツが頷きを返したとき、先ほど確認に向かった兵士が戻ってきた。

			「報告します！　恐れながら、我らが王の寝室の窓が開いていたことが確認されました」

			「ふむ……、我が部屋を侵入経路に選ぶとは不届き者よな。しかし、我が部屋にいる間、当然賊(ぞく)は入っていない」

			「はい、それに、わざわざ犯行を遅らせる意味もないでしょうから、侵入したのはつい先ほどかと」

			　確かにそうだ。長い時間潜むだけ無駄に危険が増す。そもそも、コテツという他の人間がいる状況にもかかわらず犯行に及んだのは、入ってすぐさま確認せずに事に及んだという証ではあるまいか。

			「と、すれば……」

			　国王の言葉に呼応するように、そこにいたモニカが声を上げた。

			「私がお茶を頼んだメイドは……！」

			「すぐに探します。警備担当兵、人の出入りは？」

			「特になし。つまるところ、あの中にいたのは、一人だけかと」

			「あの時間の担当を探します、兵を数人連れていきますので」

			　兵士に言われ、国王は深く頷いた。

			「いいだろう。すぐに探し出せ」

			「はっ！」

			　兵士達が駆け出す。

			　それを見送って、コテツもまた、動き出した。

			「こちらはこちらでやらせてもらおう」

			「よろしく頼む、エトランジェよ。自由な活動による成果を期待している」

			　そして、国王に背を向け、コテツは外へと向かった。

			　

			　外で待っていたリーゼロッテの隣には、不安げなエリナの姿があった。

			「話は聞いたです。暗殺騒ぎですか」

			「ああ」

			「中ではどのようになったですか？」

			「協力を頼まれ、受けることにした。侵入経路は王の寝室の窓が有力。手引きしたのは直前に飲み物を運ぶために注文を受けた女中だと考えられている」

			「……お師匠さまの所見は？」

			　今、エリナがコテツのことを師と呼んだ。ということは、ただのエリナが事態を静観するのではなく、エトランジェの弟子が首を突っ込むということだ。

			　暗殺騒ぎに関わらせるのはどうか。

			　コテツは一瞬考えて、関わらせることに決めた。

			　エリナならば、そう、一人で突っ走りかねない。であれば、近くに置いて目の届く範囲にいてくれた方がまだいい。

			「血(ち)腥(なまぐさ)くなるぞ」

			「覚悟の上です」

			「君が手を汚さなくてはならない事態があるかもしれん」

			「私だけが大事にされて綺(き)麗(れい)なままは嫌です」

			「まだ焦(あせ)る必要はない、無理もするな。その上で好きにしろ」

			「はいです！」

			　やる気に満ち溢れすぎていて扱いに困る少女が頷く。

			「ふむ、では、今のところだが、所見以前に情報が足りん。これで暗殺が終わるのか、後続が来るのか。相手は誰か。規模はどれほどか。そもそもの目的。すべて不明だ。とにかく、今はその怪しい女中を探すしかない」

			　まあ、結局はエトランジェだからどうこうという前に、地道な努力となるわけだ。

			　だが、コテツを引き込んだことによって、通常は関わってこないはずのシャルロッテ達まで協力することになる。

			（上手いこと引きずり込まれたものだ。しかし、すでに逃走しているとすれば……）

			　考えながら、コテツは外に出た。

			「しかし、すでに外に出て着替えているとすれば、その女中を見分けるのは難しいな」

			　そうして、門まで辿り着き、門番へと声を掛ける。

			「聞きたいのだが、この数時間の間にここを出た女中はいるか？」

			「おお、これはエトランジェ殿。いませんよ、ねずみ一匹と通しちゃいません」

			「ここ以外に城から出る術は？」

			「通常ならないですぜ」

			「非常時なら？」

			「王家の隠し通路ってもんがありますね。でも王族しか知りませんや」

			「逆に現場の人間しか知らないような逃げ道は？」

			「あー、城の裏手の城壁に亀裂があったんですが、こないだ補修されちまいました」

			「なるほど、ありがとう」

			　礼を残して、コテツは身を翻(ひるがえ)した。

			　今度は、城の後ろへと歩き出す。

			　周囲を取り囲む城壁はかなり高く、そういう訓練を受けていれば登れると思うが、ただの女中が脱出できるとは思えない。

			「ところでリーゼロッテ、君はその女中とすれ違っているのか？」

			「はい。紅茶をお出ししますと伝えて、そのまま」

			「その前後に、何か物音は？」

			「いえ、特に大きなものは……」

			「妙だな」

			　窓を開ける音の一つや二つ、聞こえてもおかしくはない。

			　そうして、首を傾げた瞬間、リーゼロッテが表情を変えた。

			「コテツさん……！」

			　驚いたような、それでいて怯(おび)えるような表情。

			「血の臭いがします……!!」

			「え？」

			　呆(ほう)けたようなエリナの声に続いて、いつものコテツの声が響く。

			「どこだ」

			「こっちです！」

			　走り出したリーゼロッテを追うと、城の裏、その茂みに、人が倒れていた。

			「……これは」

			　エリナが、背後で生(なま)唾(つば)を飲み込んだ音が聞こえる。

			「エリナ。見るも見ないも自由だが、とりあえず兵士を呼んできてくれ。その後は好きにしろ」

			「あ……」

			「エリナ」

			「は、はいです！」

			　血まみれの死体。

			　うつ伏せで倒れているのは、間違いなく女中であると判断できた。

			「背後から刺されたようだな。争った後もない」

			「……そうですね」

			「君も無理をする必要はないぞ」

			「大丈夫です。これでも、元野生児ですから。慣れてます」

			　そう言って安心させるように、リーゼロッテは苦笑した。

			「そうか」

			「それより、この方は、お茶を頼まれた方なのでしょうか？」

			「ふむ、そうだな」

			　コテツは、うつ伏せになっている死体の肩を掴(つか)み、仰向けになるように転がした。

			　コテツの世界では専門家が到着するのを待つのがセオリーだが、しかし、この世界でそこまで細かな捜査はできないだろう。

			「一応見覚えがあるな」

			「はい、私もそう思います」

			「確定か」

			　はたして、逃げ出そうとしたところを口封じのために殺されたのか。

			　やはりこの女中が手引きしたのか、と心中で確定するその寸前。

			「……あれ？」

			「どうした？」

			「いえ、なんだか……、血の臭いに混じって紅茶の匂いが……」

			「そうか？」

			　コテツの鼻では血(ち)腥(なまぐさ)さしか感じられない。

			　ゆえに、鼻ではなく目で死体を注視するが、そこで違和感を覚える。

			「服に染みがあるな。紅茶の染みと見ていいだろう」

			　白いエプロンに、茶褐色の染み。

			　それが匂いの発生源だろう。つまり、紅茶をエプロンに派手に溢したということだ。

			　だが、そうすると妙だ。

			「つまり、殺される直前まで紅茶を運ぼうとしていたのか？」

			「あ……、確かに、変です」

			　逃走中に他に紅茶を運んでいた女中とぶつかったのか、紅茶を運んでいた最中に背後から刺され、紅茶を溢したのか。

			　それは分からないが、他の女中に聞けばその辺りははっきりするだろう。

			「しかし、この広範囲に渡る染みは」

			「紅茶を溢した地面に転んだらこうなりますね」

			「よく分かるな」

			「……む、昔やっちゃいましたから」

			「すまない」

			　しかし、やはり、直前まで紅茶を運ぼうとしていたというのが有力か。

			　背後から刺され、紅茶を落とし、その上に倒れた可能性が高い。

			　そして、直前まで紅茶を運んでいたとすれば、暗殺とは無関係な可能性も出てくる。

			「とすると、彼女は手引きしていないのか？」

			　手引きしておいてなぜ逃げなかったのか。何か考えがあったのか、あるいは。

			　そもそも手引きなどしておらず、囮として利用されたのか。

			「これで終わってはくれなさそうだな」

			　もしも囮なら、本当の侵入経路にはまだ価値がある。

			　どのような形で侵入したのか分からない以上、また同じ手口で侵入されるかもしれない。

			「……骨が折れそうだな」

		

	
		
			　

			47　不気味な花

			　

			　そうして、死亡したメイドはモニカが紅茶を頼んだメイドだと確認された。

			「いやぁ、私が寝てる間にそんなことになってるなんて。びっくりですよ」

			「それはいいのだが、君に思うところはないのか？」

			　あざみと二人、街を歩きながらコテツは質問する。

			　リーゼロッテは警護で有用であることと、エトランジェの従者であることを十二分に言い含めて護(ご)衛(えい)に置いてきた。

			　シャルロッテに任せてあるので、そう簡単にトラブルは起こらないだろうが、念には念を入れて、だ。

			　彼女の嗅(きゆう)覚(かく)と聴覚はこういった状況で非常に頼りになる。そして、いざというときにはその身体能力も利用できる。

			「うーん、私には特になんとも。寝てましたし」

			「ということは内部事情には問題ないのか？」

			「大丈夫じゃないですか？　特に変わったことはないはずですよ。まあでも、この国にはお姉さまがいないんで情報が入ってきにくいんですよね」

			「そういう国もあるのか」

			「まあ、理由は様々ですけど。新興国家とか。あるいは喪ってしまったか……、もしくは戦争で戦勝国に奪われたか」

			　あざみがお姉さまがいないと言う。つまりエーポス、アルトがいないということだ。

			「確かに、エーポスがいれば話が聞けたかもしれないが……」

			「いないものはいないですし」

			「その通りだ」

			　エーポス同士の仲は良好のようで、いろいろな話が聞けたのだろうが、いないなら仕方がない。

			「そういえば、君に聞きたいと思っていたのだが。君達エーポスは物質を転移させることができるが、それを侵入経路に転用することは可能か？」

			　今回の侵入経路の件、相手はどこから入ってきているのか。それが城内に直接出現しているのだとすれば、話は簡単すぎるほどなのだ。

			　その分、対処のしようもないが。

			　しかし、その考えをあざみはやんわりと否定した。

			「うーん……、確率は低いかと。まず最初に、難しいんですよ、これ」

			　言いながら、あざみはその手の中にペーパーナイフを呼び出した。

			「結構魔力消費する上に、複雑で、私達ですら、寝ぼけてたら失敗するかもしれません。他なら息するみたいにできるんですけどね。それにぶっちゃけ、私達だからできる部分でもあります。ご主人様の世界のＣＰＵ以上の処理能力を要求してくるわけでして」

			　ただの人にそれが可能なのかと問われれば、コテツにしてみれば正気の所業ではないとしか言いようがない。

			「ついでに、生き物の転移は今のところ無理ですよ。呼び出しても死んでるって言うか……、なんというか……、そう、あれです。肉体を持ってこれても魂(たましい)は置いてくるっぽいですよ。今のところは、ご主人様の言ったような精神や魂(たましい)といったものを検知したり、魂(たましい)に影響を与えたりする技術はありません」

			「そうか」

			　つまり、現実的ではないということだ。

			　素人(しろうと)であるコテツが考えるよりも、専門家の意見に従うのが正しい。

			　もしものことを考えておくべきではあるが、否定されたことをメインに考えるのは愚(ぐ)策(さく)だ。

			「ところでなんですけど、これって、どこに向かってるんです？」

			　コテツの歩むほうへついてきているだけのあざみは問う。

			　コテツは、視線の先に目的の店を見つけ、その店の扉へと向かった。

			　答えは簡単。

			「銃砲店だ」

			「おや、あるんですか」

			「そういえば、この世界では珍しいらしいな」

			　古びた木の扉を開く。

			　店内に入れば、鉄と油と火薬の匂いが鼻に突いた。

			「らっしゃい」

			　店主が、興味なさげにこちらを見る。

			「ご主人様、銃を買うんですか？」

			「ああ。今回の戦いで戦力不足を痛感した。そもそも、そこまでロングソードの扱いが上手いわけでもない」

			　銃は、中途半端な威力のものではいくら撃っても魔物によってはダメージにならず、防御手段にすらならない。

			　だが、対人戦となれば話は別だ。

			　今回にしたって、モニカに迫っていく暗殺者に銃撃ができたなら、危機的状況はなかっただろう。

			　そもそも、銃だったなら蹴りの後の追撃の時点で絶命させることもできたかもしれない。

			「まあ、そういえばご主人様も機動兵器乗りですが、軍人でもありますもんね」

			　機動兵器乗りが機体を降りて白兵戦を強いられた時点で負けたようなものではあるが、戦場では常に万全の状態で機体に乗って戦闘に臨むわけでもなく。

			　むしろ、機体の下まで無傷で辿り着く技術は必要だった。

			「どんな銃が欲しいんですか？　やっぱりライフルですかね、アサルトライフルあたり」

			「室内戦では短機関銃のほうが取り回しやすいが……、そもそもどちらも売っていないな」

			「まあ、人間サイズの銃は魔術の使えない人が切り札として隠し持っておくものですからね」

			　店頭を見渡せば、拳銃類しか置いていない。

			「じゃあ、拳銃ですか」

			「ああ、できればリボルバーが欲しかったのだが」

			「リボルバーでいいんですか？」

			「ああ」

			　オートマチック・ピストルとリボルバー、どちらが強いかなどとは、一概には言えない。

			　非常に小さく、装弾数が多く、破壊力がありながら貫通力に優れ、射程距離の長い銃などという都合のいいものが存在しない以上、状況に合わせて使い分けることこそが総合的に強いと言える。

			　そして、この世界の銃は工場で生産ではなく、魔術師が一つ一つ部品を造り出して組み上げており、今一つ部品精度の信頼性に欠ける。

			　信頼性においては構造が単純なリボルバーのほうが好ましいだろう。メンテナンスの手間も減り、本体だけでなく弾やメンテナンス用品の確保の面においてもリボルバーを扱いたいところであった。

			　しかし。

			「……リボルバーが凄まじく高いとは恐れ入る。すべてにエングレーブを施しているとは」

			　壁に掛けられている銀色のリボルバー達はどれもグリップに細工が施されており、値段は桁(けた)が一つ多いのではないかと見まがうほど。

			「まあ、リボルバーのほうが偉い人に人気があるんですよね。コレクション的な」

			　グリップに芸術的な細工を施すことをエングレーブというのだが、銃の性能を上げも下げもしないが、手入れの手間は増える。そして、芸術品なので、値段が跳ね上がるのだ。

			「現在までの貯蓄、王からの支援金、アマルベルガの支度金、これだけあれば十分だと思っていたが」

			　考えが甘かった、と言わざるを得ない。支援金や支度金を丸ごと注ぎ込む気はさらさらなかったのだが、それくらいしないとリボルバーは買えないようだった。

			「オートマチックなら普通だが……」

			　弾が頻(ひん)繁(ぱん)に詰まるような銃を使って戦闘する気は起きない。リボルバーが弾詰まりをしても、引き金を引けば次弾が撃てるのに対し、オートマチックだと弾詰まりした場合一度スライドを引いて弾を排出する手間もある。

			　はたしてこの銃に信頼は置けるのか。

			「店主、試し撃ちをしても？」

			「……」

			　問うと、露骨に嫌な顔をされた。

			　一発撃てばその銃は次から中古品になってしまうから仕方のないことだが。

			「ないよりマシか……」

			　結局、コテツは妥協することにする。

			　極端に安い単発銃とオートマチックを一丁ずつ。それだけなら新しく始めるスポーツの用具や楽器を揃えるくらいの気軽さで片付いた。

			「初めて来た、まともに銃が使えそうな客だ。カートリッジと弾は少しサービスしとくぜ」

			「助かる。よほど普及していないようだな」

			「とりあえず弾が出りゃいいって奴ばっかりだ。目くらましできれば後は魔術で片付けるってな」

			　こうしてみると、この世界での銃の位置づけが分かってくるというものだ。

			　最後の奥の手だとか、サブウェポンだとかいう立ち位置だ。

			　あるいは、コレクションか。

			　この世界には魔術があるためにこういった知識に疎(うと)いように思える。

			　有効な扱い方と正しい知識を知り、組織で使ってこそ、銃は威力を発揮するのだが、集団筆頭の騎士団は魔術傾倒。

			　銃を扱う冒険者達は個人で野放図に撃ちまくるだけ。

			　それでは利便性はさほど感じられない上、弾詰まりの可能性があると来たら、剣を振り回していた人間にとっては整備が面倒な不良品だろう。

			（しかしその分、この世界で組織的に運用すれば革新的な戦術になるのか。だが、規格の合った人数分の銃と弾、それに信頼性を付けて揃えるとなると会社を興したほうが早い気もするな……。この手間ゆえに先代達は銃を活用しようとしなかったのか？）

			　考えながら外に出るコテツに、あざみが話しかける。

			「ねね、戻ったら試し撃ちしましょうよ。弾サービスしてもらったんでしょう？」

			「別に銃などいつでも撃っているだろう」

			「ＳＨと生身じゃ違うんですよー」

			　だが、なんにせよ、戻れば分解して内部を確認、問題があれば整備し、最後は試し撃ちをすることになる。

			　一応のところ錆(さび)や罅(ひび)、傷、動作に引っ掛かりがないことやスプリングがへたっていないことは確認したが、それでも不安は拭(ぬぐ)えない。

			「楽しみですねー」

			　あれこれと今後のことを考えながら、コテツは城へと戻っていったのだった。

			　

			「こんなものか」

			　購入した銃の分解整備を終えて、コテツは部屋の机から立ち上がる。

			　そして、軍服のベルトに腰につけるヒップホルスターを通し、銃を挿す。

			　反対側にはマガジンポーチ。とりあえずのところ、準備はできたと言ってもいい。

			　単発式の銃のほうは、奥の手であるために懐の中だ。

			（いざというときに詰まらなければいいが）

			　頼る状況が来ないに越したことはないと思いつつもコテツはその感触を確かめた。

			「リーゼロッテ、外に出る。付いて来てくれ」

			「あ、はい。どちらまでですか？」

			「許可を得て試し撃ちといきたい。途中であざみと合流する」

			　そう言って外に出ると、扉の前にシャルロッテが立っていた。

			「む、コテツ、ちょうどいい」

			「シャルロッテか、護(ご)衛(えい)はどうした？」

			「休憩だ。後のことはエスクードに任せてある。彼女に任せておけば傷一つ付くまい」

			　ソフィア・エスクードは障壁、つまりバリアを得意とする。

			　確かに、彼女に任せておけば傷一つ付かないのだろう。

			「それでなのだが、今回の件、フリードのときにちょっかいを掛けてきたのと同じ相手ではないかと思うのだ」

			「ふむ……」

			「というか、他国にそういった方向でモーションを掛ける国や組織がいくつもあるはずはないんだ。あっていいはずがない。奴ら、この辺り一帯のパワーバランスを崩したいようにも思える」

			　残念だが、コテツはこの辺の地理や国同士の情勢に明るくないので鵜(う)呑(の)みにするしかないが、確かにそうとも思える。

			　はたして、パワーバランスを崩してどうするのか。戦争でも起こさせて、疲(ひ)弊(へい)したところを叩くとでも言うつもりか。

			　推測はできてもそれに信(しん)憑(ぴよう)性(せい)は出てこない。まだ、情報が足りない。

			「しかし、厄(やつ)介(かい)なことを背負い込んだぞ。失敗できない」

			　エトランジェの評判が下がることを気にしているのか、シャルロッテが眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せた。

			　だが、コテツはあっさりと冷たく返した。

			「評判、とは言うがな。正直な話、他国の姫がどうなろうが興味はない」

			「……それはどうかと思うが」

			「エトランジェの本分は要人警護ではあるまい。本質はＳＨ乗りであることだろう。ゆえに、ＳＨで来るなら容(よう)赦(しや)しない、絶対に負けはすまい。必ず勝つ。それで十分ではないのか？」

			「確かに、極限まで研ぎ澄ませばそうなるだろうな。まあ、別に見捨てると言うわけではないのだろう？」

			「絶対に守るなどと確約できないだけだ」

			「なら、それでも構わない……、か？　結果はともかく、対外的に人格者であることを表現できればまあ……、本分はやはりＳＨで負けないことだし……」

			「ところで、もう行っていいか？」

			「ああ、すまない、行ってくれ」

			　シャルロッテの言葉に応えるように、コテツは歩き出した。シャルロッテもすでに用はなく、歩き出す。

			　だが、その背後。

			「……む」

			　石の擦れるような重苦しい音。

			　おかしい。

			　コテツの部屋は廊下の突き当たり。

			　ここから突き当りまでにいるのはコテツとリーゼロッテの二人と、少し前を歩いていたシャルロッテだけのはず。

			　この物音を出すだけの要素がどこにあったのか。

			　振り返る。

			　するとそこには、深緑の軍服を着た男が立っていた。

			　この国のものではない、つまり、この国の人間ではない。

			「試し撃ちは実戦で、か」

			　そう考えた瞬間、コテツはヒップホルスターから拳銃を抜き放った。

			　銃を握る右手の親指で安全装置を解除、すぐさまスライドを引く。

			　この間にも、相手はナイフを持って迫ってきていた。シャルロッテは剣を抜き放っている。

			　安全装置とスライドの手間があるからこそ、こういうときはリボルバーがいいのだが、ないなら迅(じん)速(そく)にやるまでだ。

			（駄目ならすぐに剣へ持ち替える……！）

			　すでに剣の柄に片手をやりながら、引き金を引く。

			　撃鉄が雷管へと振り下ろされ、内部の火薬が急速に燃焼。その圧力が、弾丸を前へと叩き出す。

			（至近距離なら命中精度は別に問題ない、か）

			　相手の太股を、弾丸が突き抜けていた。

			　バランスを崩す、深緑の軍服の男。

			　それだけの隙があれば十分。

			　弾をあまり消費したくはないし、信頼しているわけではない銃を何発も撃ちたくはない。

			　彼我の距離は三メートル。大きく踏み込んで、バランスを崩したその腹に膝を抉(えぐ)るように突きこむ。

			　男の口から空気とともに唾が漏(も)れ出した。

			　前のめりになったところに膝で蹴り飛ばされ、男は力なく後ろに倒れる。

			　それでもナイフを手放さなかったのはさすがだが、形勢はすでに決していた。

			「武器を置け」

			　そう言って、男の横に膝をつき、頭へと銃を突きつける。

			　すでに、身をもって銃の威力を味わったばかりの男は、荒い息を吐きながらナイフを置いた。

			「下手なことは考えてくれるな。もうこうなれば、筋肉反射……、驚いただけで銃弾が出る」

			　たとえ男が一瞬にしてコテツにナイフを突き立てたとして。

			　銃弾は痛みに拳を握ろうとしただけで放たれる。この距離なら外すこともない。

			　良くて相打ち。この状況ではそれすら難しい。

			「それに、二人ほど後に控えている。諦めてくれ」

			　捕まえて話を聞きたいところなので、どうにか捕(ほ)縛(ばく)したい。

			「……分かった」

			　相手は諦めたのか、小さく声を上げた。

			「うつ伏せになって両手を後ろに。シャルロッテ、何かないか？」

			「ああ、こういうときだからな。警護中に捕(ほ)縛(ばく)もありうると思って針金だけなら準備した」

			　言われるがままに両手を後ろに回した男の親指を、シャルロッテは縛り付ける。

			　念のため足も拘束し、コテツはそこで突きつけていた銃口を下ろした。

			「シャルロッテ、これを頼めるか？」

			「構わないが、そちらはどうするんだ？」

			「侵入ルートを調べる」

			　コテツは、そう言って、男の腰に付いていた物を奪い取ると、廊下の突き当たりの壁を軽く叩く。

			「リーゼロッテ、分かるか？」

			「……向こうに、空洞があると、思います、多分」

			「やはりか」

			　石の壁を押してみる。反応はない。

			　もう少し強く。わずかに動いた。

			　そのまま押し切ると、まるで扉のようにその石の壁は、ずれていく。

			「なるほど。ここから出てきた、と」

			　日の差し込まない暗い小さな部屋。

			　その床の中心部には取っ手の付いた蓋(ふた)のようなものがある。

			　それをコテツは、片膝をついて掴(つか)むと、思い切り引き上げた。

			　ごりごりと擦れる音がして、蓋(ふた)が開く。

			「暗いな」

			　コテツは先ほど奪ったライトを点けて、中を覗(のぞ)き込んだ。

			「これが王族しか知らないという通路というものか」

			　はたして、暗殺者がなぜ知っていたのか。

			　それは分からないが、確かに便利な侵入路だろう。

			（だが、全開の暗殺者達と明らかに装備も外見も違うのは気になるな。役目が違うのか……？　暗殺ではなく通路の探索をしていたところに誤って出てしまったか）

			　コテツは、その地下通路の中に入ることにした。リーゼロッテを伴い、梯子を下る。

			　中は、暗く湿った空気。壁や床、すべてが石のブロックでできている。

			　ここから見える限りでも、いくつか分(ぶん)岐(き)しているようで、内部は迷路のようだった。

			　広さ自体はそこそこだ。二人で歩くことに不都合は感じない。

			「リーゼロッテ、何か匂いを感じたら頼む」

			「はい」

			「それと、君は俺の右側に立たないように注意してくれ」

			「えっと、それはなんでか、聞いてもいいでしょうか？」

			　素直に従い、左に回りつつも聞くリーゼロッテに、コテツは前方を注視しながら言葉を返した。

			「銃を撃てば薬(やつ)莢(きよう)という筒が右後方に出る。熱を持っているから触らないように頼む」

			「分かりました。気を付けますね」

			　元の世界では、右後方に出る物が多数だった。はたしてこの世界でもそうなのかは分からないが、今現在コテツの手に握られている銃はそういうものであった。

			　いつでも撃てるように、銃は前に向けながらコテツは左右の分(ぶん)岐(き)を見る。

			「何か分かるか？」

			「……えーと、花の匂いがします」

			「花？」

			「他には、特に言うべきものは感じません」

			「とりあえず、その方向に向かって歩いてみるか」

			　暗い通路を歩くが、景色は変わり映えしない。

			「ずいぶんと複雑な構成になっているんだな」

			「追っ手を撒(ま)く意味もあるんだと思います。王族の方だけが通路の全容を知っていると言う話ですし」

			「とすると、いくらでも隠し通路が出てきそうだな」

			　見たところ、罠(わな)のようなものはない。

			　迅(じん)速(そく)に逃げることを優先しているのだろう。

			　むしろこの通路にまで入ってこられたら完全に負けだろう。

			　敵がこの隠し通路に気付く前に逃げ切るべきなのだから。

			「しかし、相手はこの通路の外側からの入り口を見つけているのか」

			　男の装備や、予想外に通路に出て、コテツ達に遭(そう)遇(ぐう)してしまった、という行動を見るに、相手はこの通路の全容を把(は)握(あく)していないようだ。

			　むしろ、全容が知られてしまうと非常に厄(やつ)介(かい)なことになる。

			　入り口はいくつかあるのだろうが、そのどこからでも自由に侵入されかねない。

			　後ほど、王に報告しなければならないだろう。

			　そうして、しばらく右へ左へと文字通り紆(う)余(よ)曲(きよく)折(せつ)を経て。

			　ついに花の匂いがコテツの嗅(きゆう)覚(かく)をもくすぐるようになっていた。

			　甘い匂いだ。逃げ場のない通路に篭(こも)ってむせ返るほどの臭いですらある。

			「大丈夫か？」

			「えっと、はい。頑(がん)丈(じよう)ですから」

			　自分よりも鼻が良いリーゼロッテはどうなのかと気にしてみるも、そうでもないようであった。

			　感度がいい分、頑(がん)丈(じよう)でもあるのだろう。

			「人の匂いは大丈夫か？」

			「ここまで花の匂いがきついとちょっと……」

			「仕方がないな。目的地まであと少しだろう。そこを見たら引き返し、別のほうを探索する」

			　前方に見える通路の曲がり角の左側から、光が差し込んでいるのが見えた。

			　外が近いのだろうか。

			　そうして、曲がり角でコテツ達が左を向くと、そこには。

			「……これは」

			　一面に広がる花畑がそこにはあった。薄気味悪いまでの赤い花。

			　そこだけは、人工の光が天井から降り注ぐ。はたして魔術か、天井そのものが光っているようだった。

			　そしてその中心部には、一機のＳＨの姿がある。紫色の体(たい)躯(く)が赤い花に映え、いかにも不気味な姿をさらしていた。

			「コテツさん、これっていったい……」

			「俺にも分からんが、人がいるぞ」

			「え？」

			　一面の赤い花の向こうに、白いテーブルと、椅子に座る人影が見える。

			　警戒は怠(おこた)らないが、しかし、眺めるだけでも仕方がない。

			　それに、暗殺者などとはまた違った、不思議な空気だ。

			　コテツは、懐中電灯をベルトに引っ掛けると、銃を持ったまま、そのテーブルへと近づいた。

			「すまないが、君が何者か、教えてもらえないか」

			　不(ぶ)躾(しつけ)な会話だと分かってはいても、他に言えることもない。

			　愛想良く挨(あい)拶(さつ)するような場面でもないだろう。

			「あら、久しぶりのお客様だわ」

			　相手も、こちらに気が付いた。

			　にこやかに、挨(あい)拶(さつ)をしてくる。緩くウェーブを打っている金髪の女性。煌(きら)びやかにドレスで装飾された彼女は美しくあったが。

			　だが、その表情に、所作に、声に。

			　コテツは悪寒が走るような薄気味悪さを覚えていた。

			「あなたのお名前はなんて言うの？」

			　そう問うてくる瞳(ひとみ)の焦(しよう)点(てん)が合っていない。

			「……コテツ・モチヅキ」

			「私は、私は……、なんだったかしら。ねえ、あなた、私は誰だったかしら」

			「俺には分からない」

			　声に、正気が感じられない。

			　それはまるで、廃人だとか、狂人だとか、そういった人間の空気だった。

			　少なくとも暗殺者と言った空気ではない。

			「私は誰？　……分からないのね？　ではあなたは？」

			「コテツだ」

			「そうだったわ、そうね。思い出したわ。お久しぶり、コテツ。ところであなたはどんな人なの？」

			「俺か」

			「そうよ。そうなの。あなたは何？」

			　何、と問われてコテツは自分のプロフィールを思い浮かべた。

			　特筆すべき点など、そう多くはない。

			「エトランジェをやっている」

			　真っ先に出てきた言葉が、職業だ。

			　コテツにこれ以上分かりやすいプロフィールの内容はない。

			　だが、それに対する反応はいささか予想外だった。

			「まあ、エトランジェ！　エトランジェなのね、あなた！　ソムニウムの!!」

			　恐ろしいほどに、食いついてくる。

			（これは誰だ……？　いったい、なんだ）

			　不気味である。まるで、踏み入れてはいけないところに足を踏み入れようとしているように思う。

			　だが、目を逸らしてはいけないような気もする。

			「ねえ、泣き虫のアマルベルガは元気？」

			　不意に、知った名前が出てきた。そのアマルベルガとは、コテツの知るアマルベルガなのか。

			　いよいよもって、退くか進むか、考えなければならない。

			「アマルベルガは……、元気だな」

			　進む道を、コテツは選んだ。勘(かん)が騒いだ、無関係ではないと。何かある、と。

			　背後に佇(たたず)む鉄の巨人を見上げながら、コテツは言葉を紡(つむ)いでいった。

			　それに合わせて、女も声を弾ませる。

			「本当!?　久しぶりに会いたいわ、ふふふふ」

			　傍(はた)から見れば会話が弾んでいるように見えるだろう。

			　だが、その実、背筋に薄気味悪さを感じさせる会話だった。

			　目が正気ではない。口が正気ではない。まるで瞳(ひとみ)はただの眼球で硝子(がらす)球(だま)のようだった。

			　口は唇が赤いだけで、白い素肌が横に裂けているようにしか見えなかった。

			「君は、いつも一人なのか？」

			「一人？　一人かも。一人だわ。私は一人。でもお花達がたくさんいるわ。私が一輪の花になってしまえば一人じゃないわ。お庭に埋まって、花を咲かせて散るの。そして私は種になって春を待つわ。ああ、そういえば、ここにはいつ春が来るのかしら。長い間待ってる気がするけど。一年は待ったわ、もしかしたら二年かも。もっとかしら。今は夏よね？　春が来ないわ、ねえ」

			「そうか」

			　完全な意思疎(そ)通(つう)というものは諦めていた。

			　こういうものは理解に努力が必要という問題ではないのだ。

			　理解したところで対価はないに等しく、本質的に理解してはいけない領域だ。

			「ああ、でも、この間知らない人が来たかしら」

			「知らない人？」

			「そう、知らない人よ。でも、何度か来たかも。どうかしら、どう思う？」

			「それは緑の服を着ていなかったか？」

			「そうかしら、そうかも。どうかしら？」

			　碌(ろく)に通じない会話だが、この不可解さは異常だった。

			　何かピースが合わさるように、情報が集まれば一つの絵が見えてくるかもしれない。

			　どちらにせよ、彼女からまともな情報を聞きだせる気はしない。

			　一度、戻ることにする。

			「もう行くの？　気を付けて。私に食べられないように気を付けてね」

			　そんなはずはないのだが。

			　しかし、コテツには、この足元の赤い花が、芥(け)子(し)のように見えて仕方がなかった。

		

	
		
			　

			48　make value

			　

			「いったい、なんだったんでしょう、彼女は」

			「……分からないな。予想はついても全容と確証は分からない」

			　部屋に戻った二人は、釈然としないまま部屋へと戻った。

			　待っていたシャルロッテに、不審者を捕まえただけと報告しておいて欲しいと言い含め、今に至る。

			「でも、報告しなくて良かったんですか？」

			「正直何を伝えていいのかも分からん。それに、無関係な国家機密に触れた可能性がある」

			　何が無関係で何が関係しているのか、それが分からない。下手に口に出すのも不(ま)味(ず)い。

			　藪(やぶ)を突いて蛇が出る――、つまり下手にこじれても困るのだ。

			　地下のアレは碌(ろく)でもないものだ、と俺の勘(かん)が囁(ささや)いている。

			　しかし、考えた所で疑問点に答えが出るわけではない。

			（下手の考え……、という奴か）

			　焦(あせ)ったところでどうしようもないと思って、コテツは思考を止めることにした。

			「……寝るか」

			　呟(つぶや)いたコテツに、リーゼロッテは神妙な面持ちで頷いた。

			「その、今日はベッドで寝てください」

			「なぜだ？」

			「疲れて、ないですか？　ここに来て働き通しで、こんなことに巻き込まれてしまって」

			「その台詞(せりふ)は君に返そう」

			「わ、私は頑(がん)丈(じよう)だからいいんです」

			「同じ台詞(せりふ)をまた返させてもらう。軍人が婦女子よりも頑(がん)丈(じよう)でないというのは立つ瀬がない」

			　彼らのベッド事情は、だいぶ変わっていた。

			　無論、ベッドは一つしかなく、もう一つ運び込むようなスペースがあるわけでもない。

			　そして、互いを互いに気遣い合った結果、ベッドの使用者は決まっていないのだ。

			　コテツは、突き詰めれば一般人であるリーゼロッテに休養を取らせようと考えるし、リーゼロッテは主に休みを取らせようと考えている。

			　こういったことに対し、意地を張るというのも馬鹿らしい話であり、疲れているほうは先に寝てしまう。

			　そうしたら、起きていたほうは寝たほうをベッドまで運んで寝かせるのだ。

			　基本的には、二人がけのソファに座って時間が経つのを待つだけだ。

			　決まっていることと言えば、眠ければ我慢しないことだけである。

			　なのだが、今日に限って言えば、リーゼロッテはコテツにベッドを勧めてきたのだ。

			「その、ベッドを……」

			　コテツとしては、リーゼロッテを休ませたいところである。

			　女子供だからという理由だけでなく、戦闘員でもないのに無理をさせすぎたという部分がある。

			　鼻や耳は便利だし、荒事や悲惨な光景に慣れている、と言っても彼女は訓練を受けた軍人ではないのだ。

			　女子供だからどうこう、というよりも、倒れてもらっては困るという思いがあった。

			　亜人だから、碌(ろく)な治療が受けられるかも分からないのだ。むしろ代わりを勧められる予感すらあった。

			　が、不意に、コテツは馬鹿らしさを感じてしまった。

			「……二人でベッドを使えば済む話か？」

			「えっ？」

			「いや、女性に向かって言う台詞(せりふ)ではなかったか」

			　失言だったと、訂正するコテツ。

			　しかし、リーゼロッテからは、思惑とは違う答えが。

			「……えっと、いいですよ？」

			　顔を赤くして、リーゼロッテは言った。

			　恥ずかしげに顔を伏せて、狐耳はいつもより少しだけ垂れている気もする。

			「わた、私は、最初会ったときにも言いましたけど、コテツさんが望むことをするのが私の仕事です。その……、夜(よ)伽(とぎ)の相手とかも……」

			「そうか、だが安心しろ。手は出さない」

			　そう言ってコテツは立ち上がった。

			「先に寝ていてくれ。装備を外す」

			「じゃ、じゃあ。失礼します。待ってますから」

			「大丈夫だ、ちゃんと寝る」

			　ベッドの布団の中へと入ったリーゼロッテを尻目にコテツはホルスターを外し、ベッドの側に置いてあるテーブルへと乗せた。

			　懐の銃も同じようにそこに置く。

			「では入るぞ」

			　コテツは上着を脱ぐと、布団へと入る。

			　Ｔシャツとジャージのような寝間着があるにはあるのだが、侵入者が出ている以上はあまり軽装になるのは誉(ほ)められたことではない。

			「は、はい」

			　布団に入ったコテツを、リーゼロッテは緊張した様子で受け入れた。

			「温かいな」

			「う、鬱(うつ)陶(とう)しいですか？」

			「いや」

			　その温かみは、ありがたいとすらコテツは思う。

			　人の武器は段々と人を殺す感触から外れていく。そのことを剣を使った戦闘をして、彼は再確認することとなった。

			　銃では、人を殺しているのだという、吹き出る血(ち)飛沫(しぶき)の温かみを感じられない。

			　血の温かみも、肉の柔らかさも、骨の硬さも、殴ったときの拳の痛みも。

			　人型機動兵器というのは、もっと悪い。断(だん)末(まつ)魔(ま)も、死に顔もそこにはなく、冷たい鉄の巨人がいるだけだ。

			　そういう理由で、せめて声だけでもと通信をオープンで開いたままにしていた兵士もいる。

			　鉄の巨人に乗るならば、鉄の巨人に体温を奪われることを覚悟しなければならない。

			　顔も見えず、声も聞こえず、そして、感触もないならば、人はどこまでも冷たくなれるものだ。

			　戦時中はそれでもいいが、今は、そうではない。

			（エリナには実感して欲しくない世界だが……。甘えか）

			　何よりそれをエリナが望まない。

			　ならば、国が平和であることを祈るしかないだろう。

			　あるいは、意地でも平和を守って見せるか。

			　何をすべきか、風に吹かれる木の葉のような生き方だが、それでも、意外にも、守るべきものは増えてきた。

			（生きているだけでしがらみは増えるものだ）

			　そう思って、コテツはリーゼロッテを見た。

			「そういえば、君に聞きたいと思っていたことがある」

			「なんでしょうか？」

			　コテツの声に応え、もぞり、とリーゼロッテが身じろぎし、彼の瞳(ひとみ)を見た。

			「君は、エトランジェの侍従を辞めたいと思ったことはないのか？」

			　この国に来てずっと気になっていた言葉を、コテツは吐き出した。

			　差別の実情。権力が集中する場所に近づけば近づくほどそれは酷(ひど)く、現場に近づけば近づくほど緩くなる。

			　アマルベルガの城だから、かなりマシなほうなのだろう。

			　そして、エトランジェの隣は安全圏だ。

			　だが、コテツに付き従うよりも、もっと楽な生き方があるのではないかとも思う。

			　例えば森で静かに暮らすこと。差別意識の薄い、冒険者となって、自由気ままに生きること。

			　それをコテツは、聞いておきたいと思ったのだ。

			「無理に付き合う必要はないぞ」

			　だが、その問いに、リーゼロッテは、困ったような顔をした。

			「逆に聞きますけど、私じゃダメですか？　お役に立てませんか？　ご迷惑、でしょうか」

			「いや。君は十二分に役に立っている」

			　私生活から、鼻や耳、役に立つ部分はデメリットを補って余りある。

			「なら、お側にいさせてください。私は大丈夫ですよ。私がそこにいることを許してくださるなら。私は他の人に何を言われても負けませんし、お仕事はちゃんとこなせますし、なんでもお役に立って見せます。私が、そう決めたんですから」

			「自分で、か」

			「はい、それが私だって決めたんです。めげないし、仕事はするし、役に立てる人です。許してくれるなら、そういう人でいさせてください」

			　そう言って微笑(ほほえ)むリーゼロッテに、コテツは目を閉じて、己の姿を思い浮かべた。

			（でははたして俺にどんな価値があるのか）

			　特に答えは出ない。

			　そんな中、不意に、リーゼロッテがコテツの手を握った。

			　何のつもりかと考えるも、リーゼロッテは笑っている。

			「とりあえず今は……、冷たい手を温められる人ということにしてください」

			「……ああ」

			「それでは、お休みなさい」

			「ああ、お休み」

			　寝ると決めれば後は早い。コテツの意識は、水に鉄塊を落としたかのように沈んでいった。

			　

			　そしてその三日後の昼。

			　さらなる、襲(しゆう)撃(げき)があった。

			「ふ、来たか。行くぞコテツ！」

			　暗殺者達を前にシャルロッテが、愉しげに口の端を歪(ゆが)める。

			　コテツは、それをちらりと横目で見ていた。

			「楽しそうだな」

			「そうか？」

			　言葉を交わしながら、シャルロッテは斬りかかった。

			　相手のナイフを弾き飛ばし、さらに剣を振るって、確実に敵にダメージを与えていく。

			「ああ。楽しそうだ」

			　しかし今回は、ナイフや剣ばかりではない。魔術師二人が、今にも魔術を唱えんとしていた。

			「させん」

			　それを許すわけにはいかない。

			　コテツはそちらに向かって銃撃を放った。

			　四発撃ったうち、最初の二発が外れ、一発が相手の一人の腹に当たり、もう一発はもう一人の膝へと当たる。

			「中距離になると精度が悪いな」

			　だが、十分であった。

			　集中を途切れさせ、まともに術式を考える暇(ひま)を与えなければ、魔術は発動できない。

			　その間に、シャルロッテが果敢に切り込み、敵を切り裂く。

			　そして、魔術師二人を切り伏せて、一度コテツの下まで戻ったシャルロッテは呟(つぶや)いた。

			「ふむ、しかし……、楽しいかもしれんな。不謹慎だが……、エトランジェとともに肩を並べて戦うことを、私は楽しみにしていたのでな」

			　確かに、本当に肩を並べたのはこれが初めてかもしれない。

			　同じ戦場にいただけであれば二、三度あるはずだが。

			「背後にはエーポスまで控えているのだ。気合の入らないはずもなし！」

			　言う通り、背後にはソフィアが立っている。

			　彼女の専門は障壁。今もなお、モニカとエリナを包むように張られ、半透明の緑の板が彼女らを守っている。

			「何人いようが掛かってくるがいい！　剣の錆(さび)にしてくれる!!」

			　背後への憂(うれ)いはなく、シャルロッテの剣が冴(さ)え渡る。

			　コテツは、バックアップに徹するだけで、簡単に決着は付いてしまった。

			「ふう、助かったぞコテツ」

			「いや、ほとんど君が決めたようなものだ」

			　その冴(さ)え渡る剣技はさすがと言うべきか、相手のすべてを生存者として捕(ほ)縛(ばく)させた。

			　コテツであればそうはいかない。一人二人を残してすべて絶命させることになったろう。

			　彼らはすでに兵士によって回収され、今頃は牢の中か。

			「意外と、使えるものだな、銃というのは」

			　彼女曰(いわ)く、殺すだけならいつでもできる。相手も覚悟済みであろうから、収容できなくなれば殺せば良い。

			　だが、話を聞きたくなっても殺してしまっては生き返ることはない、と。

			「導入しようと思ったことはないのか？」

			「一度試験的に我が騎士団で運用してみたが、暴発が頻(ひん)発(ぱつ)、的に上手く当たらず、故障もしょっちゅうと来るとな」

			「買ってきて、必要なとき弾を入れればいいというものでもないからな」

			　整備しなくては故障するのも当然だ。しかし、その整備の知識はどこで得るのか。

			　そこも問題だろう。書物は印刷技術がそこまで発達していないために、銃の分解整備に関する本など売られていない。

			　無論、ネットワークなどないし、そうすると人に聞くしかないのだが、聞けるような銃のユーザーが少ない。

			　つまり結局、物好きのための武器ということだ。

			「ふむ……、見せてくれないか？」

			「ああ、少し待て」

			　コテツは、弾倉を外し、スライドを引く。

			　薬室に装(そう)填(てん)されていた弾も排出され、銃に弾が残っていない状態にした上で、安全装置を掛けて手渡した。

			「先ほどのが……、安全装置というものだったか。弾が残っていないのに掛ける必要はあるのか？」

			「軍では銃に弾が入っていないという状況を想定していない。弾が入っていないと勘違いして暴発させた件数が多いためだ」

			「なるほど、その辺りの徹底が暴発を防ぐのか……」

			　シャルロッテが、受け取った銃を弄(いじ)って、射撃をするような動作をする。

			「しかし、使うたびに整備しないといけないのだろう？　やはりいささか面倒だな」

			「現場であれば現場の判断というものが挟まれるが、実弾を撃ったなら整備すべきではあるな」

			　後は慣れがあればさほど苦でもない、それこそ弓よりもずっと簡単に扱えるのだが、その最初のハードルが難しいのだろう。

			「武器の整備はどれも面倒だと思うが」

			「いやしかし、整備のために部品をなくされた日には……」

			　その顔に、苦労が滲む。

			　これが実情か、とコテツは心中で呟(つぶや)いた。

			　この分だと、銃の組織的導入はずいぶんと後のように思える。

			　シャルロッテが銃を構える姿は凛(り)々(り)しく、美しいのだが。

			　そんな彼女はひとしきり触って満足したのか、コテツに銃を手渡した。

			「ふむ、しかし今回もあれらはどこから入ってきたのだろうな」

			　大事を取って、モニカの部屋は別の箇所へと移されたのだがしかし、暗殺者は当然のように侵入してきている。

			　どこから入ってきたのか。コテツはその答えを持ち合わせておらず、シャルロッテの疑問は虚空に溶けて消えた。

			「マスター」

			　と、そんな中、ソフィアがコテツに声を掛けてくる。

			「どうした？」

			「守った」

			　コテツに負けず劣らず、短く端的にソフィアは応えた。

			「そうだな」

			「誉(ほ)めて」

			「よくやった」

			　言われるがまま誉(ほ)めてみたのだが、ソフィアはその場を動かない。

			　なにか違うのだろうかとコテツが疑問を覚えたとき、それを隣からシャルロッテが笑い飛ばした。

			「はは、コテツ、そういうときは行動で示すものだぞ」

			「行動、か？」

			「無表情でよくやったでは誉(ほ)められている気などしないさ。笑顔の一つも付けられないなら何か行動の一つでも加えなければな？」

			「……どうしろと」

			「頭でも撫でてやれ。親が子にするようにな。それで駄目なら物で釣れ」

			　言われつつ、コテツとソフィアは見詰め合う。

			　無表情同士が見つめあう様は、ある種異常とも言えた。

			　そうして、無表情の片一方は、その手を上げて、もう一方の頭へと乗せたのだった。
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			「助かった。次も頼む」

			「任せて欲しい」

			　満足したらしいソフィアから手を離すと、その後コテツは背後に振り向き、そちらへと歩き出す。

			　背後といえば、護(ご)衛(えい)対象であるモニカ、そして、見学のエリナがいた。

			　この件に首を突っ込むことは、エリナの希望だが、同時に、部屋にいるよりソフィアの障壁の中にいてくれたほうが、安全だからでもある。

			　唐(とう)突(とつ)にコテツ達が敵に遭(そう)遇(ぐう)してしまったことから、どこにいても期せずして敵に出会う可能性がある。

			　できるだけ傍(そば)から離れて欲しくないというのがコテツ達の総意だった。

			「大丈夫か？」

			「私は何もありませんわ」

			　そう言って微笑(ほほえ)みを返すモニカ。

			　コテツは続いて、その横に控えていたエリナを見た。

			「エリナは」

			「は、はいっ、大丈夫です、お師匠さまっ」

			　今回は見ているだけだったエリナだが、それもやむなし、いや、それでいいだろうとコテツは考えている。

			　エリナが戦えるのは試合までだ。

			　実戦においては素人(しろうと)。彼女が使うのは剣であるからして、竦(すく)んでしまったときの危険は銃の比ではない。

			　実戦にいきなり投入するのは余裕のないときでいい。訓練を施していない兵士を出して碌(ろく)なことにはならないだろう。

			　エリナが戦いたいと望むのなら、少しずつ戦場の空気に慣らしていけばよい。

			「では、移動するか。ソフィア、何かあったときは障壁を頼む」

			「ん」

			　侵入経路が掴(つか)めないため、襲(しゆう)撃(げき)のあった箇所に留まり続けるのは得策ではない。

			　むしろ、できることなら相手が知らない場所に隠しておくのが安全なのだ。どこにいるのか知らなければ襲(しゆう)撃(げき)のしようもないのだから。

			　伏兵はすでに兵士達が確認し、安全だという判断が下されているため、動き出すことにためらいはなかった。

			「ではこちらに」

			　シャルロッテがモニカを先導し、歩き出す。

			　そうして、その部屋から少し遠ざかった部屋に、一同は落ち着いた。

			「しかし妙だな。やる気があるのか、それともないのか」

			　その言葉に、コテツは考える素振りを見せる。

			　思い浮かべるのはこれまでの襲(しゆう)撃(げき)だ。

			「確かに、諦めずに向かってきてはいるが」

			「自(じ)棄(き)になって無駄に戦力を投入しているようにも思える」

			　式典が近づくにつれ、襲(しゆう)撃(げき)は多くなっていた。

			　これまでに三回の襲(しゆう)撃(げき)があり、その襲(しゆう)撃(げき)はすべて阻(そ)止(し)されている。

			　しかし、それを護(ご)衛(えい)が優秀だからと言って自(うぬ)惚(ぼ)れて事実を見誤るわけにはいかない。

			　本来であれば襲(しゆう)撃(げき)が失敗するほど警備はそれに対応し強化されていく。こんなふうに襲(しゆう)撃(げき)を繰り返しては失敗するような状況は、完全に敗北と言っていい。

			「ここまでされるほどの恨みでも買ったのか？」

			　コテツの問いに、モニカはふるふると首を横に振った。

			「……いえ、私自身はそのようなことは」

			　確かにモニカは美しい。しかし、それ以外に取り柄もないのだ。

			　それほどまでにモニカにこだわる理由とは何か。

			　考えても分かることはなく、コテツはモニカを見た。

			「しかし、気丈だな」

			「私ですか？」

			　ああ、と頷いたコテツに、モニカは微(び)笑(しよう)を返した。

			「私は、お父様や兵士の皆さんの誇りでありたいのですから」

			　だから泣いたり喚(わめ)いたりする無様はしない、と彼女は言う。

			「そうか」

			　そんな彼女に、コテツは続けて言葉を向けた。

			「だが、俺はこの国の人間でもなければ、君を誇りに思っているわけでもない」

			「……えっと？」

			「他の人間とてそうだ」

			　そう言って、コテツは周囲にいる人間を見回した。

			　シャルロッテ、エリナ、ソフィア。他には誰もいない。ソムニウム組はある種一つの班として活用されている。

			　そして、警備の人手が足りない以上、こういった面(めん)子(つ)で護(ご)衛(えい)に当たることもあるということだ。

			　正直なところ、個人の能力として、この国でコテツ達を超える精兵はいない。

			　コルネリウス王の警護にも精鋭を割かなければならない。少人数で警護に当たる、能力に優れた兵士が足りていないのだ。

			　今も部屋の外で周辺を警戒する兵士だけでは、もしかすると突破されてしまうかもしれない。

			「つまり、今この部屋に君の国の人間はいない」

			「気を……、使ってくださってるのですか？」

			「この環境が女子供に優しくはないということは理解しているつもりだ」

			「そうですか……」

			「おいそれと、他国の人間に弱みを見せられないことも理解してはいるが。護(ご)衛(えい)対象がパニックになって泣き叫ぶことは珍しいことではない」

			　なにせ、護(ご)衛(えい)するのは心得のある人間でも、護(ご)衛(えい)されるのは戦闘に無縁な素人(しろうと)だったりすることが多い。

			　特に軍人の将校の娘などは、平和な日常から突(とつ)如(じよ)銃声と死体と硝(しよう)煙(えん)の中に放り込まれ、パニックを引き起こしやすい傾向にある。

			　むしろ、パニックを引き起こさないほうがおかしいというものだろう。

			「じゃあ、あなたは護(ご)衛(えい)対象が泣いてしまったときはどうしているの？」

			「特に何もしないが？」

			「……ええ？」

			　コテツの言葉に、モニカは微妙そうな表情を返した。

			　何が気に食わないのかと、コテツは答えに付け加える。

			「敵に居場所を悟られたくない場合は無理やり口を塞ぐか締め落とすことを考えるが」

			「そうじゃない場合は、何もしないのね？」

			「ああ。ガス抜きというものは必要なのだろう？　ケースバイケースに合わせられないんだからお前は邪魔をするんじゃないとよく同僚に言われたものだ」

			　お前が関わるとこじれるから、とはよく言われた台詞(せりふ)だ。

			　実際気の利いた台詞(せりふ)も出てこないのだから否定のしようもない。

			「真面目な人なのですね、今度のエトランジェ様は」

			「そうか？」

			「その方の言いつけをずっと守ってらっしゃるんでしょう？」

			「進歩がないだけだ」

			「ふふ、そうですか。でも、私は大丈夫ですわ。もしも泣きたくなってしまったら、あなたの胸を貸してくださいませ」

			「善処しよう」

			　と、話が纏(まと)まった辺りで、機を見ていたのだろう、シャルロッテがしかし、と声を上げる。

			「奴らはいったいどこから、という話だな」

			　いまだにどこから入ってきているのか掴(つか)めていない。

			　いかに手薄とは言っても自由に好き勝手できるほど人数が居ないわけでもないのだ。

			　ここまで自由にすり抜けてくるとなると違和感を感じざるを得ない。

			「……地下通路から入ってきていると思うか？　というかアレは報告しなくていいのか」

			　シャルロッテが声を潜めて、コテツへと囁(ささや)く。

			　コテツも、低く小さな声で言葉を返した。

			「分からん。だが、おいそれと報告するには嫌な予感がしすぎる」

			「お前は地下通路でいったい何を見たんだ？」

			「女だ。碌(ろく)に会話もできなかったが。それと、ＳＨ」

			「女？　ＳＨ？　それがいったいなんの」

			「推測するくらいしかできないが、圧倒的にきな臭くなってくれたのは確かだ」

			　と、ふとそこで、コテツはモニカに視線を向けた。

			　地下通路にまつわることを知るのは王族だけ、という知識が頭に浮かぶ。

			「君は王族用の地下通路を知っているか？」

			「はい、一通りは」

			「できれば、教えてもらいたいのだが……」

			「しかし、それは王族しか……」

			「機密に属することは分かっているのだが。向こうがそれを活用している可能性がある」

			　すると、モニカは表情を変えた。

			「本当ですか？」

			「ああ」

			「口外しないと約束していただけますか？　それと、エトランジェ様にだけお教えするという形で」

			「構わない。こちらも無理を言っていることは分かっている」

			「では、城の見取り図を持ってこさせますね」

			「すまない、頼む」

			　そう言ってコテツは、見取り図が来るのを待つことになったのだった。

		

	
		
			　

			49　紅の花弁

			　

			　見取り図にモニカが描き込んだ隠し通路の場所を確認し、その見取り図を焼(しよう)却(きやく)して処分した後、交代の時間となってコテツは王城の廊下を歩いていた。

			　そんなとき、擦れ違おうとした兵士の手の中にある紙が先ほど持ってきてもらった見取り図と同じものだと気が付いて、コテツは彼を呼び止める。

			「それは城の見取り図か？」

			「はい、そうですけど、何か問題が？」

			「いや、なんに使うのかと思ってな」

			「ああ、これは新しい警備の配置ですよ。先ほど王も含め、会議をしましたので、これで警備は磐(ばん)石(じやく)です！」

			「見せてもらっても？」

			「はいどうぞ！」

			　気前よく、兵士はそれを見せてくれた。

			　規定に引っかかったりはしないのか、それともそれほどまでに信用されているのか。

			　それはさておいて、コテツは見取り図の内容に目を落とした。

			（……ん？　王も隠し通路からの侵入を警戒しているのか？）

			　先ほど見た隠し通路の分布と人の配置。

			　あからさまではないが、重なっている。

			（いや、待て……、これはどういうことだ？）

			　違和感を覚え、コテツは見取り図を注視した。その配置には、一つだけ違和感があった。

			　モニカを入れて守るというその部屋に、隠し通路があるのだ。

			　相手が隠し通路を使うなら、それは直接部屋に敵が現れる可能性があるということであり、死に直結するはずだ。

			「すまない、ありがとう。王はまだ会議室に？」

			　確認の必要が出てきたのを感じ、コテツは兵士に紙を手渡した。

			「はい」

			「分かった。では」

			　言って、コテツはそのまま王の下へと歩き出す。

			　会議室はすぐ目の前だ。

			「おお、エトランジェよ、何か用か？」

			「先ほど決まったという警備案を見させてもらった」

			「そうか、どうであったか？」

			「相手が隠し通路を辿って現れる可能性があるのに、地下通路がある部屋で護(ご)衛(えい)を行なうのは危険ではないか？」

			　その言葉に、想定外にもコルネリウスは疑問符を返してきた。

			「隠し通路を辿って、だと？」

			　さらに深く踏み込むとなると、報告していなかったことを報告しなければならない。

			　言うべきか、言わざるべきか。

			　コテツは悩んだが、ここで真意を問わないわけにはいかなかった。

			「先日引き渡した男がいた周辺を探ったとき、隠し通路を使った痕跡が見られた。暗殺者は地下から侵入しているのではないか？」

			「なんだと……!?　奴らが隠し通路の入り口を知っているというのか……!!　ありえぬ！　……こうなってはあの男を拷(ごう)問(もん)してでも……」

			　想像以上の驚きに、コテツのほうはと言えば違和感を覚えていた。

			（王は隠し通路から来ることは想定していなかった。ではこの配置は……？）

			　不可解である。

			　はたしてこの配置は誰がどのような思惑でこのようにしたのか。

			　コテツが考える中、コルネリウスは冷静に立ち返り、口を開く。

			「……いや、しかし、逆にそこから出てくるのであれば迎(げい)撃(げき)も簡単なのではないか？」

			「なるほど、あえて餌にすると？　確かに、そこから出てくるのが決まっているならば対処も簡単だが」

			「そうでなかった場合は本来の逃走経路として使うが良い」

			「了解した」

			　そうして、違和感を感じながらも、コテツはその会議室を後にした。

			　歩きながら彼は考え込む。

			　暗殺、そしてその読めない侵入経路、隠し通路から現れた緑の軍服を着た男。

			　地下通路の女。今回の配置。

			（それではまるで、隠し通路から来る敵に警戒するのではなくて、隠し通路に入ろうとする敵を……）

			　と、そこで、コテツの思考を断ち切るような声が響いた。

			「王！　大変です!!　このような書状が!!」

			　駆け込んでいく兵士に、コテツは今しがた出た会議室へと舞い戻る。

			　いったいどうしたのかと室内を眺めたときには、コルネリウスが、一枚の紙片を睨(にら)み付けて、握り締めた拳を震わせているところだった。

			　コテツは、おもむろにそれに近づき、コルネリウスへと問う。

			「書状を、見せてもらえるか？」

			「む、ああ。すまぬ」

			　手渡された紙を、コテツは眺めた。

			『準備はできた。場所も知れた。明日はお覚悟を。式典も始まる明日は、我々も派手に盛り上げて見せましょう』

			　そして。

			　ひらりと落ちる赤い花弁。

			「……そうか」

			　ぬるりとした、背筋を這いずるような嫌な予感がした。

			（大丈夫なのか……？）

			　

			「どうしたんですか、ご主人様、そんな深刻そうな顔して」

			「そう見えるか？」

			　自室でコテツはベッドに腰掛けて、あざみと話をしていた。

			「なんていうか、お疲れ様です、みたいな顔してますよ？」

			　室内には、話の邪魔にならないように控えるリーゼロッテの姿もある。

			「これからよくないことが起こると思われる。しかも、想定の一段や二段上かもしれない」

			「暗殺騒ぎですよね？　お姫様が死ぬ以上によくないことってなんですか？」

			　確かに、現状ではそうなのだろう。だがしかし、状況的に本当にそうなのか。

			「はたして、それだけで終わるのか？」

			「どういうことです？」

			「それだけで終わるには、手が込みすぎていないか？　それに……」

			　不可解なことがいくつかある。

			　地下の女とＳＨ。アレはアルトだと、コテツは半ば確信している。

			　今回の件と無関係なただの秘蔵の品だというのならいいのだが。

			（繋がるとすればいったいどう繋がる……？）

			　それに、モニカを殺したところでいったい何が手に入るのか。

			　美しく、民衆に人気のある姫が死ぬ。なるほど、だがそれまでだ。

			「彼女が死んでいったい誰が得するんだ？」

			「そう言えば、誰でしょうねぇ」

			「後継者争いは？」

			「これがないんですよ。本当は第一王子と第二王子がいたんですが、謀(ぼう)殺(さつ)し合って相打ちという間抜けな結果に」

			「つまり彼女しかいないと」

			「いやあ、しかしですね、分家から持ってこようぜとか言い出したら、そっちの男のほうが優先されますから」

			「なるほど、後継者争いになれば確実に負けるのか」

			　ならば暗殺などするまでもない。

			　よって、後継者関係は考慮に入らない。

			「怨(えん)恨(こん)ですかね？」

			「まあ、手紙で王の大切なものを奪うとまで言っているからな。王が悔しがる以外に結果が見出せん」

			「確かに、やることみみっちい割りに、手口が非常に大掛かりですよね。力入りまくりです」

			　正直なところ、いまだに何が起こるのか、コテツは分からないでいる。

			　それが悩ましいところだった。嫌な予感はするのに対処法がまったく分からない。

			「覚悟しなければなるまい」

			「どこまで、想定してます？」

			「最悪、国を揺るがす事態になるのではないかと感じている」

			「そこまでですか？」

			　コテツが不可解だと思っているのは、予告状もだ。わざわざ送ってくる意味は何か。

			　囮なのではないか。

			「最悪の場合だ。だが、それくらいは可能だろう？　モニカに目を向かせてコルネリウスを襲うという可能性もある」

			「そりゃ、自由に出入りしてますもんね、敵が。ほんとどうなってんでしょう」

			　その気になれば、内部に部隊単位で人を送り込めるということだ。

			　そうなれば、城の中は一気に地獄になることだろう。

			　敵が本腰を入れる明日は、そうなる可能性がある。

			「明日は、何が起こるか分からないと思っていい」

			　呟(つぶや)いた言葉に、あざみは苦笑を以て返した。

			　最悪の事態を想定しているコテツに、しかしあざみは笑みを返したのだった。

			「大丈夫ですよ。ぶっつけ本番、上等じゃないですか。混乱から逃げられなくても、混乱の中で上手く立ち回ればいいんでしょう？」

			「簡単に言ってくれる」

			「だって、超絶美少女で才(さい)気(き)煥(かん)発(ばつ)な上に最強のアルトのエーポスで、最高の操縦士の相棒である私が付いてるんですから」

			　自信満々に言い切ったあざみに、コテツは心中呆れ気味に彼女に問う。

			「その自信はどこから来るんだろうな」

			　だが、あざみはまったく笑みを崩さない。

			　彼女は、自信満々に胸を叩いた。

			「そんなの、私がそう決めたからですよ。私は超絶美少女で才(さい)気(き)煥(かん)発(ばつ)な上に最強のアルトのエーポスで、最高の操縦士の相棒だって」

			「自称、か？」

			　彼にしては珍しく皮肉気に問えば、あざみは自信満々に返して見せる。

			「決めたなら、後は証明するまでですよ」

			「そうか。……まあ、それしかないだろうな」

			　コテツは、その言葉に少しだけ笑みを乗せて頷いたのだった。

			　そして、立ち上がる。

			　何が分からなくとも、やることはある。

			「どこか行くんですか？」

			「少し、王に呼ばれていてな」

			「なんでしょうね」

			「話がしたい、だそうだ」

			「まあ、そりゃ、明日になればそれどころじゃありませんしね。式典も始まるし、暗殺もやばいとくればゆっくり話せるチャンスは今日くらいかと」

			「だろうな、では、行ってくる」

			　コテツはそう言って部屋を後にした。

			　

			「呼び立ててしまってすまんな、エトランジェよ」

			「問題ない」

			　コテツはコルネリウスに呼ばれ、その寝室へと足を運んでいた。

			　小さなテーブルを挟んで二人、向かい合うように椅子に座っている。

			　そんな中、コルネリウスが、会話の口火を切った。

			「いよいよ明日……、というのは囮かもしれんが。しかし、明日になってしまえば碌(ろく)に話すこともできまいて」

			　たとえ暗殺者が現れなかったとしても、式典が始まればやはり王と話す暇(ひま)もない。

			　納得して、コテツは頷いた。

			「ああ」

			「酒は飲むか？」

			「いや、そう言ったものは嗜(たし)まない」

			「そうか、だが一口も飲めぬというわけではないのだろう？　せめて気分だけでも手伝ってもらえると助かる」

			「それくらいならば構わないが」

			　コルネリウスは、すでに用意してあったグラスに、高級品なのであろう酒を注ぐ。

			　色は透き通っていて、元より詳しくないコテツは、異世界の酒の事情はさらに詳しくない。

			　それを見て取ったか、コルネリウスは、その皺(しわ)の刻まれた顔を歪(ゆが)ませて、薄く笑った。

			「蒸留酒は主の世界にもあるのか？」

			「蒸留酒か。それならば知っている」

			　それなりに度数の高い酒だったはずだ、とコテツは少ない知識で思い出す。

			「酒を嗜(たし)まぬ者に出すにはいささか適さぬのだがな」

			　そう言って、さらに、コルネリウスはその顔を歪(ゆが)ませた。

			「……そうか」

			　コテツはグラスを受け取って、中の液体を見つめる。

			「さて、では……、語ろうではないか。エトランジェには、いろいろと聞きたいことがあってな。今(こ)宵(よい)が最後の機だろうと、呼び出したのだ」

			　そう言って、コルネリウスは酒を口に含んだ。

			「了解」

			　コテツもそれに倣って酒を喉へと通す。

			　コルネリウスは美味そうに飲むのだが、コテツにはこの喉を焼く酒の感覚は慣れないものだった。

			「そうだな……、主は、いろいろと活躍しておるようだな。先ほど、エリナと言ったか。イクールの娘と話す機会があったのだが、いろいろ聞かせてもらったぞ。早くも武勇伝を作っているようではないか」

			　それは、コテツとしては肯定も否定もしにくい言葉だった。

			　自慢するのは柄ではないが、否定するには心当たりがありすぎる。

			「国の危機を救い、盗(とう)賊(ぞく)団を壊滅させ、イクールの私兵と腕利きの傭兵団を同時に相手し圧勝し、数千を越える魔物と戦い勝利を得たと、興奮気味にイクールの娘が語ってくれた。特に、召(しよう)喚(かん)当初の戦争と、魔物の大規模襲(しゆう)撃(げき)は我も聞き及んでいる。元気で何よりだな」

			　はたして元気で何よりというのはコテツに向けたのか、エリナに向けたのか。

			　しかし、それよりもコテツの意識に入ってきたのは、数千の魔物の、というところだ。

			　どうやら、フリードの事件はそういうふうに伝わっているらしい。

			　人為的ではなく、ただの災害として、周囲の国にも知らされているようだ。

			「そんな主に、聞いてみたいこともあってな」

			「機密に触れなければ答えるが」

			「なに、そんなことではない」

			　確かに今の雰囲気から言っても決して生真面目な方向ではないのだろう。

			　それでも、椅子に座って不動を貫(つらぬ)くコテツにコルネリウスは問いを差し向けた。

			「主は、なんと言ったものか……。戦いのときに、恐怖を覚えたことは？」

			「む？」

			　想定外の問いに、思わず聞き返す。

			　コルネリウスは、至極真面目な顔で、もう一度言葉を紡(つむ)いだ。

			「少し気になってな。戦い、敵が構えているのを前にしたとき、主のような操縦士は、何を考えているのか、と。残してきた者のことや、自分の命を心配することはないのかと、主の武勇伝を聞いていて思ったのだ」

			　その言葉に、コテツは少しの思案の後に答える。

			「結局戦うしかないのなら、迷って動きが鈍ったほうが生存率は下がる」

			　身も蓋(ふた)もない言い分に、なるほど、とコルネリウスは頷いた。

			「割り切っているのか。操縦士らしい考えだな」

			　そもそも、生き残るために命を危険に晒(さら)して戦うという時点で戦場は矛(む)盾(じゆん)しているのだから考えるだけ無駄なのだ。

			　考えるのはすべて、生き残った後であるべきなのだ。

			「ふむ、それにしても、なぜそんなことを聞くのだ、という顔をしているな」

			「いや……」

			「否定せずともよい。エトランジェに、聞かせてみたいことでもある」

			　酒が回ってきたのか、少し赤くなった顔でコルネリウスは言葉を紡(つむ)ぎ出す。

			「我は、幼き頃は、騎士になりたくてな」

			「騎士に？」

			「昔は……、城に引きこもって紙に判を押すよりも、直接的に民を守ったほうがいいと考えていてな」

			　あの頃は無鉄砲だった、とコルネリウスはその頃の自分を笑った。

			「結局、夢でしかなかったがな。我がＳＨに乗って救える民と、政治をして救える民を比べてみればどちらを選ぶかは一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。所(しよ)詮(せん)凡人ではな、救うどころか、戦場では自分の命すら守れぬ」

			「そうか」

			「そう思って、納得したのではあるが……。死期を悟ると、そういう遣り残したことばかりを考えてしまう」

			「死期？」

			「まあ、長くは持たんだろうと、思っている。自分の体なのでな。十年と持たんだろう、五年か、六年か、もっと短いか。もしかしたら明日にも死ぬかもしれんと恐々としておる」

			「死期はいいが、跡継ぎの存在は？」

			「それがないから困っている部分もあるのだ。モニカには王の在り方を教えておらなんだ……」

			　確かに、目の前の老人は決して若々しいとは言えない。

			　弱々しさはないが、もしかすると本当に、眠るように死んでしまうかもしれないとは思う。

			「主は、恐怖や生のことなど考えず、とにかく行動する、と言ったが……、羨(うらや)ましい考え方だ。年を取るごとに、余計なことを考えるようになってしまってな……」

			「政治と戦場は考えるべきことが違う」

			「そうだろうな。だが、それでも我は騎士になりたかったのだよ。だから、羨(うらや)ましいのだ」

			　そう言って、コルネリウスは蒸留酒を煽(あお)った。

			　コテツは、その手のグラスを口に運ばず、ただコルネリウスを見る。

			「せっかくだ、しばし語ってはもらえぬか？　主の駆けた戦場を。年寄りの慰(なぐさ)みに、な。もちろん、明日に影響しない程度にだが」

			　そう言って、コルネリウスは酒臭い息を吐いたのだった。

			「明日の件……、我も不安がないわけではないのだ。もしものことを考えなければならない。……だが、少し気を紛らわしたいのだ」

			「……了解」

			　

			　地下通路。

			　暗く湿ったそこで、きつい甘い香りが鼻に突く。

			　コテツの靴(くつ)が、石造りの床を鳴らした。

			「……開いていない、のか？」

			　コルネリウスから解放されたコテツは、何か起こるであろう明日を前に、今一度あの女性に会おうと思ってそこに来たのだが。

			　あと一歩踏み込めば花畑だというのに、しかし、そこには冷たい石の壁が横たわっていた。

			「ふむ」

			　手で触ってみても何があるわけではない。

			　どういう理屈で先日は開いていたのか考えてみるも、答えは出ない。

			　見たところ、魔術的な加工が施されているのだろうと、コテツは判断した。

			　この石壁は、まるで道を間違えたのかと疑うほど、違和感がないのだ。

			　扉のような繋ぎ目や隙間がまったくない。強い花の匂いがなければ、間違えて行き止まりに出てしまったかのようである。

			　ここに来て、不可解なことや科学で説明できないことは魔術のせいにしておけばだいたい間違いがないと学んだコテツだった。

			　それが可能か不可能かは後で専門家に聞けばいい。

			　しかし、これでは前に進めない、それが問題だ。明日出直すにも、明日にはすでに厳戒態勢が敷かれて地下に潜ることはできないだろう。

			　こうしてここに来たのだって、人の目を盗んできたのだ。

			　はたしてどうしたものか。コテツは壁に手を触れ考える。

			「あら、誰かいるの？」

			　石壁の向こうからくぐもった声が届いたのはそんなときだった。

			「コテツ・モチヅキだ」

			「だぁれ？」

			「先日会ったと思うが」

			「そうだったかしら。そうだったかも。そうだったわね。コテツは男の子、ちょっぴりシャイな十三歳」

			　何を言っているのか、まともな会話ができるとは思っていなかったので、コテツは表情を変えることもなく言葉を続けた。

			「そちらには行けないのか？」

			「行けないわ。だって石の壁があるじゃない」

			「開けられないのか？」

			「開けられないわ」

			「どういう条件で開く？」

			「開けられないわ」

			「……明日の昼は開いているのか？」

			「ええ」

			　会話から、コテツはこの壁に関して考える。

			「つまり、昼間は開いているのか？」

			　この扉は誰かの意思で開いたり閉じたりするものではなく、特定の時間帯に開くものだと考えた。

			　そして、それは的外れな考えではなかったらしい。扉の向こうから聞こえて来たのは、肯定の言葉だった。

			　それを把(は)握(あく)しているのは王族、ということであればこの通路を使った時の逃走に役に立つことだろう。

			「あらら、よく分かるのねふふふすごい」

			「詳しい時間は分かるか？」

			「あら、明日も会いにきてくれるの？」

			「ああ。暇(ひま)があればな」

			「嬉しいわ。嬉しいの、寂(さび)しいから」

			「いつなら開いている？」

			「分からないわ、分からないけど、お昼の三時二十分から二十五分までの間、か、も？」

			　ずいぶんと正確な時刻だ。彼女が適当なことを言っていないとも限らないが、他に手がかりもない。

			「一度入ったら出るまで開きっぱなしだから、いっぱいお話ししましょう？　ここのお花が枯れるくらい、枯れるまで」

			　先日入ることができたのはずいぶん運がよかったようだ、とコテツは心中で呟(つぶや)いた。

			　確かに、コテツ達が花畑に入ったのはそのくらいの時間ではあったから、完全にでたらめと言うわけでもない。

			　そのままコテツは、通路内の順路を調べつつ戻ることにした。

			「……明日か」

			　予告通りなら、何かが起こるのは明日。

			　明かりが懐中電灯しかない通路の中、コテツはぽつりと呟(つぶや)いたのだった。

		

	
		
			　

			50　無価値

			　

			　それを見つけたのは、まったくの偶然だった。

			　だが、その姿に心奪われていた。

			　だから、奪うことに決めたのだ。

			　

			　翌日。

			　式典を前に、城内もまたにわかに忙しくなっていた。

			　だが、緊迫した空気は今までで最高潮だろう。

			　今さら式典を取りやめることもできないのだ。

			　その緊張は、いつもより豪(ごう)奢(しや)なドレスを着込んだモニカにも見受けられた。

			「……大丈夫か」

			「は、はい。大丈夫です。みんながいますもの」

			　そう言ったその笑顔には、少しの無理が見て取れた。

			「ごめんなさい……、一つ、お願いしてもいいですか？」

			「聞こう」

			「胸を貸してもらう代わりに、手を、握らせてくださいませ」

			　そのくらいの願いなら可愛(かわい)いものだ。

			　差し出した手に小さな手が絡まる。

			「ありがとうございます」

			「構わないが、しかし、この国の兵士はそこまで頼りないのか」

			「どういうことでしょうか」

			「君が寄りかかるには、彼らは不足しているのか？」

			　確かに、身内に対して毅(き)然(ぜん)とした態度でいたいというのも分かるのだが。

			　しかし、他国の人間に、というのもまた妙な話である。

			　だが、違うのだ、とモニカは首を横に振った。

			「怖いんです。見限られてしまうのが。私には、この見た目以外これと言った誇れるものがないから」

			　確かに、コテツも綺(き)麗(れい)な以外にこれと言った取り柄もないと思っている。

			「だが、それを鼻に掛けていないだけましだろう」

			　守られるのが当然だと思って、兵士を捨て駒にする高官というのは、コテツの世界ではありふれていた。

			　娘のために一個大隊を捨てようとした男もいる。娘も娘で、それが当然だと死の間際まで喚(わめ)き散らしていた。

			　それを思えば、慎ましくあるだけで美徳だと言える。

			「そう簡単には、見限ってはくれないと思うがな」

			　普通に兵士に慕(した)われている。そして、弱みを見せればむしろそれだけ奮(ふん)起(き)するのではあるまいか。

			「……そうでしょうか。本当は、私も、父のようになれればいいのですけど」

			「父、か。君達はよほどコルネリウスが好きなんだな」

			　どこで聞いても、コルネリウスについて尋ねれば笑顔とともに答えが返ってくる。

			「確かに、戦時中ともあれば、ソムニウムの先代のような個性的な方が必要なのでしょうが、平時にはお父様のような人こそが、最も求められるのだと思います」

			「確かに、そうだろうな」

			　安定、堅実。コルネリウスを表す言葉らしい。

			　だが、すべてが平均的という意味でもない。正確に、安全牌だけを選び取る嗅(きゆう)覚(かく)は能力に裏付けられたものだろう。

			　圧倒的なカリスマを持つ天才ではないが、決してしくじらない秀才である。

			　失敗が許されない立場として、確かに、これほどの人材はいないだろう。

			「お父様は私の憧れなんです。優しくて、聡(そう)明(めい)なお父様は」

			「ならば、君も父のようになればいいだろう」

			　言えば、苦笑気味にモニカはそれを否定した。

			「無理ですよ」

			「なぜだ」

			「それは、私に求められる役目ではありませんでしたから」

			「誰がそれを求めるんだ？」

			「お父様です。お父様が私に求めるのは別なものです」

			「政略結婚でもさせる気か」

			「はい」

			　笑うでもなく、悲しむでもなく、彼女は言い切った。

			「政治が分からない、無(む)垢(く)な姫であるほうがいいこともあるんです」

			　ただ、その姿は酷(ひど)く悲しく映る。

			「いくら知識を重ねても、どれだけ本を紐(ひも)解いても、私は。お父様のように振舞うことを許されません」

			　掛ける言葉はない。

			　ここで何か声を掛けて解決するような問題ならとっくに解決している。

			「私は、お父様の思う私でありたいんです。お兄様達が死んでしまって、お父様が忙しくなる前、誉(ほ)めてもらって、頭を撫でてもらった日々を私は覚えています。あの日と比べて、私一人になってしまいましたから」

			　せめて私くらいは、と彼女は微笑(ほほえ)んだ。

			「三人分、親孝行か」

			「そうですね。お兄様の代わりにはなれそうにもありませんけど」

			　コテツは、そう呟(つぶや)いた彼女を眺め、そして、壁に掛けられた時計に視線を移した。

			「さて……、時間だ」

			　コテツの言葉に頷いて、モニカは立ち上がる。

			　これから、式典に集まった人々に挨(あい)拶(さつ)をしなければならない。

			　この式典はモニカの十五歳の誕生日を祝うものであり、主役は彼女そのものなのだから。

			　その際に、コテツはモニカの隣に立つことになっていた。

			　エトランジェを隣に立たせることにより、国際的に箔(はく)を付けようということだ。

			　同時に、ソムニウムとの関係の良さも示すことができる。

			「行きましょう、コテツ様」

			「ああ」

			　二人は、共に城のバルコニーへと出た。

			　それと同時に、歓声が辺りを包み込む。

			　眼下に広がる城の前は、城壁内を埋め尽(つ)くすほどの人で溢れかえっていた。

			　すでにバルコニーに出ていた王が後ろへと下がり、モニカへ言葉を促(うなが)す。

			「皆様、今日は私などのためにお集まりいただき、ありがとうございます」

			　その声は、まるでマイクでも使ったかのように辺りに響く。これも魔術だと、事前に教えられていた。

			　この挨(あい)拶(さつ)の内容は、城壁内に入りきらなかった人間のため、魔術を用いて各地にセットされたモニタに映し出されているらしく、この国の首都全域の意識はここに集中していることとなる。

			　そんな中、モニカは明朗に言葉を続けていった。

			「皆様のおかげで、私は十五の誕生日を迎えることができました。それを、このように祝ってくれること、嬉しく思います」

			　下を見れば、人々がモニカに見惚れているのが分かる。

			　そして、しばらく話は続き。

			「……これからの国の繁栄と皆様の多幸を祈って、挨(あい)拶(さつ)とさせていただきます」

			　同時に、拍手喝(かつ)采(さい)が巻き起こる。

			　それをかき消すように、コルネリウスが声を上げた。

			「では次に、我らが盟友ソムニウムから招いたエトランジェ、コテツ・モチヅキより祝いの言葉を頂く」

			　その言葉に応えて、コテツは一歩前に出た。

			　つい先日まで、そのような話は聞いていなかったのだが、どうも暗殺騒ぎでそれどころではなかったらしい。

			　それでも文章は用意してあったので、それを暗記するだけでよかった。

			　後は読み上げるだけだ。

			「この国のすべての人間、そして集まった皆。エトランジェ、コテツ・モチヅキだ」

			　魔術は、コテツの声も拡大して周囲に届ける。

			「このような祝いの日に立ち会えたこと、とても嬉しく思っている。今日というこの日は、この国の歴史書に……」

			　と、その瞬間だった。

			　言葉を切ると同時、コテツは即座に銃を抜いていた。

			「コテツ様!?」

			　すべての人間が驚きに包まれる中。

			　コテツはすでに弾丸を装(そう)填(てん)し、撃鉄を起こしてあった銃の安全装置を解除する。

			　発砲音が響き渡ったのはその一瞬後だった。

			　――城壁に乗っていた、ボウガンらしきものを持った黒い人影が落下する。

			「モニカ、下がれ……！」

			「コテツ、何事だ!?」

			　発砲音によって、シャルロッテ達がなだれ込む。

			　コテツは、その中にいたソフィアに向かって声を上げた。

			「ソフィア、モニカに障壁を。シャルロッテ、来るぞ」

			　襲(しゆう)撃(げき)は屋根から。

			　落下してきた数人の暗殺者達はすぐさま刃を抜き放った。

			「その命、貰い受ける！」

			　騒然と、まとまりのなかった声の群れが、怒号と悲鳴に置き換わる。

			「大胆な真似をしてくれる……！」

			　コテツは、油断なく銃を構えたのだった。

			　

			「……いったい何人来るんだ！」

			　シャルロッテが言い捨てたところで、何が変わるわけでもない。

			　無数に暗殺者は現れる。

			　コテツは、ロングソードを片手に、敵を迎(げい)撃(げき)していた。

			「相手も本気ということだろう」

			　片手で銃を撃つのは本来命中率を下げてしまうのだが、それよりも銃だけに頼って弾切れするほうが怖かった。

			　それに、バルコニーの中という性質上、敵との距離は非常に近い。

			　敵が多いときは狙うまでもないという状況だった。

			　剣を振って近場の敵を牽(けん)制(せい)し、魔術師には銃弾を見舞う。

			「リロードだ、シャルロッテ、頼む」

			「任せろ！」

			　剣での攻撃に専念していたシャルロッテが、魔術を使い始め、火球によって魔術師への牽(けん)制(せい)を行なう。

			　その間に、銃弾を薬室に一発残して、コテツはカートリッジを外す。

			　カートリッジは本来ならば回収しておくのだが、現状では余裕がないのでそのまま地面へと落下させた。

			　そして、ロングソードを逆手持ちに。小指と薬指だけで剣を支えると、空いた指で予備カートリッジを掴(つか)み、銃へと装(そう)填(てん)する。

			「リロード完了、いけるぞ」

			「後衛は任せた！」

			　魔術、特にシャルロッテがよく使う魔術は人体の中にある内在魔力を扱うものだ。

			　外部からの力ではなく、内部の余分な生命力を使うために、疲労を引き起こし、限界を超えて使うと死に至る。

			　弾が切れて終わるだけの銃とは違うのでできるだけ温存しておきたいところだった。

			（しかし、ずいぶんと派手に攻めてくるが……。これでは今までと変わっていない。確かに、いつも以上に殺意は感じられるのだが）

			　戦いつつも、コテツは違和を感じていた。

			　確かに、本気だというのは分かるのだが、わざわざ予告状を送ってくる意図が掴(つか)めない。

			　むしろ殺すなら予告状を送らず、油断したところに一気に戦力を送り込むべきだ。

			（これではまるでモニカの暗殺騒動自体が囮……。いや、待て）

			　コテツは、念のために後ろに控えていたあざみに問う。

			「あざみ、今はいったい何時だ」

			「三時十九分ですけど……、それよりも、援護はいいんですか？」

			（タイミングが良すぎる。まさか。本命は地下か……？）

			　雑多な情報が、ぴたりと嵌(はま)った気がした。

			（王が守りたいのも、敵が奪いたいのも地下のアレだとすれば……！）

			　では、暗殺者はいったいなぜ。

			「エリナ、あざみ。　今いったい王はどこにいる？」

			「え？　そういえば、どこ行ったんでしょうね？」

			「そういえば、いなくなってるです」

			　その言葉で、結論が出た。

			（王が、地下のアレを守りたいとすればどうする？　秘(ひ)匿(とく)されているということは大っぴらには守れない……）

			　例えば、敵の目的が最初から地下のＳＨだったとして。それがコルネリウス王には最初から分かっていたとして。

			　だが、そのＳＨは地下に秘(ひ)匿(とく)されている。大っぴらに守るわけにはいかない。では、王はどうすればいい。

			（敵と思っていたのは本当は二組いたのか？）

			　そもそも、初の襲(しゆう)撃(げき)の侵入経路と思われたのはどこか。

			　暗殺騒ぎを起こして、地下のＳＨに対し得をしたのは誰か。

			（式典をするから警備も思い通りにいかないが……、暗殺ともなれば警備を強化せざるを得ない）

			　行なうことに疑問を挟まれず、いくらでも城の中で融(ゆう)通(づう)を利かせられるのは誰か。

			「シャルロッテ、地下に向かうぞ」

			「なんだと!?」

			「本命は地下だ……！　地下にあるＳＨに王を乗せたらまずいことになる」

			「根拠はあるのか!?」

			「杞(き)憂(ゆう)ならばいいが、当たっていたら、国を揺るがすだろうな。俺とあざみで殿に付く、前を頼むぞ」

			「信じるぞ！」

			　その場を動かず死守する状況から、背後へと逃げる態勢へ。

			　しかし、その場に突(とつ)如(じよ)として極大の音声が響く。

			『どうもどうも！　各国の来(らい)賓(ひん)の皆様と民衆ども!!』

			　城壁に立っていたのは、この間城で捕(ほ)縛(ばく)した、緑の服の男だった。

			　やはりか、とコテツはそれを睨(にら)み付ける。

			『しかしまあ、そんなぶっちゃけ関係ない暗殺者と遊んでていいのかね、国の危機だぜお前ら』

			　そもそも、黒尽くめの暗殺者と、地下を探索していた緑の軍服じみた服の男。これが同じ組織の人間だと誰が決めたのか。

			　彼らと暗殺者はまったくの別物で、別の思惑があるかもしれないとコテツは考えていたが、相手の言葉は、それが外れではないことを示していた。

			「いったい、どういうことですの？」

			　モニカの声が響いて、コテツは次に取る行動を即座に判断した。

			「あれを喋(しやべ)らせるな……！」

			『いいか、者ども、俺達は王の一番大切な物を奪うと宣言して、こうして現れたわけだが。残念ながら、それはそこのお嬢さんじゃないんだよな！　……ぐっ、ってえな……！』

			　ロングソードを地面に突き立て、両手で狙い撃ったが、しかし、一撃で相手を沈めるとはいかなかった。

			　小口径の銃である。一撃で吹き飛ばすようなパワーはない。そもそも、電源でも落としたかのように一瞬で殺すのは現状の装備では難しい。

			　心臓を撃ち抜かれるような致(ち)命(めい)傷(しよう)でも時に人間は数分生き残ることがある。興奮状態にあると、心臓が完全に機能を停止し、酸素が脳に回らなくなるまで動きが衰(おとろ)えないこともある。

			　そういう点では、人間の体は頑(がん)丈(じよう)だ。

			　男の耐久力がどれほどのものかは分からないが、確実に、電源でも落としたかのように即死させるには、脳(のう)幹(かん)、頸(けい)椎(つい)辺りを狙う他ない。

			　だが、そこに当たるような距離でも銃でもない。

			　そのため、コテツは胴体に複数当てて殺す策を取ったのだが。

			『ぐふ、ぁ。いいか、この地下には、っく……、王がずっと大切に隠してきた物があるんだよ。っが……』

			　喋(しやべ)らせてはいけない。

			　この状況を正確に把(は)握(あく)できているのはコテツしかいない。城壁の上の男がどのような脅(きよう)威(い)なのか、誰も理解していない。

			　誰もがこの状況についてこれていない今、コテツがどうにかするしかない。

			　だが。

			　あと一息というところで――。

			「ここで弾が詰ま(ジヤム)ってくれるとは……！」

			　銃の弾詰まりは、天災のようなものだ。どんなに整備しようが、これまでいかに調子が良かろうが、起こるときは起こる。

			　それは今まさに。

			　薬(やつ)莢(きよう)の排出口に、空薬(やつ)莢(きよう)が引っかかり、スライドの可動を邪魔していた。

			　これでは次弾が装(そう)填(てん)されない。

			　即座に、手でスライドを引き、詰まっ(ジヤム)た薬(やつ)莢(きよう)を排出。

			　すぐさま、コテツは引き金を引いた。

			『がふっ！』

			　それはついに、男の体の中心に突き立てられ、男の体が大きく傾ぐ。

			『……ここまでか。だが……、惜しかった……。ギリギリ……、回線の乗っ取りに成功……、後、よろしく……』

			　倒れる男が、城壁から落下する。

			　それ以降、その男の声は聞こえなくなった。

			　だがしかし。

			『ご苦労様。後は引き受けます』

			　それを引き継ぐ声がある。

			『どうも、回線をジャックさせていただきました』

			　女の声が響く。

			　はたして、魔術による回線ジャックがどのようなものか、コテツには分からなかったが、あの男はそれに成功してしまったらしい。

			　つまりこれは、この王都の各地で聞こえているのだ。

			　コテツは危機を感じて呟(つぶや)いた。

			「……不(ま)味(ず)いことになったな。地下へ急ぐぞ」

			　もう、現状に付いて来れず固まっている暗殺者などどうでもいい。

			　本命が地下なら、この場にいる者はすべて囮だ。

			　予告状を送ってきた相手は最初から地下が本命で、王はそれを知っていてＳＨを守ろうとした。

			　だがそれはわざわざ地下に隠すような秘(ひ)匿(とく)された存在だ。地下への入り口を塞ぎたかったが大っぴらにはできない。

			『まず最初に、そこの暗殺者は王の自作自演ですから、ご安心を――』

			　だから、コルネリウス王は暗殺事件を演じたのだ。

			「う、嘘です、でたらめを……!!」

			　狼(ろう)狽(ばい)し、後ずさるモニカ。

			　父が暗殺の首(しゆ)謀(ぼう)者(しや)などと、信じたくはないだろう。暗殺者は本気で殺しにきていたように思える。

			　一歩間違えば、死んでしまうところだったのだ。

			『なんせ、我々の狙いは――』

			「モニカ、地下通路へ急ぐぞ。構うな」

			「でも……！」

			　本当は連れていくべきではないのかもしれないが、ここに置いておくのも危険だ。

			「リーゼロッテ、案内を頼むぞ」

			「は、はいっ、任せてくださいっ」

			　コテツは室内へ入り、絨(じゆう)毯(たん)を捲(めく)る。

			　そこにある、切れ目のある床を強く踏みつけると、その床は半分回転し、地下への入り口が現れる。

			（花畑にあるＳＨと女。似合わない組み合わせだが、ＳＨと女。この国に存在しないはずのその組み合わせを俺は知っているぞ……！）

			　すぐさまそこへ降りると、コテツ達はあの花畑へと走り出したのだった。

			（だとすれば……、不(ま)味(ず)いことになる）

			　

			「お父様！」

			「……ふん、モニカか」

			　花畑に立つ王の姿。

			　華の紅は今となっては先行きの不安を感じさせるだけだ。

			「コルネリウス」

			　コテツの呼びかけに、コルネリウスはじろりとその目をコテツへと向けた。

			「何か、エトランジェよ」

			「それに乗るのは推(すい)奨(しよう)されない」

			「ほう……、そなたはこれが何か分かっているようだな」

			　王の向こうに立つ鉄の巨人。

			　視線を交わした二人に割り込んだのは、モニカだった。

			「お父様！　暗殺者達が、これはお父様が仕組んだことだと……！　嘘ですよね、お父様！」

			　モニカの追い詰められた様子は、いっそ哀れでもあった。

			　そして、その先に告げられる言葉があるからこそ。

			「囮の役目も果たせないとは、ふん、役立たずめ」

			　コテツはここに彼女を連れてきたくはなかったのだ。

			「……え？」

			「やはり、城の警備のために利用したのか」

			　コテツの言葉に、大仰にコルネリウスは頷いた。

			「これを、大っぴらに守るわけにはいかぬでな。暗殺で騒がせば、警備を見直さざるを得ないであろう？」

			「そして思い通りの配置にした、と」

			「城から隠し通路に入ると思っていたのでな。隠し通路の入り口に配置させてもらったが」

			「俺の部屋をわざわざ分けて配置して、隠し通路に近くしたのもそういう理由か」

			「その通り。だが、あてが大きく外れてしまったのでな」

			「城から来ると思っていたら、相手はすでに外側の入り口を知っていた……。だから、成否はどうでもいいと思っていた暗殺を本気で行なうことにして、囮にした」

			「さすがエトランジェ、と言うべきか。慧(けい)眼(がん)恐れ入る。暗殺に目が向いている間、我は自由に動き、ここに来ることができた。そして、暗殺が成功し、騒然となったどさくさに紛れ、我はこれを安全な場所に移動させるつもりだったのだが」

			　言って、その瞳(ひとみ)をモニカへと向けた王。

			　その目は、あまりに冷たすぎた。

			　確かに、暗殺が成功すれば大騒ぎになるだろう。ＳＨ一機を動かすくらいなら目を逸らせたかもしれないが。

			　そのために娘を犠牲にするその冷たさは、本人にしてみれば、耐えられるものではない。

			「生きていても何の役にも立たぬくせに。死んで役に立てもせぬとは」

			「……お父様」

			　モニカの瞳(ひとみ)から、涙が零れ落ちる。

			　膝をついて、彼女は泣き崩れた。

			「いつも思っておった。なぜ息子達が死に、お前が生き残っているのかと。最も役に立たぬものが生き残ってしまったと」

			「……私はっ、私はお父様の大事なものでもなんでもなかったの、ですね……！」

			「政略結婚くらいしか使い道もないでは、な。所(しよ)詮(せん)捨て駒ではないか」

			　その声も親子と呼ぶには冷たすぎる。

			　その冷たい空間を切り裂くように、シャルロッテが声を上げた。

			「いったい、いったいそこまでして守ろうと言うそのＳＨはなんなんだ！　娘を殺そうとしてまで!!　なぜ!!」

			「ふん、これを見ても分からんか？」

			　答える気はなさそうなコルネリウスの代わりに、コテツが口を開く。

			「これはアルトだ。中にはエーポスが乗っている。あざみとソフィアなら分かるだろう」

			「……はい、分かります。これは、でも、なんで……！」

			　この国には存在しないはずのアルトとエーポス。その特異性から、大量破壊兵器を秘密裏に保有するくらいの意味を持つ。

			　つまり、他国から査(さ)察(さつ)が入り、戦争の火種となる領域だ。

			　その上でさらに問題となるのが――。

			　この機体の出所だろう。

			「このアルトは」

			　何もないところからアルトが出てくるわけもない。

			　ではどこから。

			　コテツには、一つだけ心当たりがあった。

			「――ソムニウムから盗まれたものだ」

			　シャルロッテの表情が一息に驚(きよう)愕(がく)に変わる。

			「なっ、いや、だがそんなことがあり得て……！」

			「前戦争時、行方不明になった機体。その一機じゃないのか、これは」

			　この国に向かう際に、まさに関わった事柄だ。

			　前戦争で撃墜されたアルト。クリーククライトが森の中に長きにわたり放置されていたように。

			　このアルトもまた、あの森で撃墜されて行動不能になっていた。

			　それが運び出された結果がこれだと、コテツはその機体を睨(にら)み付けた。

			「彼女は言ったぞ。泣き虫のアマルベルガは元気かと。強がりのシャルロッテは、と。あざみは上手くやっているかと。ソフィアは、と」

			「……知っている。私はその人を知っているぞ。確かに、この機体にも見覚えがある。古い記憶だ。だが、あの人がなぜ……！」

			　はっとしたように、シャルロッテは呟(つぶや)いた。

			　コテツは、残(ざん)酷(こく)な答えを返す。

			「薬か何かで、精神を破壊されている」

			　驚(きよう)愕(がく)が限度を超えて、逆に無表情に辿り着く。

			「ナタリアお姉さま……」

			「……クレープキー」

			　あざみとソフィアの声が空しく響いた。

			　ナタリア・クレープキーというエーポスへ、久々に会う姉や妹に向けるには、あまりにも空しすぎた。

			「何か、訂正すべきところはあるか」

			「ないな。さすがと言わせてもらおう。さすがエトランジェ。只人ではないか」

			「ならば、そのままこちらに。それに乗ってはいけない」

			　これで、コルネリウス王の目的は知れた。

			　それはこの機体を守ることだ。ずっと秘(ひ)匿(とく)していたその機体に乗ってでも誰にも奪われたくないと。

			　だが、それが衆目に触れてしまったら最後。

			「盗んだアルトの存在が知れたら戦争の火種になるぞ」

			　それこそが、国と国のバランスを崩し、戦争を起こすことこそが、敵の狙い。

			　アルトは数の限られた兵器だ。威力は絶大で、その性能を十全に活かしたならば、戦局を一機で変えてのける。核などと言った物よりも小回りが利いて汚染もしない分性質が悪い。

			　それを盗み、秘(ひ)匿(とく)し、さらにはエーポスの精神を薬で破壊した国があれば。

			　その国は各国から包囲され、滅ぼされることになるだろう。

			　例えばそう、核兵器を盗み取り、秘(ひ)匿(とく)した国があったとすれば。

			　そんな国を、いったいどうして捨て置ける道理があるだろう。

			　特に、ソムニウムは、奪われた国としてこの国と戦わなければならない。

			　それを怠(おこた)った場合、この国との癒(ゆ)着(ちやく)を疑われる。実は共犯者なのではないかと。

			　日和った態度は秘密裏に取引してアルトを譲り渡したのではないかと疑わせ、ソムニウムをも標的にさせる。

			「ふ、ふふふ。いいや、乗らせてもらう」

			　コルネリウスの言葉に、それでは敵の思うつぼだ、とコテツは状況の悪さを再確認した。

			　相手の最優先目標は戦争の火種を作ること。決して、機体を奪うことではないのだ。

			　むしろ、王が乗ることこそ相手にとって最高の好条件。

			「馬鹿な真似はよせ。国を破滅に導くだけだ」

			　機体さえ隠しておければ、テロリストの出(で)鱈(たら)目(め)と誤(ご)魔(ま)化(か)すこともできるかもしれない。

			　ならばここで守りに徹するべきだ。

			　しかし、王が乗っていて、それが発覚すれば後はもうどうしようもない。

			　責任を擦り付けることも、言い逃れすることもできないのだ。

			　予告状まで送って王を焦(あせ)らせてきたその意図は、そこにある。

			「駄目だ、駄目だな。エトランジェよ。これが終われば、秘密裏にこの機体はソムニウムに渡されてしまう。あるいはあ奴らに奪われてしまう」

			　王の言葉はむしろ、それが道理なのだ。

			　誰の目にも触れないように返して、何事もなかったかのようにすることこそが、最も平穏な道だ。

			　しかし、コルネリウスはそれを否定した。

			「それは許せん、許せぬ。誰にも渡さん。この機体は、誰にも……。この力は、この力は我の物なり」

			　強い執着。それがすべてだった。狂気的なまでのその瞳(ひとみ)。

			　戦場ではよく見かける目だ。だからこそ、コテツは説得を続けることはできなかった。

			　こうなってしまっては、コルネリウスはもう止まらない。

			「……せめて、彼女に転移魔術が使えればこうはならなかったか」

			　異空間に機体をしまっておければ、いや、とコテツは首を振った。

			「彼女の精神が無事だったなら、か」

			　他はまだしも転移魔術だけは難しいとあざみは言った。

			　彼女が正気だったなら、誰にも見つからない異空間に機体を隠しておけたのだろうか。

			　いや、それよりも先にこんなことになる前に逃げ出していただろう。

			　すべて、終わったことだ。

			「悪いが、撃たせてもらう」

			　コテツは、コルネリウスへと、引き金を引いた。

			　弾丸が放たれ、コルネリウスへと飛翔し。

			　しかし、――見えない壁に弾かれた。

			「……む」

			「無駄だ無駄無駄。いかに精神を壊そうとも、さすがに魔術の申し子エーポスよな！　息をするように主を守る障壁を張る！」

			　そのまま、ワイヤーを用いて、コルネリウスは機体に搭乗してしまう。

			「あざみ、ソフィア」

			「分かってます、もうぶっぱなしてますよ！　でも、すぐにあの障壁を破壊するのは……」

			　光弾が見えない壁を叩く。

			　しかし、すぐさま障壁を破ってコルネリウスを無力化とはいかなかった。

			　すでに、エーポスであるナタリア・クレープキーは機体に搭乗している。

			　放つ魔術も、機体を通して増幅されている。生身の魔術では貫(つらぬ)けない。

			「……国が滅ぶぞ」

			『ふん、敵など我がこの機体を以てすべてを焼き尽(つ)くせばよい！』

			　機体から響く声。

			　無常にも機体はその巨大な拳を壁へとたたきつけた。

			　大きな揺れとともに、壁が破壊される。

			　本物の日の光が差し込み、青空が覗(のぞ)く。

			　小さな石と華の世界から、ついにその巨人は解き放たれてしまった――。

			「……ご主人様、とんでもない事態になってしまいましたね」

			　崩れた壁のあった場所から、敵の女の声が響いていた。

			『他国のアルトを。初代エトランジェの遺した聖なるアルトを奪い取るその卑(ひ)劣(れつ)な行為、決して許せるものではないでしょう』

			　外では事細かに事実を語られているのだろう。

			　事態は、最悪を示していた。

			　もしもこれでコルネリウスが他国に攻撃を仕掛けてしまったら、本当に終わりだ。

			　流れは今に激しくなり、激流と化そうとしている。

			　それを、堰(せ)き止めなければならない。

			「モニカ」

			　ぼんやりと、失意のまま座っていたモニカへと、コテツは声を掛ける。

			「……なんでしょう」

			「立てるか？　ここは危険だ、城へ……」

			　だが、差し出した手は、振り払われていた。

			　モニカは、涙を溢したまま、コテツを睨(にら)み付けている。

			「触らないでください！」

			「……む」

			「私のことは、放っておいてください……。私なんて、無価値です、無意味なのです。だからお父様にも見捨てられて……」

			　確かに、父に裏切られ、殺されかけたと思えば、心中察するところではある。

			　絶望の表情で、ヒステリックに声を荒らげるその様に、同情できる部分はあった。

			「だから、私なんてこのまま死んでしまえば……、この花とともに枯れてしまえばいいのですっ！」

			　そんなことはない、君には君のいいところがある。父は、それをちゃんと分かっていなかっただけだ。

			　そんな台詞(せりふ)を、優しく言えればよかったのだろうと、コテツは考える。

			「正直なところ、君の価値や意味など俺には興味はない」

			「……あなたも、あなたもなのですか……？」

			　だが、その言葉を口にするには、コテツではいささか白々しすぎた。

			「……何なら、死んでおくか？」

			　静かな、鋼のような声が響く。

			「え……？」

			「敵の手に落ちて人質として利用されると面倒だ」

			　そう言って、コテツは銃を彼女に向けていた。

			「安心しろ。確実に殺してやる」

			　ただ静(せい)謐(ひつ)に。無感動に、感情を窺(うかが)わせることなく。

			　必要を感じれば迷いなく引き金を引く。そう思わせるだけの迫力があった。

			「それは……」

			「事は一刻を争う。問答の時間も惜しい。すぐに死んでくれ」

			　コテツがそう口にして、冷たくモニカを睨(にら)み据える。

			「や、やめてくださっ……！」

			　彼女は、ぎゅっと目を閉じ、体を震わせた。

			　それを見て、コテツは銃を下ろす。

			　そして、怯(おび)えるモニカに彼は、声を掛けた。

			「……震えているぞ。なんだ、生きたいんじゃないか」

			　鋼のような、重い声。

			「君は、パニックになり、そして自(じ)棄(き)になっているだけだ。問題ない。ちゃんと君は自分の命に価値を感じている」

			　冷たいはずなのに、少しだけ温かさを残して。

			「ならばあとは、自分の価値など、自分で決めろ」

			　眩(まぶ)しそうに、モニカがコテツを見上げる。

			「自分で……？」

			　そのときにはすでに、コテツはモニカに背を向けていた。

			「私にそれが……、できますか……？」

			「それを決めるのは俺ではない」

			　コテツは、あざみを横に、歩き出す。

			「それを。自分以外にいったい誰が決めるんだ」

			　青空の見える空間に白黒の巨人が現れる。

			　コテツは、真っ直ぐに自分のあるべき空を睨(にら)み付けた。

			「行くぞ、あざみ」

			　

			『聞こえていますね？　皆様。この国の地下には彼の地、ソムニウムより簒(さん)奪(だつ)したアルト、ヘンカーファウストが眠っています』

			「……どういうことかね」

			　そんなものはこちらが聞きたい、とアンソレイエの大臣は、使節団の問いに返したいのを堪(こら)えた。

			「そんなもの、テロリストの出(で)鱈(たら)目(め)に決まっておりましょう。我々を陥(おとしい)れるために嘘八百を並べ立てているのです」

			　その言葉に、取ってつけたような冷静さを混ぜ込んでも説得力を付け加えることは無理であった。

			　使節団に対応していた大臣であるが、彼もまた、事態にまったくついていけていないのだ。

			「そうかね。だが、これがもしも本当だったら……」

			　言われずとも分かっている。

			　戦争になるのだ。

			　アルトは、それほどまでにとんでもないものなのだ。

			　全世界においても最強と呼べるほどであり、数が限られている兵器なのだから。

			「我が国は貴国に鉄(てつ)槌(つい)を下すだろう」

			　この騒ぎに、すでに辺りは騒然としていた。

			　しかしながら、その騒ぎの中でも各国からやってきた国の人間は事態の推移を固(かた)唾(ず)を呑んで見守っている。

			　見極めようとしているのだ。

			　もしもこれが本当ならば、彼らは我先にとこの国に攻めてくるだろう。

			　他国から兵器を盗み取った国を制裁するついでに、領土も掠(かす)め取りたいことだろうから、彼らは後の話し合いで有利になるために、戦果を上げようとするのだろう。

			『他国のアルトを。初代エトランジェの遺した聖なるアルトを奪い取るその卑(ひ)劣(れつ)な行為、決して許せるものではないでしょう』

			　冷静なアナウンスが、大臣の心を不安で支配する。

			（王よ……。どうして騒ぎを鎮めに現れてくれないのですか）

			　ジャックされた放送は止まらない。

			『我々は、事実をつまびらかにします。この国の罪を、王のしたことを』

			「……大臣殿、このような場に王が現れないというのは、事実だということなのでは」

			「そんなことはあるわけがありますまい！　暗殺騒ぎがあったばかりゆえ、すぐに出てくるのは……！」

			「それが王の自作自演だと彼らは言っているのだが……」

			　もうこうなっては知らぬ存ぜぬを通すしかなかった。

			　事実、何も知らないのだから。

			「地下にアルトなどあるわけが」

			　瞬間、大きく地面が揺れた。

			　音は、城の向こうから。

			　なんだ、と言うまでもなかった。

			「アルトなどあるわけが……。わけが……」

			　空に浮かぶ雄々しき姿。

			　鉄の巨人。

			『あれには、コルネリウス王が乗っています。嘘だと思うのなら、引き摺り下ろして見せましょう』

			「どういうことかね、大臣殿」

			「ち、違いますぞ！　あれは、あれは、そう、テロリストの罠(わな)!!」

			　慌てて大臣は否定する。

			「あれに乗っているのは王ではなくテロリスト。アルトを用意してまで奴らは我々を落としいれようと――」

			　その、言い訳のような言葉は遮(さえぎ)られた。

			『証明するには及ばぬ』

			　――ああ、もう駄目だ。

			　大臣は顔を真っ青にして立ち尽(つ)くした。

			　この声を、聞き間違えるはずもない。

			　何年も、国を導いてきたその声を。

			　この国の人間でなくても分かるだろう。

			　その声は、つい先ほどまでまさに、響いていた王の声なのだから。

			『我こそがコルネリウス・コルト・ブルーナ・アンソレイエ。この国の王なり。そして、この機体は我が愛機、アルトであるヘンカーファウスト。来るなら来るがよい有(う)象(ぞう)無(む)象(ぞう)どもめ、我が焼き尽(つ)くしてやろう、いかな国、いかな相手であろうとな』

			　最悪の状況。王は自らすべてを明かしてしまった。

			　大臣には、どうして、と問う他にできることもなかった。

			『これが真実です。このような非道を許せるものでしょうか。勇気ある国々の皆様の正義ある対応を期待します――』

			　すべてが手遅れ。

			　このままでは、戦争が始まる。

		

	
		
			　

			51　ROCK　IT

			　

			　それを見つけたのは、まったくの偶然だったのだ。

			　友好国の危機を聞いて駆けつけたはいいが、すべては後の祭りとなった後。

			　戦闘のあった森でコルネリウスはそれを見つけた。

			　荘(そう)厳(ごん)で、美しく、力強い機械の巨人。

			　一瞬で、心奪われた。

			　――だから、奪おうと思った。

			　コルネリウスの人生は、ただひたすらに堅実で、実につまらぬ道を歩んできた。

			　その生き方を、自分で否定しようとは思わない。そうあるべきだとも思っていた。

			　しかし、だからこそ、この力の化身に強く心奪われてしまったのだろう。

			　今まで堅実に、真面目に歩んできたからこそ、内に屈折した思いがあった。

			　その思いが、華々しく力強いその姿に強く惹(ひ)かれてしまったのだ。

			　ただ堅実に政治をして、子を産み育て、次代に譲る。そういう生き方をしてきたコルネリウスにとって、それはあまりにも刺激的すぎた。強烈だった。

			　これを、思い通りにしたいと思った。

			　だから、エーポスの精神を徹底的に破壊した。

			　その背徳感もまた、コルネリウスを興奮させる。今までが縛り付けられていた分、悪事を働くことの開放感は酷(ひど)く凄まじいものだった。

			　結果として、転移魔術だけは使えなくなってしまったが、彼は搭乗する資格を得た。

			　しかし、これは秘(ひ)匿(とく)しなければならない。有事の際まで隠しておかなければならない。

			　結局、押し込められた不満な日々。手に入れたものを、死蔵し、取っておかなければいけない不満。

			　だが、それも今日で終わる。

			　凄まじい全能感が身体を駆け巡っていた。

			　何もかもを、壊してしまいたい気分だった。長い時間を掛けてこつこつと積み上げてきたそれを、破壊したい、薙(な)ぎ払いたい、あっさりといとも簡単に突き崩したい。

			　この機体ならそれができる。

			　コルネリウスは、機体の中で子供のように笑った。

			　そして。

			　中に浮かぶモノクロームの機体を見る。

			　あれが敵だ。最初の敵だ。

			　今までの自分なら交渉を行い、矛を収めさせただろう。

			　今日は違う。今日はあれを殴る、壊す、殺す。知性も理性の欠片(かけら)もなく叩き壊すのだ。

			　

			「つまりあれですよね。あんな真面目な人が……、とか、そんなことする人じゃなかったって奴ですよね」

			「鬱(うつ)屈(くつ)した感情を抱えていたのだろう。発散する場所がなく、王の重圧ばかり掛かれば無理からぬことだ」

			『死ぬが良い』

			「うわあ、問答無用ですか」

			　相手は、飛翔と同時に殴りかかってきていた。

			　コテツは大きく横にずれてそれを回避する。

			『ヘンカーファウストの前に塵(ちり)に帰せ！』

			　その機体は、惜しげもなくその巨体を晒(さら)していた。

			　全長自体はディステルガイストと変わらないくらいだが、非常に大きさを感じさせるデザインである。

			「あれはヘンカーファウストですね。得意分野は接近戦っていうか殴るのが得意です。武装を使わないというのがコンセプトで、ブースターつきパンチを食らったら、さすがにディステルガイストでも風通しが良くなるどころではないです」

			「直撃するわけにはいかないということだな」

			　全体的に、ディステルガイストよりもがっしりとした外見は、重装(そう)甲(こう)を窺(うかが)わせてくれる。

			「ブローバックインパクトでも出します？」

			「……いや、少し様子を見よう」

			　再び放たれる拳を回避しながら、コテツは呟(つぶや)いた。

			　その影響で彼我の距離はほぼ零(ぜろ)。

			　ディステルガイストは、そんなヘンカーファウストに向かって拳を返す。

			　装(そう)甲(こう)がぶつかり合う甲(かん)高(だか)い音が響いたが、しかし損傷は与えられていないようだった。

			　相手の装(そう)甲(こう)はへこみすらしておらず、怯まずにヘンカーファウストはさらなる拳を放つ。

			『小ざかしい！』

			「狙いが甘いぞ素人(しろうと)」

			　するりと掠(かす)めるようにそれをかわして、挑発するようにコテツは拳を再びぶつける。

			　殴る、というより小突くくらいの打撃。

			『言わせておけば！』

			　コテツの行動に、コルネリウスは怒声を発して連続で拳を放った。

			「あざみ、刀を」

			「はいっ」

			「さすがにアルトと言ったところか……」

			　連続で放たれる拳をすべて回避とはいかず、数発を刀で受ける。

			『賢しい真似を……。圧倒的力を見せてやろう』

			　しかし、最後の一撃は重く、ブーストで無理やりに振りぬくような物だった。

			　弾き飛ばされるように、機体は地面へと叩きつけられる。

			「きゃあっ！」

			　あざみが声を上げるが、コテツの表情はいつものままだった。

			「大丈夫だ、問題ない」

			　吹き飛ばされながら姿勢制御。地に足を着き、衝(しよう)撃(げき)を吸収。

			　広い道の地面を抉(えぐ)りつつも、ディステルガイストは土煙の中に立っている。

			「だ、大丈夫なんですか？」

			「負ける気はしていない」

			「本当ですか？」

			　あざみの声からは、不安が感じ取れた。

			　コテツは、ただ一つ短く告げる。

			「信じてくれ」

			「……いらないことを聞きました。忘れてください」

			　その声にすでに不安は滲んでいない。

			　コテツは、そして目の前の機体を睨(にら)み付けた。

			「今のでだいたい見極めた。パワーはあるが、あれなら負ける道理はない」

			「もしかして、わざと吹き飛ばされたんですか？」

			「そんなところだ。今は、どうやって勝つかを考えている」

			「どうやってって……」

			「前回と同じだ。ナタリア・クレープキーを殺さずにどうにかしなければなるまい。が、前回と同じ手は使えない」

			「なるほど、ですが……、どうしようもないなら。お姉さまだって、覚悟してたはずです。それに、こんなふうに使われるなんて……」

			「限界なら、迷わず殺す。だが、まだ大丈夫だ。そんな顔をするな」

			　戦闘中に背後を振り向くような真似はしないが、声でどんな顔をしているかくらいは分かる。

			　長くもないが、浅い付き合いでもないのだ。少なくとも、背後にいるのは、相棒と呼ぶべき人間なのだから。

			　ゆえに、積極的に悲しませたいとは思わない。

			「でも……」

			「いかにアルトであろうと、中身が半分素人(しろうと)では負けはしない」

			　安心させるようにコテツは言う。

			　そんなコテツの言葉にあざみは気を取り直すようにして、口を開いた。

			「……じゃあ、手足を落として行動不能に、というのはどうでしょうか」

			「それも考えたが、難しいな。まず、ああいう手合いを追い詰めると危険だ。同じコックピットにいる以上は彼女の生(せい)殺(さつ)与(よ)奪(だつ)は奴に委ねられている。自爆などをされても面倒だ」

			　それと、もう一つ理由がある。

			　妙な手心は、国際的に問題を生み出してしまうのだ。

			　機体は破壊するが、王は生かして引き渡す。傍(はた)から見れば、ソムニウムの対応としては怪しく見えてしまう。

			　それを密約や取引があったと騒がれてはたまらない。

			　ただ、毅(き)然(ぜん)と迅(じん)速(そく)に対応したという事実が必要だ。

			「詰まるところ、このまま確実に奴だけを殺す必要がある」

			「それは、コックピットにギリギリまで刺すとかですか？」

			「……ふむ」

			『なにをぶつぶつと!!』

			　と、そうこうしている間に、砂煙が晴れて無事を確認したのか、再びコルネリウスが殴りかかってきた。

			　コテツは、それを拳の下側からアッパーカット気味に殴り、軌(き)道(どう)を逸らす。

			『ぬう……！』

			「邪魔だ……！」

			　そして今度は、ディステルガイストがヘンカーファウストを蹴り飛ばした。

			「さすがに家屋に落とすのはよくないか」

			　そのまま、ディステルガイストは全身をたわめるようにして、一気に解き放つ。

			　それは、蹴り飛ばしたヘンカーファウストを追い、追いついたと思えば宙返りしながらその勢いでさらに蹴り飛ばす。

			『ぐあああっ！』

			　結果として、ヘンカーファウストは何もない練兵場へと叩き落とされた。

			　それを追って、コテツも練兵場へと着地する。

			『貴様ぁっ!!』

			　再び殴りかかるヘンカーファウストを、コテツはかわし、いなして冷静に捌(さば)いていった。

			『貴様……、貴様ぁ！』

			　対照的に、コルネリウスは熱くなっていき、攻撃は激しさを増す。

			「今のところはダメージゼロですけど、でも、このまま防戦一方じゃ……！」

			　あざみが声を上げてもなお、コテツは冷静にその攻撃を捌(さば)き続けた。

			　数分もの間、コテツはそれを続けた。

			　一撃でも貰えば致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けかねないと言うのに涼しい顔でそれを行ない続けるのは胆(たん)力(りよく)か、それとも頭の螺(ね)子(じ)が足りていないだけか。

			　ただ、静かに相手を見つめて、その攻撃を避け続ける。

			　そんな中、コテツの代わりにあざみが焦(あせ)った表情を見せた。

			「ご主人様、どうにか反撃しないと……！」

			　そして、ここに来てやっと、コテツは返事を寄越す。

			「……そうだな」

			「なにか、あるんですか……!?」

			「方法は一つ思いついた」

			　静かに呟(つぶや)かれた言葉がコックピットに反響して消える。

			「奴を殺すぞ」

			「はい……！」

			　力強く、あざみが答えを返した。

			　コテツは、今一度操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握り締める。

			　感触を確かめるように、敵を睨(にら)み付けながら。

			『我を殺すか……。もしそれが成ったとして、貴様にどうなるか分かるか？』

			「……戦争が起こると言いたいのだろう」

			『その通り！　我は王ぞ。良いのかエトランジェよ。主が引くのは戦争への引き鉄ぞ！　お主がそれを成すと同時、我が兵は最後の一人の命尽(つ)きるまでソムニウムを蹂(じゆう)躙(りん)し尽(つ)くすだろう！』

			　確かに、躊躇(とまど)いが生まれるとすればその一点だろう。

			　たとえどんなに国益に反することを行なったとしても、王は王だ。

			　それを他国の人間が勝手に殺したとなれば、戦争が起こらないとも限らない。

			　そんなことは最初から分かっていたのだ。

			「その辺りは――」

			　だが、放っておけばさらに悪いことになる。

			　敵の狙いは、この周辺の国のバランスと平和を乱すこと。

			　敵の思惑通りならあらゆる国が、この国を攻撃することになる。

			　それが、現実味を帯びた未来だろう。

			　しかし、王を殺して頭を挿げ替えればまだ希望はある。要は先んじて責任を取ってしまえばいいのだ。

			　それで上手く追及をかわしたら、ヘンカーファウストをソムニウムに返還してしまう。そうすれば、後のことは努力次第。

			　結果的にたとえソムニウムとアンソレイエで戦争になったとしても、各国から袋叩きにされるよりは数段ましと言えるだろう。

			　だから、コテツの答えは決まっていた。

			　選択肢など一つしかない。

			「アマルベルガの外交手腕に期待するさ――」

			　信頼とも、丸投げとも言える台詞(せりふ)を吐いて、コテツは刀を腰部バインダーへと入れ直した。

			「信頼してるんですか？　王女様のこと」

			「……さてな。俺は俺のすべきことをやるだけだ。俺にできることはこれしかない」

			　ここに来てディステルガイストは構えらしい構えを取った。

			　半身になって、両手を構え。

			　一直線に迫ってくるヘンカーファウストの拳。それに手を合わせ、引き込むようにして強引に真上へと投げ飛ばす。

			「それでも戦争になるのなら」

			　選択の余地などありはしない。

			　迷うような心もない。

			「最後の一人の命尽(つ)きるまで俺が敵を蹂(じゆう)躙(りん)し尽(つ)くせばいい」

			　気負いもなく、言い放つ。

			　そして、敵を投げ飛ばした上方を睨(にら)み付けたそのとき。

			『――その心配は無用です』

			　凛(りん)とした声が、戦場に響いた。

			「……モニカ？」

		

	
		
			　

			52　二番手すらいないほどに

			　

			　ああ、視界が歪(ゆが)む。

			　地面が揺れる。

			　立っていられない。

			　まるで世界が壊れてしまったかのようだった。

			　それでも、モニカの体はどうにか立ち上がろうとしてはいた。

			（ああ……、ああ、どうして……）

			　まだ、足元が、大地が揺れるような感じがしている。

			　錯覚だというのはとうに理解が及んでいる。足場の崩れたようなこの不安感が、眩暈(めまい)のように、貧血のように。真っ直ぐ立つのを許さない。

			　自分を構成するすべてが丸ごと壊れてしまったかのような感覚。

			「……私は、なんてばかだったのでしょう」

			　本当に無価値な女だ、と。本当に役立たずだ、と。

			　心の中でモニカは口にする。

			　もう、立つことすらいやになっていた。

			　彼女は、モニカは。

			　人々にとって、自分を取り囲むものにとって――、特に父にとって、価値のある人間でありたいと思っていた。

			　ずっとそう思っていた。

			　だが。

			　父は、最初からモニカに価値など感じていなかったのだ。

			　それを思うと、無性に悲しくて涙が漏(も)れ出たあのときああしていれば、と後悔も噴出してくる。

			　モニカは誰かの求めるままに、求めるだけを見せてきた。

			　それ以上は僭(せん)越(えつ)だと思ってそれ以上のことをせずに、生きてきた。

			　結果が、これなのだ。何もかも、他人に任せてきた。だからこそ、拾うのも捨てるのも、他人の自由。

			　だから、捨てられた。

			　あざ笑うかのように、赤い花が揺れている。

			「私は……、役立たず……」

			　それが嫌で、モニカは視線を今しがた破られた壁の向こう、青い空へと向けた。

			　憎いほどに晴天で、眩(まぶ)しい空。

			　そこから連想されるのは、飛び立っていった父のこと。

			　そして、エトランジェのことだった。

			　ぼんやりと、彼女は考える。父を追って出ていったエトランジェは今頃戦っているのだろうか。

			　この状況くらいは、モニカとて理解しているつもりだ。

			　その状況で彼は、迷いなく己のすべきことを選択した。

			（私にはできない……。無理です、ごめんなさい……）

			　そんな彼もまた、モニカに価値など感じていなかったのだと思えば、涙もまたさらに溢れ出していく。

			　彼にとってモニカはもともとただの護(ご)衛(えい)対象で、美しさなどに興味はない様子だった。

			　そして、今回の件で完全に見限られるのかと思うと、無性に悲しくなってしまう。

			（死ぬことすら……、選べない）

			　きっとここ最近で一番会話したのは彼であろう。

			　ふと、モニカはそんな最近の日々を思い起こしていく。

			　この式典の準備が始まって、今日までの日々。

			　その日々の中、泣いてもいいと、彼は言った。

			『護(ご)衛(えい)対象がパニックになって泣き叫ぶことは珍しいことではない』

			　だから、泣いてもいい。

			　今この涙を止める必要はない。

			　……はずだった。

			「……あ」

			　思い出したのは、その、次の言葉。

			　そう、彼は、言ったはずだ。いつものように生真面目に、言ったのだ。

			『じゃあ、あなたは護(ご)衛(えい)対象が泣いてしまったときはどうしているの？』

			『特に何もしないが？』

			『……ええ？』

			　彼は言ったはずだ。上手い言葉など掛けられないから、泣いてる人間に声を掛けることはないと。

			　モニカは、それに対して真面目な人だと、感想を漏(も)らしたはずだった。

			　だがしかし、つい先ほど彼はモニカに向かって、泣いているモニカに向かって言ったはずだ。

			『自分の価値など、自分で決めろ』

			　泣いている人間に上手く言葉など掛けられないから何もしないと言った彼は、確かに、モニカに声を掛けたのだ。

			　あのコテツ・モチヅキが。

			　あの真面目なエトランジェが、主義を曲げてまでモニカに言葉を向けたのだ――。

			　銃まで向けた辺り、不器用が過ぎる。励ますというにはあまりに過激だった。

			（不器用が、過ぎますね……？　コテツ様）

			　だが、彼らしい。

			　自分は、このままでいいのか。

			　座ったままでいいのか。

			「私は……」

			　モニカはどうにか立ち上がろうとする。

			　まだ、踏みしめた地面はまるでうごめくように揺れている。

			　それでもなお、立った。

			「皆さん……、すいませんが、私を管制室まで連れていってくれませんか」

			「……、大丈夫なのですか？」

			　心配げに見つめてくるシャルロッテに、モニカは頷いた。

			　最後のチャンスだ。

			　何かを示すならば今。今このときこそが、最後の機会。

			「不器用なエトランジェが、私に声を掛けてくれたんです」

			　近づいてきたのは、亜人の女。確かリーゼロッテと言ったか。

			　モニカにとって嫌いな亜人だったが、今は気にもなりはしなかった。

			「ここで何もしなかったら……、本当に、私には一片の価値もありませんから。お父様にとっても、コテツ様にとっても」

			　主義を曲げてまで、不器用に声を掛けてくれたエトランジェに報いたい。

			　父に、国民に、そしてコテツ・モチヅキに、価値を示したい。

			　モニカに芽生えたのは、見返してやりたいというのに近い思いだった。

			　そして彼女には、誰も求めなくても、できることがある。

			「リーゼロッテといいましたね。あなたに、お願いがあります。私を全速力で管制室まで連れていってください」

			　そんなモニカの頼みへと、リーゼロッテという亜人は、簡単に頷いてくれた。

			「主の名に懸けて、あなたをお連れします」

			「お願いします」

			　リーゼロッテに抱え上げられ、モニカは移動を始める。

			　嫌悪を覚えていたはずの亜人の腕の中は暖かく、今はただ力強く、頼もしかった。

			　そんな中、彼女は自分を勇気付けるように、ただ一つだけ呟(つぶや)いた。

			「私はこの国の、王女です……！」

			　

			　そうして、声は響く。

			　戦場に響く、似つかわしくない美しい女の声。

			『その心配は無用です』

			　その声に、コテツも、そしてコルネリウスもその動きを止めた。

			『何か用か、役立たずの我が娘よ』

			　だが、そのコルネリウスの言葉に、コテツはモニカを心配した。

			　この男は、モニカに向かって一切の手心を加えてくれそうにない。

			　容(よう)赦(しや)なく罵(ののし)り、モニカにさらなる傷を残してくれるのではないかと。

			　しかし。

			『だ……、黙りなさい』

			　その心配は杞(き)憂(ゆう)だった。

			『なんだと？』

			『だ、黙りなさいと言ったのです……！』

			　モニカらしくもない言葉に、コルネリウスが黙る。

			　その隙にモニカはコテツへと言葉を向けた。

			『……コテツ様。お願いができました』

			「なんだ？」

			　緊張の残る顔で、モニカはそれを口にする。

			『……父を、殺してください』

			「いいのか？」

			『いいえ。違いました……』

			　緊張の面持ちで、躊躇(とまど)いながらも、それでも彼女は、口にした。

			　いつになく、凛(りん)とした。

			　強がったその顔で。

			『エトランジェ、こ、コテツ・モチヅキ!!　王たる、私が要(よう)請(せい)する！　そこの……、そこの……!!　逆(ぎやく)賊(ぞく)を殺しなさいッ!!』

			　声は震えていた。

			　涙を堪(こら)えるその表情は悲痛ですらあった。

			　だが、彼女は言い切った。吐いたその言葉は、再び飲み込まれることはない。

			『ふ、くく、は……、まさか、碌(ろく)に役にも立たなかった上に裏切られるとは。恥を知るがいい、モニカよ！　待っていろ、王を僭称した罪は重いぞ！』

			『それでも……、わ、私は王族なのです!!　今、決めたんです！　私は王族で、民を守る義務があるんですっ!!　たとえ誰が相手だって……！　国のためならっ……』
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			　彼女の頬に、涙が流れていた。

			　滂(ぼう)沱(だ)の如く。ぽろぽろ、ぽろぽろと。

			　その美しい顔を歪(ゆが)ませて。彼女は叫ぶ。

			『お父様から国を継いで、守る義務があるんです、馬鹿ぁあッ！』

			　その叫びを聞いて、コルネリウスは、呆(ほう)けたような顔をしていた。

			　ただ、言葉もなく、立ち尽(つ)くす。

			　対するコテツは、モニカへと向かって、いつものように言葉を放った。

			　気負いもなく、ただ、静かに。

			「了解した。その要(よう)請(せい)、エトランジェが引き受ける」

			『はい……っ！』

			　これで、大義名分が立った。

			　言うなれば、トカゲの尻尾(しつぽ)きりか。

			　アンソレイエはコルネリウスを切り離した。

			　王ではなく逆(ぎやく)賊(ぞく)として、コルネリウスは扱われる。

			　そして、新たな王がそれの討伐をエトランジェに要(よう)請(せい)し、エトランジェはそれを受(じゆ)諾(だく)した。

			　これで、王を殺したことによる、ソムニウムとアンソレイエの戦争には成り得ない。

			　後は、最後の詰めに、コテツが決着を付けるだけだ。

			　ソムニウムも、アンソレイエも、その大罪人に決して日和った態度を見せなかったと。

			　たとえ己が王でも、他国の王でも。

			　果断に、苛烈に処断したという事実が必要なのだ。

			　その前段階として、しかと、モニカはその価値を示して見せた。

			　次は、コテツの番だ。

			　でははたして、コテツにいったい何の価値があるのか。

			「あざみ、鎖(くさり)鎌(がま)を出せ」

			「……え？　あれを？　また使うんですか？」

			「ああ」

			「分かりましたけど、気を付けてくださいね」

			　いつだってそれは一つきりだ。唯一無二で、ただ一つの答え。

			「機動兵器に乗れば、どんな敵が来ようと勝って見せよう――」

			　そう、確かに言ったはずだ。

			　腰部バインダーから迫り出す、鎌付きの銃。

			　弾倉部に鎖が付いていて、二つの銃が一つに繋がっている。

			「たとえどんな相手だろうが知ったことか。相手がＳＨに乗って立ちはだかるというのなら。俺はそれを倒せばいい。俺は俺のできることをする」

			　戦うことしかできないが、戦うことでしか成せないこともある。

			　他のことは、目下捜(そう)索(さく)中だ。

			「――今は、ただそれだけでいい」

			『ほざけ！』

			　高速の突進とともに振るわれる拳。

			　だが、当たらない。

			　まるで掻き消えるかのようにディステルガイストはヘンカーファウストの上方へと移動し、その二挺(ちよう)の銃で弾丸を撃ち放つ。

			『豆鉄砲を……！』

			　確かにその通り。小口径ではその装(そう)甲(こう)を抜くことはできない。

			　だが、最初からそのようなことは考えていない。

			　断続的に、わざとらしく、装(そう)甲(こう)に当て続ける。

			『貴様……！』

			　そう、これは挑発だ。

		

	
		
			　

			53　本物の空

			　

			「死ねぇッ！」

			　今さら、知性など。今さら理性など。

			　いったいどうして必要あるのか。

			　溜め込んだ物を、押し込めたすべてを、今は解放してもいい。

			　獣(けもの)のように暴れ狂って構わない。

			　飛び回って逃げるディステルガイストを追い、コルネリウスはヘンカーファウストを操作した。

			　そして、追い回るうちにやってきたのは、城の外壁の内側であった。

			　中に入れば普通の大きさなのだが、入り口付近はＳＨを迎えることもできるようにかなり巨大に作られている。

			　城内へと続く道の両脇には、威容を示すように大きな柱が何本も建っていた。

			　エトランジェはここを戦場に選んだ。

			「なるほど……、柱が乱立しているここならば我が機体の動きを制限できる、と」

			　確かに、小回りという観点では向こうが勝るだろう。しかし、パワーで勝るこちらが押している。

			　ならばこの選択肢は悪いものではない。小回りを利かせて、相手の動きを制限できるならば、ベストの選択肢と言える。

			「だが甘いとしか言いようがないな、浅知恵だ、エトランジェ！」

			　確かに、ヘンカーファウストは相手に比べれば小回りが利かない。

			　しかし、この程度の柱で動きが制限されるほど、アルトは甘くないのだ。

			　柱の合間を縫(ぬ)って、突進。

			　すぐさま距離は零(ぜろ)に等しくなり、コルネリウスは黒い機体に拳を放つ。

			　殺った。そう思った。

			　しかし、するりと抜けられた。

			「……ん？」

			　相手の動きが変わった気がした。

			　今まで距離を取るように逃げ回っていたのに、今度はむしろ、近づくように。

			　――接近されている。

			「くっ！」

			　その事実に気が付いて、コルネリウスは取り繕(つくろ)うように拳を放つ。

			　相手は左にずれるように避けた。

			（距離を取れない……！）

			　いくら弾幕のように拳を放っても。

			　相手はぴたりとくっついたまま離れてくれない。

			　その状況が焦(あせ)りを呼んだ。

			　そんな中、相手は何も言わない。

			　感じるのは底冷えするような恐怖だ。

			　その恐怖に、思わずコルネリウスは機体を後退させていた。

			　ここに来て初めて、コルネリウスは機体を下がらせてしまった。

			　そして響く、冷たい声。

			『あざみ、仕留めるぞ』

			　まるで、心臓を鷲(わし)づかみにされるような。

			　このままではまずい。

			　呑まれる。

			（まだだ、装(そう)甲(こう)がある、力負けはしていない、勝てる……!!）

			　自分をどうにか奮い立たせ、コルネリウスは敵を睨(にら)み付けた。

			「む!?」

			　睨(にら)み付けた、はずだった。

			「いない!?」

			　ディステルガイストが消えていた。視界のどこにもいない。

			　思わず背後を振り向いたその視界の端にちらりと影が映って、思わず拳を放った。

			　振り払うようなその拳。

			　それは黒い機体に――、当たらない。

			　消えた。忽(こつ)然(ぜん)と、それは姿を消した。

			　そして今度は逆方向に。

			　上下を反転させた体勢で宙に浮かび、それはそこにいた、はずだった。

			「そこか！」

			　手応え、なし。

			　今度は正面から現れた。

			　だが……、消える。

			「なんだそれは！　どうやって消えている!!」

			　音もなく、動き続ける。

			　それが速度によって行なわれたものならば、スラスターなどの音が聞こえるはずだった。

			　しかし、相手はまるで軽やかに、無音で消えていく。

			（なぜ……！　どうやって！　機体にそんな機能が付いているのか……！）

			　コルネリウスには他の答えを出すことはできない。

			　だがしかし、エトランジェはまるで簡単なことのように言い放った。

			『無意識に視線が向く方向と逆に動いているだけだ』

			　ぬっと、眼前にディステルガイストが現れる。

			「っ!?」

			　思わず振るった拳にやはり手応えはなし。

			　まるで幽(ゆう)鬼(き)のように、ぬらりと現れては消える。

			　コルネリウスは、恐怖を覚えていた。

			　確かに、レーダーを頼りにすれば、ちゃんと正しく動きを示している。

			　ただ、コルネリウスが目で追えないだけなのだ。

			　しかし。

			「どこだっ！」

			『ここだ』

			　背後。まるで死神に鎌を突きつけられているかのよう。

			　幻影をかき消すように、ヘンカーファウストが腕を振り回す。

			　決して当たるこはなく、むしろ慌てれば慌てるだけ当たりはしない。

			（これがっ、エトランジェの……、本物の本気ということかっ……！）

			　コルネリウスは本気で恐怖した。

			　濃密な死の気配。死ぬ。

			　まだ、死にたくない。生きていたい。

			　そう恐怖して、しかしふと、コルネリウスは立ち返った。

			「今さら何を恐れる……。何を恐れることがあるっ！」

			　今さら死を恐れる理由などどこにある。

			『なら来い』

			　答えたのは、どこまでも冷静沈着な男だ。

			　口の端を歪(ゆが)ませて、コルネリウスは機体を走らせる。

			　死はすでに恐るるに足らず。

			　後(こう)顧(こ)の憂(うれ)いは断ち切れすでにない。

			　ならば後は思うがままに暴れればいい。

			「役立たずめ！　役立たずのモニカめ!!　役立たずが最後に化けたか!!」

			　分かっていたのだ。力に魅了された時点でこうなる定めだったのだと。自分が愚(おろ)かなことをしていると。

			　だから娘が後を継ぐと言って、納得したのだ。自らが死んで責任を取ることが、国を守ることなのだと。

			　ならば最後に、死に花を咲かせるのが。

			「……後を頼むぞ」

			『お父様……!?』

			　それが最期を飾るに相応しい。

			　相手はエトランジェ。不足はない。

			　待ち受ける姿はまさに威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)。これ以上ない相手。

			　彼我のその距離は零(ぜろ)に縮まり、コルネリウスは拳を放つ。

			　吹き上がる炎によって加速した拳。それをエトランジェは首を捻ってかわして見せた。

			（見事……！）

			　だが、まだ。

			　拳はもう一つある。

			　殴る。避けられる。繰り返して加速する――。

			「当たらぬ……！　当たらん!!」

			　殴る、避けられるを繰り返して、速度を上げ続け、しかし当たらず。

			　それでもなおがむしゃらに。

			　思考など放り捨てて。ひたすらに。

			「……そういえば、お主にも多大な迷惑を掛けたな。ナタリア・クレープキー。だが、もう少し付き合ってもらうぞ」

			　ちらりと背後を盗み見て、コルネリウスは彼女を気遣った。

			　今回の一番の被害者は、彼女だ。そして、それでなお付き合ってもらうのだ。

			「幸い、あれらにはお主を傷つけずに我を殺す術があるらしい。後のことは、安心せよ」

			　そうして、自らの敗北を半ば確信したような台詞(せりふ)に自(じ)嘲(ちよう)する。

			　――たった一度の間違いだったのだ。たった一度の過ちだった。

			　しかしそれは死に至る病でもあった。ただ強く、そういう、男にならあって当然の思いが死を運んできた。

			　これが力に魅了された報いかと。彼は諦(てい)観(かん)を覚えていた。

			　しかしそんな彼へと。ずっと黙っていたはずのナタリアが。喋(しやべ)る余裕などないはずの彼女が、微笑(ほほえ)みかけた。

			「哀れな人。押さえつけられて、夢さえ潰(つい)えた哀しい人。あなたの死に、華を添えてあげる」

			　驚いて、思わず振り向く。

			　彼女の瞳(ひとみ)に理性の光が現れ、消える。

			　それきり彼女は何も言わない。まるで夢か幻のようだった。

			　しかし、背後に四つの魔法陣が現れ、先ほどのことを事実と肯定していた。

			　コルネリウスは振り向かずに背後へ呟(つぶや)く。

			「……主に感謝を」

			　その魔法陣から現れたのはいったい何か。それは、腕だった。二対の、拳だった。

			　宙に浮かぶ拳が敵を向く。

			「往くぞ――」

			　合わせて六の拳で放つ乱打。まるで嵐のように、叩きつける豪雨のように、濁流のように。

			『六本しかないはずなのに、攻撃が同時に十個以上存在してますよ!?　ご主人様!!』

			　相手のエーポスの驚いたような声が聞こえる。

			　いい気味だ、とコルネリウスは口の端を歪(ゆが)めた。

			　だが。

			『十四個だな。質量付の残像とでも呼べばいいのか？』

			　こんなときでもこの男は冷静なのか、と。

			『あー……、それでいいんですか？　ご主人様』

			『慣れたぞ。この世界は魔術で説明すれば大(たい)概(がい)どうにかなるだろう』

			『……変に慣れましたね。っていうか避けれるもんなんですね、これ』

			　拳は激しさを増す。無視してくれるなと。

			　こちらを見ろと。だが、嬉しくもなった。

			　本物はここまで強いのかと。その姿は若かりし頃の夢と一致した。

			　強い力による奔(ほん)放(ぽう)さは、彼に強い憧れを感じさせていた。

			　憧れへと向かってひたすらに挑んでいくその行為に心が躍る。

			　拳の連打は鳴り止まない。

			「おぉおおおっ！」

			　そうしてやがて。

			『しかし』

			　捉えきれぬまま、コテツ・モチヅキは呟(つぶや)いた。

			『いい加減鬱(うつ)陶(とう)しいな』

			　隙間を縫(ぬ)うように、瞬きもない程の刹(せつ)那(な)を貫(つらぬ)き通すように。

			　振りぬかれた拳のその一つを、ディステルガイストが潜り込むようにしながら蹴り上げる――。

			　腕が弾き飛ばされ、その腕はもう一本の腕に直撃し、さらに弾かれた拳が柱へと当たり、砕きながら跳ね返る。

			　それはもう一本の拳へと当たり、軌(き)道(どう)を逸らされた拳が、別の振るわれていた拳と接触する。

			『ご主人様、ハスラーでも始めたらどうですか』

			『考えておく』

			　二対の腕が、動きを止めていた。本体の腕はあっさりとディステルガイストの両腕の外側を擦るように流された。

			　乱打が止まる。

			「……やはり」

			　手応えなし。敵は無傷。

			『終わりか』

			「終わりだ」

			『万策は尽(つ)きたか』

			「尽(つ)きた」

			『了解した』

			　目前に立つ、モノクロームの巨人がその瞳(ひとみ)を輝かせる。

			　そして、その両手の鎖(くさり)鎌(がま)を大きく引いた。

			「む!?」

			　轟(ごう)音(おん)を立てて、柱が折れる。

			　瓦(が)礫(れき)が視界を埋めようとする中、それは煌いた。

			　いったいそれは何か。

			　鎖だ。

			　幾重にも、何重にもなった鎖の輪が、周囲を取り囲むように浮いている。
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			「柱に掛けていたのか――!!」

			　ここに誘(さそ)い込んだのは小回りのことを考えていたからではない。

			　今気が付いた。今、すべてが分かった。

			　敵はこの中を動き回り、仕込んでいたのだ。

			　ヘンカーファウストの周囲を取り囲むように、鎖を。

			　こうしてヘンカーファウストを捕らえるために。

			　気が付いたときにはもう遅い。擦れる音を立てて、鎖が機体を捕らえる。

			　音を立てて、周囲の鎖が自由を奪い去っていく。

			　腕を、足を、胴を絡め取って雁(がん)字(じ)搦(がら)めにする。

			「見事……！」

			　腕の一本も、もう動かすことはできなかった。

			　最大出力を以てしても、微動だにしない。

			　相手が、今一度鎖(くさり)鎌(がま)を引く。

			　無理やりに機体が引きずられ、向きを変えた敵機と背中合わせになる。

			　そして、ディステルガイストは宙へと舞い上がった。

			　決着だ、とコルネリウスは理解した。

			「……エトランジェよ」

			『まだ何かあるのか』

			「いや、今となっては王ではなく、只の逆(ぎやく)賊(ぞく)。エトランジェ殿よ」

			『……なんだ』

			「……娘を。この後の国を頼めないだろうか」

			『ソムニウムと敵対しない限りは』

			「真面目だな……。ならばこそ、安心できる」

			　そう言ったなら、この男は本当にソムニウムと敵対しない限りはやってくれるだろう。

			　真面目な男だ、と奇しくも同じ男に娘と同じ感想を漏(も)らしてコルネリウスは大きく息を吐いた。

			　では後は。

			　機体が、動き出す。

			　宙を、滑(かつ)空(くう)し始める。

			「我は幼き頃、騎士になりたいと思っていた」

			　死出の旅路の始まりに、ぽつりと、コルネリウスはこぼす。

			「直接的に国を守るのが好ましいと思っていてな。しかし、我は王族。所(しよ)詮(せん)夢は夢よ」

			　戦場を奔(ほん)放(ぽう)に駆ける。それは叶わぬことだった。

			　だが、最期に、戦士のように戦場を駆けることができた。

			「魅せてくれ。本物の空を」

			　そして今から、本物の戦士の駆ける空を見ることができる。

			『了解――』

			　鋼のような冷たい声。

			　機体が加速していく。地面を舐(な)めるように飛んでいたそれが、曲線を描き、空を目指す。

			　身体に掛かる圧力が上がり、段々と苦しくなってくる。

			　そして、次の瞬間。

			　景色が目まぐるしく変わる。まるで世界が回転しているかのように。

			　己を中心に、自分が世界を振り回しているかのように。

			　なんと素晴らしい世界か。

			「……ああ」

			　コルネリウスの意識は泡のように弾け、そして消えた。

		

	
		
			　

			54　燃える紅い花

			　

			「加速で掛かる圧力で殺せばエーポスは無事、ですか。確かにそんな手もありましたね」

			「あの男にエースの素養でもあれば話は別だったが」

			　エーポスには、エーポス自体に対圧用術式が刻み込まれ完全自動発動しているため、彼女らが殺人的なＧで死ぬことはない。

			　だが、パイロットは別だった。もとより、突進時の加速がアルトというにはいささか見劣りしていたのだ。

			　つまり、最大機動にはついてはこられないだろうとコテツは判断し、機体を掴(つか)んで飛行した。

			　最期に見せたのは本気の機動。秒間五回の軌(き)道(どう)変更を行なって高速飛翔した。

			　それは到底常人の耐えられるものではない機動だ。

			「……終わったぞ」

			『はい。確認しました』

			　モニカの瞳(ひとみ)には、少しだけ強いものが揺らめくのが見て取れた。

			　それでも、なお、彼女の瞳(ひとみ)から涙は溢れ出てきそうになっている。

			「今だけは、胸を張っていろ」

			『……はい』

			「後でなら、いくらでも泣いていい」

			『はい……っ！』

			　鎖(くさり)鎌(がま)が掻き消えて、ディステルガイストはヘンカーファウストを地面へと横たえた。

			　機体には、目立った傷は一つもない。

			　そして、コテツは口を開いた。

			「それで、何か用か」

			　モニカに送った言葉ではない。

			　あざみにでも、目の前の機体にでもない。

			『ああ、ばれていたのか。せっかく起動前で隠れていたのに』

			　それに答えるように現れたのは五機のＳＨ。

			　機種は統一され、黒く、細身のボディが特徴的だ。まるで、忍者のような、と言えばいいのだろうか。

			　それらは油断なく片刃のナイフを構えて、こちらを見ている。

			「何の用だ」

			　そんな彼らに向かってコテツは冷たく言い放った。

			　対する闖(ちん)入(にゆう)者(しや)は、苛立ったような声を上げる。

			『予定が狂ってしまった。予定ではソムニウムとアンソレイエ、あるいはアンソレイエが一方的に攻撃される筋書きだったというのに。君のおかげだ、エトランジェ殿。ここまでして、戦果がこれではあまりにも空しすぎるだろう？』

			「知らん」

			『そうだろう。そして知る必要もない。不確定要素は排除するに限る』

			「買い被りだな。前線の兵士ができることなど限られている」

			　コテツの正直な思いであり、そして、背後の指揮官が無能なだけだという皮肉は正しく相手に届いたのかどうか。

			『全員、構え』

			　男の声とともに、五機のＳＨが機械的に動き出し、ディステルガイストを取り囲む。

			　相手には、勝てる自信があるようだった。

			　自信に満ち溢れた動きで、彼らは油断なくディステルガイストを見つめ――。

			『フォーメーションＢ！　諸君らはアルトと戦うためだけの長く厳しい訓練を積んだ兵士だ。数で翻弄しろ！　相手はアルトと言えど、訓練通りチームワークをもってすれ、……ば？』

			　台詞(せりふ)は最後まで言い切られることはなく。

			　ただ、めきり、と音が鳴った。

			　ＳＨの一機目の首が、もぎ取られる音。

			　あっさりと一瞬で距離を詰めたディステルガイストが無造作に頭を掴(つか)み、無理矢理に引き伸ばしていた。
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			「……喋(しやべ)る暇(ひま)があるなら掛かってこい」

			　相手が呆気にとられている中、ディステルガイストはそのまま腕へと手を伸ばした。

			　腕を掴(つか)み、肩に手を当て腕を引き抜く。

			　まるで虫を相手にする子供のように容易(たやす)く、それは行なわれた。

			　相手はバランスを崩し、後ろへと倒れこもうとする。救いを求めて、残った手を伸ばし、倒れていく。

			　それを掴(つか)み、支える者があった。決して彼の望む救いではなかったが。

			　今度は、もう片方の拳で、肩へと拳を放つ。肩関節から砕け、結局相手は倒れこんだ。

			　間髪入れずに、そのまま太股を踏みつける。

			　そして、最後の足を、掴(つか)み上げ。

			　ディステルガイストは、それを無造作に振るった。

			　足関節は、耐えられない。

			　四肢を失い、芋(いも)虫(むし)のようになって、敵機が無様に地を滑る。

			『ま、まだだ。安心しろ、私はまだ死んでいない。大丈夫だ、ケースＤ、敵の攻撃により味方一機が破壊されたケースで動け！』

			　だが、すぐには敵機は動けなかった。

			　全員が共通して、安心しろと言った本人でさえ、引いていた。無造作に機体の四肢と頭を引きちぎって見せた容(よう)赦(しや)のなさに、動けないでいた。

			　そして、それを許すほど、コテツは甘くなかった。

			「あざみ。刀を」

			「はい」

			　煌く白刃。すれ違ったそのときには細切れに。

			「ハンドガン」

			「どうぞ」

			　関節を狙った銃撃が、容(よう)赦(しや)なく四肢を砕く。

			『う、う、うろたえるな。何の効果も上げられず、三機が戦闘不能になったケースは……、ケースは……』

			　そのときにはすでに四機目が。独(こ)楽(ま)のように回転しながら投げ飛ばされて、捻じ切れるように。

			『そんな想定は――』

			　焦(あせ)った声が響き渡る。

			　もう誰にもディステルガイストは止められなかった。

			『ない――ッ!!』

			　残り一機。

			「よく喋(しやべ)る舌は取っておけ。後で山ほど歌ってもらうことになる」

			　五人もいるのなら、拷(ごう)問(もん)官の行為に多少熱が入ってしまっても問題ないことだろう。

			　そのときにはすでに、五機目のコックピットに、刀の切っ先が突き刺さっていた。

			「殺したんですか？」

			「ギリギリで止めた」

			「あ、それは気絶しますね。どちらにせよもう操縦はできないでしょうし」

			　全滅に要した時間は一分に満たなかった。

			　折り重なるスクラップの中、ディステルガイストだけが立っている。

			「モニカ、鹵(ろ)獲(かく)の指示を」

			『はい。あなたの行動に感謝を』

			「礼には及ばない」

			『……これで、本当に終わりですか？』

			「多分な」

			　呟(つぶや)いた矢先、仰向けになっていたヘンカーファウストのコックピットハッチが開いた。

			　ナタリアが開いたのだろうか。

			　ただ、そのコックピットの中を見つめて、あざみが呟(つぶや)く。

			「……綺(き)麗(れい)なもんですね。王様」

			「どれくらいの速度でどうなるのか。……俺が一番よく分かっている」

			　死体は、これからそう、碌(ろく)でもないことになるのだろう。

			　晒(さら)される、と表現すべきか。この世界には見せしめという言葉が確かに存在しているのだ。

			　だから、そのために死体をぐちゃぐちゃにするのはよろしくない。

			　意図はどうでも、現実的にはそれくらいの意味しかない。

			「戻りましょうか。皆、心配してますよ、きっと」

			　コルネリウスは、目を見開いて死んでいた。

			　その目が見たのは望んだ世界か。

			　それとも。

			　凡夫では絶対に越えることのできない分厚い壁だったのか。

			　

			　眼前には、火がくべられていた。

			　城の広場でひたすらに燃え盛る炎。焦(こ)げ付くような匂いが少しだけ、鼻に突く。

			　あれから、五日ほどの日が過ぎ去っていた。

			　戦争には、いまだ至っていない。

			　アンソレイエは迅(じん)速(そく)に処罰し責任を取り、被害者であるソムニウムはそれで納得した。

			　それに、涙ながらに父を討てと叫んだモニカに関しては、他国の使者からも多少は好意的に受け入れられている。

			　そして、コルネリウスがモニカに対し悪(あく)辣(らつ)な態度を取ってくれたおかげで、コルネリウスが勝手にやったことだということに信(しん)憑(ぴよう)性(せい)が出てきた。

			　無論、それですべてが納得させられるほど甘い状況ではないし、これから予断が許されない厳しい状況になるが、最悪の事態は免れた。

			　コテツにできることはここまでで、ここからは外交の出番というわけだ。

			　そして。

			　そんな中、式典は盛大に行なわれた。

			　ただしそれはモニカの誕生日という理由ではなく、彼女の戴(たい)冠(かん)式としてだった。

			「いろいろと、ありがとうございました」

			　その頭に冠を載せたのは、他でもないコテツである。

			　エトランジェがこういったことをするのは珍しいことではない。

			　所属はソムニウムでも、本質は異邦人エトランジェであるからして、その異世界人としてならば十分な資格があるとのこと。

			「大したことはしていない」

			「そうですか？　国の危急を救っていただいたのですけど」

			「まだ、ここからだろう。ここからは君達の出番だ」

			　戦場で兵士ができることは終わった。後は背後で政治屋がやるべきことだ。

			　そこから先は、コテツの領分を越えてしまっていた。

			「そうですね。勉強はずっとしてましたけど、経験はありませんから、頑張らないと」

			　そう言って笑うモニカを、コテツは気遣う。

			「……大丈夫か？」

			　モニカは、無理をしているようにも見受けられた。

			　二人の眼前には火がくべられている。

			　その中で燃え盛っているのはコルネリウスの肖像画なのだ。

			　否、それだけではない。あの男の服も、ペンも、本もすべて、コルネリウスが持っていたすべてが燃やされている。

			　コルネリウスはすでに王ではなく、逆(ぎやく)賊(ぞく)なのだ。しかも国を脅(おびや)かした凶悪な。

			　それが王だった痕跡など残してはおけない。だから、燃やしてしまう。

			「……大丈夫ですよ」

			　彼は歴史書にすら記されることはないだろう。

			　彼が今まで積み上げてきた物すべては崩れ去り、時が経てば思い起こされることもないような存在に、彼は成り下がる。

			　あらゆる世界のすべてから、彼は否定される。そこにあった証明をすべて消し去られる。

			　そんな彼の死体は、五日間城門の前へと晒(さら)されていた。

			　そして今なお落とされた首だけが、台に載り上げている。いかに王といえどもあのときにはすでに逆(ぎやく)賊(ぞく)だったがゆえに、埋(まい)葬(そう)はされない。

			　アルトを簒(さん)奪(だつ)した大罪人は、その名に相応しい体で葬られなければならない。

			「君は、泣いても構わない」

			　微笑(ほほえ)みかけるモニカへ、でも、コテツは言った。

			「……それでも、私は王ですから」

			「それでもだ」

			　ぱちぱちと、火が燃える音がする。

			　何もかもが消えていく。

			「所(しよ)詮(せん)王族とて、人間でしかあるまい。君の父とて、何かに徹しきることすらできないどうしようもない半端者だった。だが、それが人間でもある」

			「でも、今泣くと、きっと立ち上がれませんから」

			　結局、彼女が涙を流すことはなかった。

			「……だけど、国を立て直して安定したその日には。その日にはあなたの胸を貸してください」

			「ああ」

			「きっとですよ？」

			「それくらいは、付き合う」

			「約束です」

			　そう言って、彼女は花のように微笑(ほほえ)んだ。

			　コテツは、そんな彼女に背を向けて歩き出す。

			　城内へと入って、廊下を進む。

			　とある目的地へと、一直線に。

			「エトランジェ殿ですか？」

			　その途中で彼は呼びかけられ、足を止めた。

			「そうだが」

			「ああ、やはり。あの戦いを見て以来、ずっとお会いしたいと思っていまして」

			　相手の男に、見覚えがある。他国の使者としてやってきていた男だ。

			「お見事でした。愚(ぐ)者(しや)に下す裁きの鉄(てつ)槌(つい)。素晴らしい戦いぶりでした」

			「世辞は必要ない」

			「本心ですよ。同じアルトでも乗り手が違えばそこまでとは……」

			　確かに、アルトであってもその性能を使いこなせないならさほど怖くもない。

			「それに、モニカ様も素晴らしい。国を背負って立ち上がるその覚悟、あなた様の雄姿とともに、我らが王に見せたかったほどです」

			　男は、わざとらしい笑みをコテツへと向けた。

			　こうして誰かが媚(こび)を売りにくるのはここ数日、別段珍しいことではなかった。

			　いくら相手が大したことのない操縦士だったとしても、アルトを相手取り、簡単に勝って見せたことはそれを見ていた人間にとっていろいろな打算を働かせるに十分な要素だったらしい。

			　目の前の男は値踏みするようにコテツに不(ぶ)躾(しつけ)な視線を向けていた。

			「それに、ソムニウムにはまだお若いのにたゆまぬ努力によって国を運営しているアマルベルガ様もいらっしゃる。今世代は良い人材が揃ってますね」

			「悪いが興味がない。俺は突き詰めれば一介のパイロットでしかない。そういった話はモニカにしてやれ」

			　今重く見られるべきはコテツではなくモニカだ。

			　どさくさに紛れて強引に即位したようなものだから周囲から掠(かす)め取ったと言われても仕方ないだろう。

			　ゆえにこそ、足場を固めることに注力しなければならない。

			　逆にコテツは政治的な重みはフットワークが重くなるくらいなら必要がない。

			　こうして初めから政治的な下心を持って近づいてきた相手と関係を持つのは後々になってコテツを雁(がん)字(じ)搦(がら)めにしかねないだろう。

			　ただ、

			（それを言えばモニカに近づきすぎているか……）

			　そこに関しては護(ご)衛(えい)と護(ご)衛(えい)対象に極めて個人的に作られた個人的な友(ゆう)誼(ぎ)ということで無理矢理納得するしかない。

			　今となっては今さらの話だ。

			　使者に背を向け、コテツは歩みを進める。

			　そして、廊下の突き当たりに来たところで周囲に誰もいなくなったことを確認して、その壁を手で押した。

			　現れた隠し通路の入り口へと、コテツは淀(よど)みなく降りていく。

			　隠し通路の中は、相変わらず薄暗い。

			　しかし、そんな中に一箇所だけ、光の降り注ぐ場所がある。

			　赤い、花畑。

			　日の光の中にそれは揺れていた。

			　その花畑の中に、コテツは立つ。

			「満足か」

			　問いかけた言葉は、コルネリウスへのものだった。

			　彼に、墓はない。骸も碌(ろく)な状態ではない。だから、ここに語りかけた。

			「これで、満足なんだろう」

			　首を落とされ、ばらばらにされた死体は今なお見せしめとして扱われている。

			　彼が歴史書に載ることはない。あるいは、アルトを簒(さん)奪(だつ)した事件の犯人として扱われるのか。

			　少なくとも彼が王だった痕跡は今日ですべて消えてなくなる。

			「それでも、満足なんだろう」

			　問いかけた言葉に、コテツの表情に、憐(れん)憫(びん)も同情も、あるいは怒りも感じ取ることはできない。

			　ただ、無表情にコテツは胸元から小さな箱を取り出した。

			　鉄の巨人も、壊れた女もいなくなった花畑は無意味に光を受けて、憎らしいほど輝いている。

			　そんな花畑へと、コテツは箱、つい先ほど城下で調達したオイルライターに火を点けると花畑へと投げ捨てた。

			　コルネリウスが投げ捨てた物を、放り投げた物を、モニカは必死でかき集め、拾い直そうとしている。

			　それに当たって、この花畑は不必要なものなのだから。

			　ただ、これだけは隠し通路という性質上他の者に任せるわけにもいかない。

			　本来はコテツもこの通路に入るはずではないのだが、それは今さらというものだろう。

			　それに、このような湿った地下は、王女から女王になったモニカには似合わないだろう。

			　コテツは、燃え盛る赤い花畑に背を向けて、歩き出した。

			　

			『即位おめでとう、モニカ』

			「……ごめんなさい、アマルベルガ」

			『あら、何で謝るのかしら』

			　モニカの他に誰もいない人払いの為された管制室。

			　モニカは申し訳なさそうな顔をし、画面に映るアマルベルガは微笑(ほほえ)んでいた。

			「ほとんど状況に流されるだけで私は女王になって……、実際に国を率いて、実務もこなし続けてきたあなたは王女。これは理不尽だと分かっているのです」

			　だから、恨みごとの一つや二つ、罵(ば)声(せい)の一つや二つ、覚悟して通信を行なったのだ。

			　なのに、アマルベルガは笑っていた。

			『別に構わないわよ。そうあるように状況が動いて、あなたはそれを選んだ。それだけだわ』

			　彼女はいつの日も、モニカの前を歩いている。

			　彼女の境(きよう)遇(ぐう)がいかほど大変かは想像もつかないほどだと言うのは理解している。

			　だが、それでも信念のままに歩き続ける彼女が、モニカには羨(うらや)ましかった。

			　立場が逆ならきっと自分は彼女のように笑っていられなかっただろうから、余計にだ。

			『それに、私の即位だってそう遠くはない話だわ。あなたには先を越されてしまったけど、エトランジェは召(しよう)喚(かん)したし、そのエトランジェの実績も誰も文句の付けられないものになってきたわ』

			　今回の件でもね。と、そこでやっとアマルベルガは表情を変えた。

			『その点では、口が裂けても言えないけれど、あなたに感謝しないといけないから。だからあなたがどうこう感じる必要はないのよ』

			　真面目な顔をして、その後結局彼女は苦笑するようにモニカに微笑(ほほえ)みかけた。

			　敵わない、とモニカは嫉(しつ)妬(と)すると同時に自分もそうあるべきだと考える。

			『ま、すぐに追いつくわ。そう遠くないうちにこっちでも戴(たい)冠(かん)式があるでしょうし』

			「あなたはいつでも私の前を走っていますよ」

			　モニカも、微(び)笑(しよう)を返す。

			　半分は、いやほとんどが虚勢のようなものだ。

			　それでも笑って返してみせる。

			『そうかしら？　そうかもね。じゃあ、ちょうどあなたも同じ場所に上がってきたというところかしら』

			「お手柔らかにお願いしますね」

			『もたもたしているなら置いていくわ』

			　これはモニカが望んだことでもある。望まなかったことでもある。

			　百パーセントを思い通りになどできるわけもない。

			　あのとき、すべてをコテツに任せてしまうこともできた。

			　それをしなかったのは自分だ。選んだのはモニカだ。

			　ならば、責務を全うしよう。

			「ところでなんですけど」

			『何かしら』

			「コテツ様、くれません？」

			『ダメよ絶対』

		

	
		
			　

			55　いい夢を

			　

			　王都の外。

			　ナタリア・クレープキーはそこに有る。

			　そこに居るのではなく、ただ、有り続けるかのように立っている。

			　光の下、彼女は笑っていた。

			「あらおはよう。あの人はどうしたの？」

			　その目に知性も理性も存在はしない。

			　硝子玉のような瞳(ひとみ)でやってきたコテツ達を見つめていた。

			「彼は死んだ」

			　そんな彼女へと簡(かん)潔(けつ)に、コテツは事実だけを伝える。

			　そしてその返答もまた、簡素。

			「そう」

			　ただ、その顔は晴れ晴れしたように見えて、少しだけ、寂(さび)しそうでもある。

			　一つだけ確かなのは、彼女が笑っていることだ。

			「寂(さび)しいのか？」

			「そうかも。そうかしら？　長い付き合いだったものね。ふふふふふ」

			　いまひとつ上手く感情の読み取れない笑顔で、彼女は言う。

			　コテツの隣に立っていたあざみは、そんな彼女を見ながら口を開いた。

			「お姉さまは、あの一瞬だけ正気に立ち返り、彼に手を貸しましたよね？」

			　コテツは頷いた。自分にも心当たりがあったのだ。戦闘の途中、ずっと黙っていたナタリアが不意に、理性を伴った声を上げたのを、しっかりと覚えている。

			「どうしてなんでしょうね。あのタイミングでなぜ彼を助けたのでしょう」

			　質問に、ナタリアは答えてくれなかった。

			　ただにこにこと笑って、空を見上げている。

			「死んだのね。なら私は自由なの？　自由……、でも私はどこに行けばいいのかしら？　分からないわ、あのお花畑はどこ？」

			　張り付いたような笑顔がそこに有るだけだ。

			　代わりに、コテツが可能性の一つを唱える。

			「ストックホルム症候群か」

			「人質が、長い共同生活で犯人に情を覚える、ですか。ありそうですけど、その言葉は風情がないですね」

			　そして、もう一つ。

			「あるいは、哀れな男への、最後の手向けか」

			「……どうなんでしょうね」

			「さてな」

			　答えは目の前の虚空を見つめる彼女にしか分からない。

			　答えの追求を諦めて、あざみはポツリと呟(つぶや)く。

			「これからお姉さまは王都に送られる、ですか」

			　二人のすぐ横には、来るときから一台増えた大型トレーラーが存在した。

			　ヘンカーファウスト移送のために急遽送られてきたそれに、すでにヘンカーファウストは積み込まれている。

			「そして療養と言ったところか。あの花畑と状況がそう違うとは思えないが……」

			　コテツが言い、そして、少しの間が空いて、ナタリアとあざみの視線がかち合った。

			「いや……、君達がいるか」

			「あら、あざみ？　あざみかしら、あざみだわ、あざみでしょう？」

			　はっきりとその瞳(ひとみ)は、あざみを捉えている。

			「はい、そうですよ、ナタリアお姉さま」

			「お久しぶり、元気してた？　ねえ、泣き虫のアマルベルガは元気？　強がりのシャルロッテは？　いつも静かなソフィアは今も静かなの？」

			「そうですよ。皆、元気ですから。お姉さまも帰りましょう」

			　あざみが、優しく微笑(ほほえ)んだ。

			「……まあ、お姉さまは大丈夫でしょう」

			　その言葉は、コテツへ向けてのものだろう。

			「あのとき、一瞬だけ意識が戻ったということは、もしかしたら少しだけ、お姉さまの精神は生きているのかもしれません」

			「そうだな」

			「大丈夫ですよ、きっと。人と違ってエーポスは寿命で死にませんから。この先の時間は、無限に有るんです。私達のことだって分かるなら」

			「時間の解決を待つ、か」

			「はい」

			　あまりにも無責任な言葉、しかし、信頼できるとコテツは受け取った。

			　どうせ、突(とつ)如(じよ)として状況が今より悪くなることはないだろう。

			　ならばあざみの言う通り、気長にやっていけばいい。

			　ある日ふっと元に戻るかもしれないし、戻らないほうが彼女にとって幸せなのかもしれない。

			　どちらにせよ精神の問題は急いだところで碌(ろく)なことになるとは思えない。

			「そうか。では、出立だ」

			　機体の中へと戻っていくナタリアを見送って、コテツ達もまた、自らの機体のコックピットへと入る。

			　はたしてコテツ達はいつまでアンソレイエにいるのか。

			　それはまさに今日まで。

			「そういえばご主人様、ご主人様が捕(ほ)虜(りよ)にしたアレがいろいろと吐いたみたいですよ」

			　すぐにいなくなるというわけにもいかないが、ずっといるのもおかしい話だ。

			　後始末が済んで、事件が終息したと判断されたら帰るのは道理と言えるだろう。

			「下っ端だから、碌(ろく)なこと知らないみたいですけど。ライン・イレーサーとか名乗って漁(ぎよ)夫(ふ)の利(り)狙いのせこい輩(やから)だそうです。今度会ったら正攻法で頑張れば？　と言ってやりましょう」

			「そうだな」

			「まあ、詳しいことはさらに尋問が進めばアンソレイエから報告がくるでしょうね」

			　そうあざみが締めくくる中、突(とつ)如(じよ)通信が入る。

			　モニタの向こうには、女王の姿があった。

			『まだ、本拠地も規模も分かりませんが、必ず見つけ出して倒して見せます』

			「モニカ、か。聞いていたのか」

			「別に聞かれても問題ないでしょうし、関係のあることですから、先に開いちゃいました」

			『あの人達が現れたら言ってくださいね。私達も、できる限りのことをしますわ』

			「よろしく頼む」

			　たとえどんな相手でも、戦争がしたいというのならコテツの敵だ。

			　たとえ世界が変われども、何が起ころうと、それだけは変わらない。

			「さて、ではそろそろ行く。いろいろと世話になった」

			　コテツはいつもの顔で、モニカは笑顔で別れの言葉を交わす。

			『こちらこそ。またそのうち、遊びに来てくださいな。歓迎しますわ』

			「機会があればな」

			『今度はただ、遊びに来てくれるといいなって思います。仕事とか、事件じゃなくて』

			「ああ、そうだな」

			『では、また』

			「ああ」

			　短く切って、コテツは機体の足を動かした。

			　他の面(めん)子(つ)もまた思い思いに機体を動かし始める。

			「終わりましたねー、いろいろと。疲れました……」

			「そうだな。だが、城に着くまでは……」

			「気を抜くな、でしょう？」

			「……ああ」

			「おっけーです、じゃあ、帰りましょうか」

			　こうして、長いようで短かった旅は終幕を迎えた。

			　晴れた街道が視界の向こうをどこまでも続いていく。

			　

			　ソムニウム、城内。

			　最近クラリッサが、そわそわしている。

			　そして、自分もまた、そのときを待っているのだ、と自覚している。

			　アマルベルガは城の管制室で暇(ひま)そうにしていた。

			　実質は暇(ひま)というわけではない。今回の件の余波はここまで届いている。

			　だが、その仕事を急いで片付け、少しの間隙を縫(ぬ)ってここにいるのだ。

			『到着した』

			　エトランジェを誰より先に迎えるために――。

			「もう少し気の利いた言葉はないのかしらね」

			『すまないが持ち合わせていない』

			　いつもの融(ゆう)通(づう)の利かない対応がどことなく落ち着く。

			「まあ、そうでしょうね。ここであなたが気障な言葉を放ってきたら舌を噛み切って死ぬわ」

			『……そうか』

			　あまりにいつも通りな反応に、アマルベルガは思わず笑みをこぼした。

			「まあ、お疲れ様。よくやってくれたわ。ほんとは手放しで誉(ほ)めてあげたいんだけど、あなたと私じゃ様にならないものね」

			　まだ年若い未熟な駆け出しの王族と、すでに円熟した強さのエトランジェでは箔(はく)が違う。

			　周囲からの評価や、本来の地位は違うこともあるかもしれないが、自分がコテツを一方的に誉(ほ)める、つまり上からコテツを見下ろすというのには違和感があった。

			「今日は、休んでていいわ。さすがに何かさせる気はないから。ゆっくり休んで」

			『分かった』

			　そうして、アマルベルガは満足した。

			　さあ、これからまた仕事だ。

			　外交に関してもいろいろ根回しをせねばなるまい。

			　いろいろとすることを頭の中で書き出して、アマルベルガは管制室の椅子から立ち上がる。

			　そしてふと、思い出したかのように、マイクへと、通信の向こう側にいる相手へと語りかけた。

			「おかえり――」

			『……ああ、今帰った』

			　微笑(ほほえ)んで、歩き出す。

			　そして執務室に戻って、あれこれと必要な書類をしたためる。

			　戦争が起きていたら今頃こんなふうに気楽に書類仕事をこなす暇(ひま)はなかっただろうと思いつつ。

			　コテツの頑張った分くらいは精力的に働いたってばちは当たらないだろう。

			「……まあ、示しが付かないものね」

			　そんなことを呟(つぶや)きながら、アマルベルガは精力的に仕事を続けるのだった。

			　書類を確認し判を押す作業、あるいは書類を書いて送れるように形を整える作業。

			　山ほどある仕事をアマルベルガは全身全霊で片付けていく。

			（今頃、部屋に着いたかしら。話がしたいわね。仕事はいつ終わるかしら）

			　そうして時計の針は進み続け、仕事からアマルベルガが解放されたのは太陽が赤くなってから、夕暮れ時になってからだった。

			　いつもよりも精力的に行なったせいか、いつもより少しだけ早い時間だ。

			「これなら、大丈夫でしょう」

			　執務室を出て、廊下を歩く。

			　彼女は一点を目指し、歩き続けた。

			「邪魔するわね」

			　そして、とある部屋へと彼女は入っていく。

			　そこは。

			「あら？」

			　コテツの部屋だった。

			「……寝てる」

			　だが、その状況に、アマルベルガは少しだけ驚いた。

			　コテツが、部屋のベッドで寝ている。

			　布団も使わず、ほとんどそのままベッドの上に乗っているだけだが。

			「あなたでも、こんなふうに眠るのね」

			　呟(つぶや)いた言葉に、不思議な気分になった。

			　いささか機械的なこの男。眠りもせずに働き続けるんじゃないかというイメージがある。

			　だが、人間ではあるのだ。少なくとも生物なのだ。

			　それを今実感した。

			「それとも、休んでって言ったから律儀に寝てるのかしら」

			　それなら、彼らしいとも言えるだろう。

			　目を瞑(つむ)り、規則的に寝息を立てるコテツ。

			　それが微笑(ほほえ)ましくて、アマルベルガはベッドに座ってコテツの前髪を撫でた。
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			　夕日に照らされたニホンジンの黒い髪が揺れる。

			　初めて触れる家族以外の異性の髪は、自分より何処となく硬い感触がした。

			　と、そんなときだった。

			「……何か用か」

			　ぱちり、とコテツの目が開く。

			　それを見て、アマルベルガはとりあえず謝ることにした。

			「起こしちゃったかしら？　悪いわね」

			　しかし、コテツは気にしたふうでもない。

			「それは構わないがなんの用だ？」

			　先ほどまでとは打って変わり、ベッドから降りてアマルベルガを見ながら問うコテツ。

			　対照的にアマルベルガはベッドに座りながら答えた。

			「感想を聞きに来たのよ」

			「感想？」

			「そう。どうだった？　初めての外国は。アンソレイエはあなたにとってどう映ったの？」

			　そんなアマルベルガの言葉に、コテツはしばしの思案という返答を返した。

			　そして、それをやめたと同時に口を開く。

			「悪くはなかった。思うところはあるが、基本的には良い所だっただろう」

			「そう、あなたにとってはそう思えたのね」

			「ああ」

			　その頷きに、少しの不安を覚え、

			「……実は向こうに残りたかったとかないでしょうね」

			　そう言って、アマルベルガは半眼を向けた。

			　コテツは涼しい顔でそれを受け流す。

			「俺は、当面の上官が君でよかったと思っている」

			　その言葉は素直に嬉しい。

			　嫌われていない、どころか少しだけ評価されている。

			　それが嬉しくて頬が緩みかけるが。

			　しかし、聞き捨てならない言葉が一つ。

			　だからアマルベルガは肩を竦(すく)めて半眼になり、それに応える。

			「当面の、なのね。ここで生涯を通して忠誠を誓う相手は、とか気の利いた台詞(せりふ)は出てこないのかしら」

			　自分がそれに足る人物ではないと思いながら、冗談めかして彼女は言った。

			「持ち合わせていないな。だが、君と俺が決定的に道を分かつまでは君を上官と仰ごう」

			「まあ、ちょうどいいかもね。私が所構わず戦争するようになったらばっさり殺してちょうだい」

			「そうする前に、理由くらいは聞いておこう」

			　言外に、それくらいの信頼はあると、彼は語っていた。

			「あなたにしては優しい対応ね」

			「君はなかなか得がたい上官だ。それに、逆もまた然りだろう」

			「あなたが暴れるようになったら止めろって？　無理、嫌だわ」

			　いつになく、アマルベルガは即答した。

			「エトランジェの手(た)綱(づな)を握るのが、王の仕事だろう」

			「当のじゃじゃ馬にだけは言われたくない台詞(せりふ)だわ」

			「これでも協力的なつもりだが」

			「じゃあ協力的なじゃじゃ馬ね」

			　その言葉に、コテツが黙り込む。

			　会話は途切れ、一瞬の間が生まれた。

			　そんな間へと、アマルベルガはその言葉を差し込んだ。

			「まあ、でもそうね。確かにあなたの手(た)綱(づな)を握るのが私の仕事だわ。なら、あなたは寝なさい」

			　そうして、アマルベルガは微笑(ほほえ)むと、コテツの手を取り引っ張った。

			　コテツは、下手にアマルベルガに当たらないように動きを制御するだけで、それ以上の抵抗はしない。

			　結果として、コテツはベッドに倒れこみ、彼の頭はアマルベルガの太股の上へと収まった。

			「適度に休ませるのも、褒(ほう)美(び)を取らせるのも、手(た)綱(づな)を握る仕事の内だと思わない？」

			「これが褒(ほう)美(び)か」

			「王女様の膝枕がご不満？」

			「一般的には価値があるのだろうが」

			「酷(ひど)いのね」

			　そんな台詞(せりふ)を吐きながらも、アマルベルガは笑っている。

			「結構恥ずかしいのよ？」

			「ならやめればいい」

			「いやよ。寝るまでは、こうしているわ。始めちゃった意地があるのよ」

			「……もう何も言うまい」

			「だから、早く寝ることね」

			「そうさせてもらおう」

			　そう言ってコテツは目を瞑(つむ)った。

			　アマルベルガはそんな頬に触れて、呟(つぶや)く。

			「お疲れ様、お休みなさい――」

			　二人だけの空間を、夕日だけが見つめていた。

		

	
		
			　

			番外編　終戦ロールプレイ

			　

			「ねぇ、ご主人様。前の世界にご友人っていました？」

			「いないな」

			　城のコテツの部屋。小さな丸テーブルを挟んで、コテツとあざみが座っている。

			「うわ、地(じ)雷(らい)踏み抜いた感！　すみません、私も友達いないんで許してください」

			「ソフィアとは仲がいいんじゃないのか？」

			　それに、アカデミーで見かけたカーペンターともだ。

			　あざみが姉と呼ぶ者達とは、親しげに会話していた記憶がある。

			　だが、そう問いかけたコテツに対し、あざみはキョトンとした表情を見せた。

			「お姉さまは、お姉さまですから。あと、ご主人様もご主人様なので。というか友達止まりだと困るので」

			　言いながら、彼女はテーブルに置かれた、かごの中のクッキーを美味しそうに頬張った。

			「ご主人様には、友人以外に近しい人は……」

			「戦友なら」

			「なるほど……。どんな方がいましたか？」

			「そうだな……。すぐに思いつくとしたら」

			　少しの思考を終えるとともに、コテツは言った。

			「九条寺尋十郎。骨董品集めが趣味の、俺と同じ、エースだった男だ」

			　

			「なぁ……、何をやっている？」

			　地球の、ヨーロッパ北部。

			　雪の降りしきるその地に、二機のＤＦが立っていた。内の一機、薄紅色の流線型の滑らかなラインが特徴的な機体、マサムネのコックピットの中に彼はいた。

			　彼は、厳つい男であった。髭(ひげ)面(づら)で、隻(せき)眼(がん)で、瞑(つむ)っている右目には縦の傷跡。短い髪を逆立てて、パイロットスーツなど着ずに、鉄のような色の着物を着込んでいる。

			「何をやっているのかと、聞いているんだぜ？」

			　相対するのは、鈍く黒く輝くＤＦだった。細身で、両の手にブレードを備えている。名前を、ナイトオウルと言う。

			『言うなれば、虐(ぎやく)殺(さつ)である』

			　その周囲には、あまりにも多すぎるＤＦの残(ざん)骸(がい)達。

			「……ああ、そうかよ」

			　尋十郎のマサムネが、きっと敵を睨(にら)みつけ、腰元の刀へと手をやった。

			　対するナイトオウルのパイロット、マイゼル・エゼプターンが静かに、だが力強く言う。

			『貴様にも分かるだろう？　血と硝(しよう)煙(えん)を望む心を』

			「……分からねぇな。ああ、分からねぇよ」

			『何を。エースだろうに、貴様』

			「確かに俺もエースだが。一緒にしてくれるなよ」

			　瞬間、敵機が駆けた。

			「戦争は終わったんだぞ？　……なぁ!!」

			　一瞬にして距離を詰めて、飛び上がりながら鈍く輝くブレードを振り下ろす敵機。

			　対して、動きを見せぬマサムネが、腰元の刀をかちゃりと鳴らす。

			　刹(せつ)那(な)、横一(いつ)閃(せん)。激流を清流で穿(うが)つような、静かな一撃。遅れて、風が凪(な)いでいく。

			『さすがに、というべきだな。あの虎(こ)鉄(てつ)とともに戦場を駆けただけある！』

			「知るかよ！」

			　迫る突きを、尋十郎は左の掌で逸らしながら、右手の刀で踏み込むように突きを放つ。

			　それをマイゼルは首を反らすだけで回避。

			　密着する二機。

			『この距離、必殺だぞ』

			　黒い機体の胸元が開き、巨大な砲身が露わになる。

			　光が集まり出し、今にも放たれんとしている。

			　その腰元に、尋十郎のマサムネはぴたりと掌を合わせた。

			「別にゼロ距離が得意なのは、お前だけじゃあ……」

			　重心移動、沈み込むような膝の動き、腰の回転、押し出すような腕。

			　すべての動きが連動しながら、一瞬のうちに行なわれた。

			「――ないッ!!」

			　密着状態からの掌(しよう)底(てい)が、コンパクトな動きとは対照的に激しく、敵を弾き飛ばす。

			『さすがと言うべきか。ＤＦで寸勁など初めて見た』

			　寸勁。密着状態からすべての動きを連動させ、無駄なく力に変換し相手に伝える技だ。

			「……俺でなくてもあいつなら、一回見りゃ簡単にやってのけるさ！」

			　仰け反った敵機が明後日のほうへと粒子砲を解き放つ。

			『だが……！』

			　しかしマイゼルは驚異的な姿勢制御を以て機体を立て直した。

			　巨大な光の柱が、向きを変え、振り下ろされるようにマサムネに迫る。

			『楽しいな。なあ？　そう思うだろう、お前も！』

			「俺は家で本でも読んでるほうが楽しいぜ、マイゼル！」

			　それを潜り抜けるように、姿勢を低く、マサムネは駆けた。

			『エースは戦場でしか生きられない。お前もそうだろう！』

			「一緒にするなと言ったはずだぜ」

			『いいや、同じだ。俺も、お前も。だからそんなことをしているのだろう、死神め。始末屋め』

			　戦争は終わった。だが、戦争を捨てきれなかった人間は、決して少なくない。

			　それは、エースも同じだった。戦場を求め、彷徨う。そして、その力ゆえに、厄(やつ)介(かい)だ。

			　正式にどこかの戦場に赴(おもむ)くのならばまだいいが、時には今回のように、突(とつ)如(じよ)現れてはとにかく破壊活動を行なうこともある。

			　それを始末するのが、今の尋十郎の仕事であった。

			エースを倒すには、エースをぶつけるしかない。だが、始末の対象であるエースは国によっては救国の英雄ですらある。それゆえに、尋十郎の任務は極秘裏に行なわれる。

			今回の処理の記録は残らない。人知れず、誰にも知られずに道を踏み外すエースを処理していく。そんな日々であった。

			『終戦の英雄と呼ばれた俺達は、だが、誰にも知られず、記録にも残らず死ぬ。俺達にお似合いの最期だろう！』

			　両手での突き。両手の甲を刃の腹に合わせて反らす。

			「一人で死んでろぉ！」

			　尋十郎は、両手の甲で火花を散らすブレードを、払うように弾いた。

			　そして、払った右手を追うように、静(せい)謐(ひつ)に、刀の柄に左手が添えられる。

			　一(いつ)閃(せん)。

			　だが、相手は飛び上がっていた。

			　マイゼルは、飛び上がりながら連続で蹴りを放つ。

			　頭部へのその攻撃を首と上半身の動きだけで尋十郎は回避した。

			「もう一度言う、戦争は終わったんだぜ、マイゼルッ！」

			『戦争は終わっていない、尋十郎。いや、俺達が始めるんだ』

			「始めさせると……、思ってんのか！」

			　相手の胸の砲口が開く。

			『戦争の中でエースになった俺達は、これからどこに向かえばいい？』

			「俺が知るかよ」

			『お前はどこに向かっているんだ？』

			「……知らねぇな」

			　ぽつりと呟(つぶや)く。

			　そして、敵の砲撃が始まるその前に、潜り込むようにマサムネは駆けた。

			　そのまま、切り上げを放とうとするが、そのとき、唐(とう)突(とつ)にナイトオウルの胸から光が消えた。

			「フェイント……!?」

			　瞬間、ナイトオウルの腕が閃(ひらめ)く。手の中のナイフが雨のように降り注ぎ、たたらを踏むマサムネを、いくつかのナイフが掠(かす)めていく。

			「知ってるぜ。こういうのは……」

			　地面に突き立つナイフ達。掠(かす)めただけで致(ち)命(めい)傷(しよう)はない。

			「爆発する！」

			　爆音とともにマサムネは前に出た。

			『このタイミングで前に出るか』

			　ナイフの爆発に押されるように前に出たマサムネを出迎えたのは、胸の砲口をあらわにしたナイトオウルの姿だった。

			　それを見据えながら、尋十郎は刀を鞘(さや)へと戻した。

			『たった数人でも世界を塗り替えるだけの力。戦争が終わった今、どうすればいい』

			「他人に問いかけるなよ。自分に聞け」

			『自分は戦えと囁(ささや)いた。敵がいないと嘆いた。敵は作ればいいと分かった。そして、今。敵が目の前にいる』

			「そうかよ」

			　放たれる、圧倒的な光。尋十郎は、それを睨(にら)み据えた。

			すう、と音が掻き消える。荒れ狂う激流が清流に変わるように、意識が一点に集まり、時すらも緩慢にする。短く、息を吐き出す。電光のような抜き打ちが放たれた。刹(せつ)那(な)、音が戻り、清流は濁流へと戻る。暴れ狂う光の束へと向けて、刀が振るわれる。

			『思い知らせてくれるな。お前達が別格だということを』

			「その別格の中でも、俺ぁ下から数えたほうが早いがね」

			『下から数えた方が早い男が、粒子砲を切り裂くか。ふざけた風体だと思ったが……、なるほど、今となっては不思議な納得すら覚える』

			　尋十郎の放った刃が、粒子砲の光の束を二つに割り、散らしていく。

			「そういう刀だ。魂(たましい)のこもった最新技術の塊(かたまり)だ。ただの鉄の塊(かたまり)じゃできねぇよ」

			　それだけでは、刃は止まらない。

			『俺にしては、悪くない最期だな。ああ、悪くない』

			「そうかい。……羨(うらや)ましいぜ」

			　モニタの向こうのマイゼルは笑っていた。

			　刃が、振りぬかれる。

			「あばよ――」

			　

			　マサムネのコックピットの中。

			『ご苦労だった。では、次の任務を伝える』

			　尋十郎は、目つきが鋭く、余裕の見えない表情の上官を見ていた。

			『次の標的はこの男だ』

			　上官のウインドウの横に現れたのは一人のエースの写真である。

			「こいつは、一度一緒に戦ったことがあるな」

			　知っている。尋十郎はこの男と話したことがある。

			『そうか。貴様にはこの男を殺してもらうことになる』

			　写真の向こうには、幸せそうに笑う、茶髪の男の姿があった。すぐ横には娘であろう少女の姿もある。尋十郎が話したときは、こんな幸せとは程遠い男だった。終戦後にか、それ以前にか。掴(つか)んだのだ、人並みの幸せを。

			「こいつ、何したんだ？」

			『それは、貴様の知ることではない』

			「そうかい」

			　上官の前だが、尋十郎は気にせずため息を吐いた。

			（エース専門の始末屋、か。本来であれば、お前がやっていたんだろうな、虎(こ)鉄(てつ)）

			　エースを地獄の尖(せん)兵(ぺい)とすれば、望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)は獄卒の長だ。

			（お前なら、どうしていた？）

			　人知れず、エースを殺すこの仕事は、暴走したエースを止めるのが表向きの目的だが、実態は軍にとって邪魔な人物を殺すことも任務に含まれる。

			　写真の男は、後者だろう。彼の出身地は今、独立戦争中の小国だったはずだ。だが、その小国からは希少な金属が取れる。兵器転用のため、簡単には手放せない。それにあたり、独立に手を貸すだろうエースの存在は邪魔なのだ。

			これは、平和のために必要なことではない。軍の、事情の一つに過ぎない。

			「……なぁ、その前に、一ついいか」

			『発言を許可しよう』

			「エミールとターニャが合わせて休暇を取り、ある研究所に向かったらしい」

			　すり替えるように、尋十郎は口にした。平和の先に、幸せを掴(つか)んだ男を殺したくない。そう思った部分もある。

			『……何？　こちらでも同時に休暇を取っているのは確認したが、目的地も同じだと……？』

			　ぴくりと上官の眉(まゆ)が動いた。

			「確かな情報だ。通信記録を確認してくれてもいい。ただ……、不吉だと思わないか？」

			『よく報告してくれた。どうやら、そちらの方が緊急性が高いらしい。今すぐに現地に向かえ』

			「了解」

			　答えながら、心中で尋十郎は再びため息を吐いた。

			（何やってんだかな、俺は）

			　写真の男の問題を先送りにした。ただそれだけのことだ。

			エミール達の情報は本人達から聞いていた。

			　尋十郎にもまた、一緒に行かないかという誘(さそ)いがかかっていたのだ。

			（新たな秩序に邪魔なエースを人知れず、始末する。秘密裏に、何の記録にも残さず、誰の記憶にも残らず。そして、いつか死ぬ）

			　戦争は終わったはずだった。

			（俺は、逆に血(ち)腥(なまぐさ)くなっちまったな）

			　彼は、苦笑しながら目を瞑(つむ)った。

			　

			「よう、エミール。久しぶりだな」

			　時空間圧縮を研究していた研究所を持つ衛星。その一室に、尋十郎はいた。

			　時空間圧縮。時と空間というものを圧縮し、解放することによって莫大なエネルギーを得る技術であり、最終決戦のとき、虎(こ)鉄(てつ)が最後に破壊した兵器にはその技術が使われていた。

			　非常に画期的でありながらも、いまだに研究段階であり、特に安全性については疑問視されていた。それでもなお戦争の困窮によって急造されたスティグマダイバーは、今後百年の間人を乗せることは不可能だと言われている。

			　時空間圧縮はシールドしきれず常に漏(も)れ出しており、搭乗者は時空の歪(ゆが)みに晒(さら)され続けることとなり、マウスによる実験では、突(とつ)如(じよ)として老いて干からびたとか、いつになっても健常なまま年を取らなかったなど、予測も付かない結果となった。

			　乗っている間、年を取らないかもしれないし、次の瞬間突(とつ)如(じよ)として干からびているかもしれないその機体は、結局無人機として造られ、戦場へと投げ出されて、破壊された。

			『やあ、尋十郎。奇遇だね』

			　虎(こ)鉄(てつ)が生きていると心より信じているエミール達は、時空間爆発に巻き込まれた虎(こ)鉄(てつ)と同じことをすれば同じ場所に辿り着けると、信じている。

			「なあ、お前ら。何やってるか分かってるか？」

			『決まってる。彼に会いにいくのさ』

			　しれっとした顔でエミールは言った。

			「なぁ……、やっと平和になったんだぞ。それでも、まだ血は流れてる」

			『それがどうかしたのかい？』

			「薄氷の上で踊ってんじゃねぇぞってこったよ！」

			　尋十郎が語気を強めると、エミールは薄く笑った。

			『相変わらず、君は真面目だなァ。同じエースとは思えないくらいだ。嫌いじゃないけどね』

			「嬉しくねぇな。お前に好かれたって」

			『こいつは手厳しい！』

			　わざとらしく、エミールは大仰に驚く。そしてすぐさま表情を戻し、尋十郎を見つめた。

			　クレバーな、理知的な視線。

			『でも、君じゃあコテツの代わりはできないね』

			「うるせぇな、分かってんだよ、んなこたぁ」

			『そして、所(しよ)詮(せん)は君もエースに過ぎないってことだ』

			「……何が言いたい」

			　エミールが見つめている。見透かすように。薄気味悪く笑いながら。

			『君はなんでここに来た？』

			「てめぇらを止めるためだよ馬鹿野郎」

			『嘘吐きめ。二対一で勝ち目がないのは知ってるだろう？』

			　二対一じゃなくてもそうだ。ターニャも、エミールも、別格の中でも上のほうなのだ。

			　エミールであれば、相性上やり合えるが、ターニャが相手なら相性が最悪だ。歯が立たない。

			　図星であるからこそ、答えはない。

			『君は、救いを求めてここに来た』

			「……でたらめ言うなよ」

			　白々しいのは分かっていた。自覚はある。自分はエースでしかないということ。終わったはずの戦争。なくならない戦場。自分はちゃんと平和に向かって歩めているのか。

			『救いはあると思うよ。僕がそうだ』

			「そうかよ」

			　犬歯を剥き出しにして、尋十郎は笑った。

			『君とやるのも、そこそこ楽しいからね。早く来なよ。それが、望みなんだろう？』

			「俺はなぁ、他の奴らほどイっちまってはいねぇ。ずいぶんマシなほうだと思ってる。日常に戻ろうってんならそれもできる。多趣味なほうだからな」

			『別方面で大分イっちゃってると思うけどね』

			　尋十郎はモニタに背を向ける。

			「だがな。死ぬときは派手に斬り合って死にてぇんだ」

			『よく分かるさ。だから僕達はいつだって性急だ。この世が平和になる前に。そうだろう？』

			「ああ、そうだな」

			　尋十郎が、歩き出す。格納庫へ。研究で造られた兵器を格納するためのその部屋には、尋十郎のマサムネが一機あるだけだ。研究員はすべて、避難を済ませてある。

			　ここには尋十郎と、その愛機しかいない。そのマサムネを見上げて、尋十郎は一度目を瞑(つむ)った。瞑(つむ)ったままでも、その愛機は細部まで思い出せる。

			　滑らかな曲線を描くデザインに、鮮やかな薄紅色。

			　そして、その左胸に描かれる――。

			「行くか、リーナたん」

			　際どい衣装のアニメキャラクター。

			　九条寺尋十郎。宇宙でたった一機だけの痛エース機を乗りこなす、骨董品（時代遅れのディスク媒体アニメ）収集が趣味の、今時古風な男である。

			　コックピットに乗り込んで、彼の指が、ぶら下がるデフォルメされたキャラクターのマスコットを撫でた。

			「見守っていてくれ、リーナたん」

			『システム、起動しまーす！　頑張ってね、尋十郎！』

			　機体が起動し、コックピット内に光が灯る。明るい声を上げたのは、リーナたんナビゲート音声（自作）だ。彼が手持ちの音源を編集し、インストールした。エースだから、誰も文句は言えなかった。そんな機体。

			　左胸から腰元まで、寝そべるような格好の少女が、熱っぽい瞳(ひとみ)で、機体の前方、開きつつある格納庫のハッチを見つめている。

			「やるか、エミール」

			『君って、割と気持ち悪いよね』

			「うっせ！」

			『それに相変わらず目がチカチカするね、君のＤＦ』

			　ハッチの向こうに、エミールのソードフィッシュが立っている。

			「ばっか、おま、最高だろ！」

			『分からないなァ。そのセンス』

			「人生の半分は損してるぜ……、その感受性」

			　ため息交じりに、尋十郎は言った。

			「で……、お前ら、虎(こ)鉄(てつ)の後追いか？」

			『その風体で真面目な話を始めないでくれないかな？　反応に困る』

			「うるせぇ、これが俺のフォーマルだ」

			『ふぅん、興味ないね。でも、そうだなァ……。行かなきゃならないかな』

			　悪びれもしないエミールを、尋十郎は睨(にら)み据えた。

			「人の迷惑を考えろよ、駄阿呆。平和は、お前の玩具(おもちや)じゃない」

			『なるほどなぁ。君は、彼がいなくなったあと、いろいろ考えてるんだなァ。でも、違うだろう』

			「何がだ」

			　短く、問い返す。愉快気にエミールは笑った。

			『僕達はそうじゃないだろう、尋十郎！　お利口を気取るなよ。僕達はあのとき、もっと何も考えていなかったはずだ。平和のため、なんていう建前の下、この宇宙で馬鹿騒ぎ！　楽しかったろう、僕も、君も！』

			「そうだったかもしれねぇ。でも、時代は変わる。いつまでもそのまんまじゃいられねぇ。あいつが残した平和だ。お前は平和の空を飛んでいろ！」

			『自由な空。平和の空は嫌いじゃない』

			「だったら！」

			　ぽつりと、エミールは呟(つぶや)いた。

			『――寂(さび)しいじゃないか。彼のいない空は』

			　おもむろに、エミールは切りかかった。その刃を、尋十郎は真っ向から受け止める。

			「いつの間に刀なんて造った？」

			　ソードフィッシュの持つ実体剣。それを指して尋十郎は言う。

			『つい最近にね。よく馴染むよ。なんで今までこの手になかったのかと思うくらい』

			「そうかよ。さすがだな、エミール。最近だってのにずいぶんな太刀筋だ」

			『君に言われると自信が付くね？』

			　鍔(つば)迫(ぜ)り合いをしながら、尋十郎は獰(どう)猛(もう)に笑った。

			「確かにエミール、お前は剣の申し子だ。だがな、刀なら俺の方が上手だなッ！」

			『確かに、君には一日の長があるかも、ねっ！』

			「一日じゃねえよ駄阿呆！　昨日今日始めたくらいの小童が!!」

			『調子出てきたじゃないか尋十郎！　楽しそうだ！』

			　鼓(こ)動(どう)が速まる。濃密な死の気配が背筋を撫で上げ、全身の毛が逆立つような錯覚を覚える。

			　生きていると、酷(ひど)く実感する。何も考えたくない。ただ魂(たましい)の指し示すまま、斬り合いたい。

			「そんなに虎(こ)鉄(てつ)が好きかよ、エミィールッ！」

			『今さらだなァ。その質問。僕は未来永劫、彼にしか殺されてやるつもりはないんだ。つまりこのままじゃあ、永遠に死ねないじゃあないか』

			「未練だぜ、エミール。コテツはもういねぇ！」

			『君も冴(さ)えない眼鏡みたいなことを言う』

			「俺とて死んだと思っちゃいねぇさ。だがな、その辺にゃいないのは確かだぜ、なあ！」

			　お互いを弾き飛ばし、刀を構えて睨(にら)み合う。

			『だから探しに行くんだろう？』

			「時空間爆発に巻き込まれたときの生存率と、虎(こ)鉄(てつ)と同じ場所に行ける確率、どれくらいだ？」

			『さてね？　エース機に乗れる確率くらいじゃないか？』

			「……そうかよ。じゃあ仕方ねぇなぁ」

			『そうだろうそうだろう』

			「なら、これしかねぇよな」

			　刀が、鈍く輝いた。

			『そうだね。さあ……』

			　触れれば切れるのではないかと思うほど、空気が張りつめ、心が躍る。

			　久々に、何も考えずに刀を振りたい。

			「始めるぞッ！」

			　そのぴんと張りつめた空気を切り裂いたのは――。

			『ハッキング終わったよー！』

			　少女の鈴のような声音だった。

			『あと三秒で爆発するって！』

			　唐(とう)突(とつ)に割り込んだターニャの声に、綺(き)麗(れい)さっぱり切り替えたエミールが言う。

			『あ、ごめん。そういうことで』

			　会話に参加すらしてこないと思ったら――。

			「ちょ、待っ！」

			　酷(ひど)く納得がいかない空気で、辺り一帯は光で包み込まれた。

			　もし自分が戦死した場合、自分の記録は抹(まつ)消(しよう)される。ちょっと人には見せられない私物も、見られたら社会的に死ぬ個人端末のデータもひっそりと処理される。

			（そういう点では、安心だな。この仕事選んで、マジでよかった……）

			　形見分けなどされなくて本当によかったと、ずれた安心感を覚えながら、その日、尋十郎は世界から消えた。

			 

			 

			 

			〈了〉
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